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一日目　つっぱり棒少女現る！





「先輩」とかけられる言葉が、「せぇんぱぁいっ」と全部ひらがなで聞こえてくる甘ったるい声がした。ぼくの背後10メートル。いや、５メートルくらいかな。

　ぼくじゃないだろうなと思いつつも振り返ってしまう。確かな経験からくる否定的判断。逆らえない悲しき条件反射。そこで待っているのは、登校していくちょっとかわいい一年生の女子と三年生男子カップルの仲なか睦むつまじき姿。ついこのまえまでのぼくなら、朝からため息をつきたくなる光景。でも、今なら気にならないね。

　人違いだったかと身体からだの向きをまえに戻すぼくに、登校途中の男子の集団が「よお、ギャルゴ！」と、女子から絶対的な不人気を招く元凶となったあだ名で気安く呼びかけてきても、やっぱり気にならない。

　さらには男子達たちに陰で、「中の下」とか「下の上」とか呼ばれている女子達に、登校中のぼくを目撃したことで、朝っぱらからついてないみたいな顔をされるのも気にならない。

　別にぼくのメンタル面が強くなったって話じゃないんだ。

　季節は、秋の新ドラマの１クールの初回くらい。各局のドラマ（マンガ原作が八割）の第一話を一通り放送し終わった十月下旬だ。

　とりあえずクラスの女子の一番人気は、つくりもののように綺き麗れいな顔をした男の子（童顔だけど実際は二十歳ちょい）が、ゆっくりと恋の切なさと愛の素晴らしさに気づくドラマ。少女の心を蝋ろうのように溶かす甘い全十一話。ちなみに美少女が魔法を唱えて、魔物と戦う子ども向けファンタジーアニメ『魔法少女エリエリ！』もこの秋から放映を開始している。結構な数の男子達たちの灰色の心を、濡ぬれたようなピンク色に染め上げる奇跡と癒いやしの全二十三話。

　で、ドラマとアニメの番宣が目的じゃないから、ぼくの話をさせてもらうことにする。

　心にゆとりが持てるようになったのは、小鳥遊たかなしゆかりこと、コトリと一緒に登校するようになったからだ。少し話にのろけが入っていても、きみの広い心で許してくれ。やさしいきみのことだから、ギャルゲーゴッド略してギャルゴなんてあだ名で呼ばれているぼくのささやかな幸せを一緒に喜んでくれるだろ。サンキュー。



　なんのきっかけで、ぼくの家から学校までの道程の三分の二くらいをコトリと登校することになったのか。実ははっきりとしてない。

　夢のなかで話しているようなコトリとの淡い会話のどこかで突然そういうことになった。でも、とても自然にそうなった。

「学校から春はる男おくんと私の家に分かれる交差点の近くにね、小川に橋がかかってるんだけど、その真ん中でね、待ち合わせしようねっ」

　コトリの言葉は、しっかりと覚えている。

　橋の名前は「小お田だ橋ばし」

　小鳥遊ゆかりと田中春男が待ち合わせするためにある橋の名だと思った。そう思うだろ？　うーん、やっぱり少し強引かな。



　小田橋の真ん中手前。反対側がわから駆けてくるコトリが見える。花びらのような手を振ってくれる。週五日の待ち合わせ。コトリと登校するようになってから、国民の祝日が必要なくなった。心躍る待ち合わせを週四日以下にはしたくない。

　おはようといいあって、歩き始める。橋の真ん中で待ち合わせているので、ぼくは自分がきた道をわずかばかり戻るのだが、それで少しでもコトリと話せる時間が増えれば文句なし。日に日に小田橋の真ん中からコトリの家側に数センチずつ接近していることは秘密。



「春男くんどうしたのっ？　ふふっ、なんか楽しそうだねっ」

　コトリとの登校は一日でなによりも心癒やされる一時。鏡があれば、ぼくは自分の顔を見てみたい。喜色満面という四字熟語の意味を知ることができるだろう。

「ああ、まあね。コトリさんも楽しそうだね」

　通学路のあちこちに同学年の生徒の姿が見えたので一応コトリさんと呼ぶ。もしまわりに誰だれもいないのが確認できた場合は、すっごく照れるけどコトリと呼ぶ。二人っきりの時はコトリ、第三者がいればコトリさん。なんか秘密のゲームの唯一のルールみたいだ。

「うん、実はね、今日から演劇部がつぎの舞台公演に向けて稽けい古こするの。だから楽しみなのっ……それとねっ。春はる男おくんと登校できるのが楽しいからだよ。ふふっ照れちゃうね」

　コトリが照れることは大抵ぼくも照れる。はにかみの伝染。笑顔のままコトリがいう。

「春男くんっ、またつぎの舞台も観みにきてねっ」

「絶対いくよ。応援旗つくっていく」

「もう……えへへっ」

　ソフトクリームが溶けたみたいな声。柔らかくて甘い。コトリと歩く通学路はお互い照れることばっかり。一人で見る通学路の落ち葉はもの悲しく見えるのに、コトリと見る通学路の黄赤の落ち葉は、フルＨＤの液晶テレビの映像みたいに美麗でカラフル。心境の変化は景色の見え方を変えるってことかな。なんか悟った気分になってみたり。

「つぎの舞台は、どんな役なんだい？」

「まだ配役は決まってないんだけどね。絶対っ演じたい役があるのっ。この役の気持ちを私が舞台で多くの人に伝えたくて。うーんとね、恥ずかしいけど、ヒロインなんだっ」

「おお！　いいね」

「今度もね、お姫様の役なの。このまえの公演の時みたいに歌を歌ったりする西洋のお姫様とは違う感じ。着物姿の和のお姫様。静かに好きな人のことを想おもっている女性かな」



    

  
    
      



    

  
    
      　無風のなかを漂うシャボン玉みたいなコトリの声。でも演劇のことを話している時は意志の強い響きになっている。透明感がある。絶対割れなくて全く曇らないガラスみたいな。

「ヒロインってことは、出番は多いの？」

　役についていろいろ聞きたいのに、こんな質問しか思いつかないのが残念。

「開演から終演まで、ずっと舞台に出ずっぱりなんだけどね。セリフは一言もなくて、表情と仕草だけで気持ちを伝える役柄なのっ」

「難しそうな役だね」

　演劇について、無知なぼくでもそう思った。

　言葉にしないで誰だれかになにかを伝えるのは、繊細で楽じゃない作業だ（なにかを悟った気になっている中学生ギャルゴの言葉）。

「どんなストーリーなんだい？」

　このあと、コトリが字幕スーパーのニュース速報のように要点のみを綺き麗れいに洗いだして、舞台の物語を、ぼくに説明してくれた。物語の盛り上がりどころでは、コトリの声も弾むように抑揚する。聞いていてわかりやすく楽しい。



　舞台は、江戸時代。初期か中期か後期は不明。史実に沿ってるわけじゃない、架空大江戸悲恋物語といったところ。声をだせない姫。その姫と奇跡の出で逢あいをする町人の男。巡り逢えただけで奇跡みたいな生まれも育ちも違う二人。すぐに二人は惹ひかれあう。身分違いの恋。町人の男は結ばれない運命から、一度は姫のもとを離れる。姫は町中の人に聞いてまわり、愛いとしい男を追いかける。そして、再び巡り逢う。でも、一緒に暮らし続けることはできない現実。二人はそうすることが当然のことのように最後は心中する。儚はかない愛の結末。

　気になるタイトルは『恋れん哀あい』。なんかケータイ小説みたいなネーミング。演劇部オリジナルの戯曲らしい。書いたのは部の顧問でぼくのクラス担任でもある新しん藤どう香か奈な子こ先生。

　ストーリーを伝えるのが上う手まいコトリの話が終わったあと、ぼくは気になったあることを聞いた。

「しゃべれないお姫様なのに、どうやって好きな町人の居場所を聞いてまわれたんだい？」

「あっ、ゴメンね。えーとね、紙に書いたの。紙に質問を書いて聞いてまわったの」

　校門がもうそこまで見えていた。コトリは慌てたようにカバンから、小冊子を一部ぼくに渡してくれる。コピーして綴とじられた台本だった。

「春はる男おくんに、一冊あげるねっ」

「おっ、ありがと」

「このまえの舞台の時みたいにまた練習つきあってくれるとうれしいな。えへへっ、わがままいっちゃったぁ」

　笑うとハートの形になるコトリの口。ぼくも自然と笑ってしまう。演劇大会で観客を魅了した可愛かわいらしい少女コトリの運命を思った。あとぼくの運命も。

　ぼくの住む真ま幌ぼろ市には、地方都市伝説（略して地伝）が現実化するという不可解な現象が起こっていた。おそらく相当昔から。それを人知れず解決していたのがぼくのばあちゃんこと占い師の宝ほう明めい院いん真ま魅み。でも、ばあちゃんは地伝をつくるものである通称噂そん長ちように殺されてしまったらしい。噂長は、自在に地伝を創造することができる。コトリはその人生のどこかで噂長に接触して、地伝の元凶となるものの予備軍、通称蜚ひ子ごにされてしまったこともつい最近わかった。簡単にいうと、このままでは、いつか必ずコトリはなんらかの地伝の噂うわさになってしまうということ。もし、そんなことが起きれば、真魅ばあちゃんの跡を継いで現在地伝を解決してまわっているぼくが、武器である物干し竿ざおでコトリを倒さなくてはいけなくなるということ。倒したあと、地伝の力を失ったコトリがどうなるかは想像もできない。だから、ぼくはコトリが地伝の噂になってしまうまえに、その蜚子という運命から救おうと決めてる。方法はわからないけど。きっと、噂長を倒せばなんとかなると思う。まずは噂長がどこにいるのか、そもそも人間なのか、それを知り、見つけなきゃいけない。

　コトリが振り返り、笑顔を見せる。ぼくはいつのまにか難しい顔をしていたのかもしれない。コトリの笑みに不安が混じる。だから、ぼくは「早く教室いこうぜ」といって、二人で並んでぼくらのクラス二年二組の教室に向かった。

　ぼくは、真魅ばあちゃんの占いで人外の存在の女性にモテるといわれている。

　コトリは人外の存在である蜚子。だから、ぼくのことを好きでいてくれる。でも、今のままではつきあったりなんかできない。とても仲のよい友達のままでいましょう。そんな感じだ。まあ、ギャルゴなんて呼ばれて、女子から冗談みたいに人気のないぼくが、かわいいコトリに好意を持ってもらえているだけでうれしいんだけど。それが蜚子だからという理由で惹ひかれているのをわかっているだけに、実にむなしいぜ。まあ、この話は朝っぱら重たくなっちゃうから、とりあえずこれでおしまい。



　腹をくだした哺ほ乳にゆう類るい偶ぐう蹄てい目もくカバ科カバのような丸まった背中を、真幌市立第一中学校通称マボチューの教室で見かけることができたら……。

　それはきみの席が、我が校一の巨漢フネのうしろだということを意味している。

　正面の黒板下半分が見えなくなっていることを、教科担任に伝えても学力不振のいい訳にはならないので注意しよう。もちろん注意するのは、現在フネのうしろの席のぼく自身なんだけどさ。

　その前方の巨体がなにやら不審な動きをしている。

　机のフックにかけられた大きなリュックサックを開ける。幼児ならかくれんぼができそう。そこにグローブみたいなでかい手を突っこむ。ごそごそ。巨体が週刊アスキーを取りだしていたら、今が放課後だとわかる。黒板の上の掛け時計を見ればそれで済むことなんだけどさ。ってことで只ただ今いま帰りのＨＲ中。

　演劇部の台本も書くことができるマルチな才能の持ち主、担任の新しん藤どう先生が連絡事項を要点のみコンパクトに話していく。先生の声は一日の授業を終えた生徒の間を穏やかに過ぎて、心地よい。営業終了時間を伝える百貨店の蛍の光みたい。

　連絡事項のメインは、三日後の放課後のこと。

「いよいよ木曜は一大イベントである後期の席替えがあります。気になる人と隣同士の席になれるか、なれないかの心ときめくイベントです。まさに『席が変わって、あなたへの気持ちも変わる』席替えね！」

　クラス行事にテンションが上がる新しん藤どう先生。席替えにキャッチコピーをつける教員はうちの担任ぐらい。ちなみに前期は「席だけじゃなく、心も隣り同士になれたね」というキャッチコピーつき。うちのクラスの席替えは学年中の話題になったほど。

　ぼくはクジ運がないことを自覚している。コトリの隣になれるのならクジを作成する新藤先生にいくらか金を積んでもいいが、残念ながら慢性的な金欠だ。とにかく裏金はないクリーンな席替え。でも男子も女子も思惑はあるだろう。隣の席の好きな子が消しゴムを落として、それを拾ってあげてから始まる会話を楽しんでみたいと妄想している友人を、ぼくは三人は知ってる。消しゴムを拾ってからのトークのスクリプトはもうできているそうだ。逞たくましき恋の努力家。ぼくが席替えで望むことといえば、この目前の巨体から離れること。そうなればとりあえず及第点かな。

　まえの席でＰＣ関連情報誌を精読しているフネがこちらを振り返る。たぷんたぷん。風船のように脂肪が膨らんだ顔の口こう角かくが上がってる。笑うカバ。

「また、ギャルゴの隣の席になった不運な女子の悲鳴を聞かなきゃいけないのか。耳栓の準備だな」

　人の心を土足で踏みにじって、しかも悪臭漂う外靴を脱ぎ捨てていくかのような発言。季節は移り変わっても、ぼくの女子からの人気のなさは断トツ。最初にぼくのことをギャルゴとネーミングしたやつを恨むしかない。哀かなしきあだ名の泣き寝入り。

「うるせい、フネの隣だって圧迫感で息苦しくなるだろ」

「バカいうなよ。おれの隣はいいことがあるんだぜ……メリットってやつがあるんだよ」

　寝癖を直すという習慣すらないようなフネ。汗臭そうな短髪を潮干狩りのように掻かきながら、メリットの部分を強調していう。なにがメリットだ。フネには、花か王おうの地肌ケアができるシャンプーが必要だ。

「なにがあるんだよ？」

「まず給食に嫌いなものがでても、おれが食べてあげられる。それにおかわりしたくなったら一人分も二人分も一緒だから、おれの分のついでに取りにいってあげられるんだ。いいだろ？」

「全部給食時間じゃないかよ。ん？……しかもそれ、別にいいことじゃないだろ？」

　給食時間にフネと一緒になっておかわりしている女子なんて見たことがない。ギャル曽そ根ねはマボチューにはいない。

「いやいや、利得じゃないか。おかわりにいく手間が省けるんだぜ。毎日おかわりしてるおれからすれば、そんなやつが隣の席にいてほしいよ」

　確かにおかわりしないフネも見たことはない。

「そういえば給食の献立がハンバーグとおでんっていう、ありえない組み合わせの時でも、フネは両方ともおかわりしてたよな」

「うん？　そんなことあったか？」

　あったよ。しかも、濃い味の出だ汁しが充分に染み込んだ大根をバーグの上で崩して、「これはびっくりドンキーの和風バーグみたいだ」とか、いいやがった。そのせいでフネの食事している姿を見たクラスメイト全員が、食欲不振になったじゃないか。

　あれを和風バーグなんていっていたら、びっくりドンキーに訴えられるぞ。

「こらっ！　そこの食いしん坊とオタク少年、こっち見なさい。まだ帰りのＨＲ中よ」

　新しん藤どう先生に注意される。ぼくとフネをクラスメイトの笑いのさざ波が包む。

　言葉ほど怒った声ではないけれど、ぼく達たちへの呼称がひどすぎる。担任にこんな呼び方されたら明日から学校に通いたくなくなるよ。まあ、呼ばれ慣れてるのがなにより悲しい。

　先生が再び連絡事項を話し始めた。ぼくは、遙はるか斜めまえの席のコトリを見る。細い肩越しに見える可愛かわいらしい横顔。ギャルゴとかオタク青年とか呼ばれることによって、傷ついていたぼくの心が無意識のうちに癒いやしを求めていたのだろう。

　ぼくの視線を感じたコトリの横顔が正面の顔になって、ぼくと目があう。秋の真ま幌ぼろ市のよく晴れた空のような透き通るコトリの微笑ほほえみ。

　視線が手を繋つなぐように絡まったあとは、コトリの形のいい唇がゆっくりと動く。口のまわりの筋肉の体操みたい。

　は・る・お・く・ん・ダ・メ・で・しょ。

　一文字ごと、宝物でも口ずさむように楽しげにいうコトリ。

　だからぼくも、ご・め・ん、と返した。笑顔に申し訳なさをエッセンスのように足して。

　うん？　不意に下校時の注意事項を簡単にまとめた新藤先生の視線を感じた。なにげなくというんじゃなく、ほんの一呼吸の間、意識してぼくを見ていた……気がする。もしかしてコトリと見つめあっていたのがバレたっぽい？

　と思ったら、先生は帰りの挨あい拶さつを済ませて教室をでていく。廊下に踏みだすゆったりとした一歩。こちらに顔を向ける。流れてきた視線がぼくで止まる。高速のワイパーのような速くて強いウインク。生徒間の純粋異性交遊を推奨している教師のウインクの意味は、自称恋愛経験豊富の桑くわ島しまにでも、気が向いたら聞くとしよう。

「さあ、新聞部。新聞部」

　部活に向かう放課後は生き生きとしているフネが、荷物をまとめて教室をでていく。

　今は地方都市伝説はなにも噂うわさされていない。望むべき平穏。新聞部はダルマや自販機の地伝を追っていた頃ころのような繁忙期を過ぎているのだろう。ＨＲで雑誌を読んでいる際のフネは、新聞製作に忙しくはないんだ。地伝などにより、部の活動が激務に見まわれれば、市街区分図や道路地図を机で開いている。

　なんでそんなものを開いているか？　理由を知りたければ耳を澄ませばいい。

　太ったカバの唸うなり声を聞くことになるだろう。

「聞き込みー聞き込み。張り込みー張り込み」と。

　それが聞こえない今日の放課後はなんと平和なことか。



　こんな穏やかな今こん日にちを遡さかのぼること……何日かまえ。十月の出来事。

　地伝ではないが、地伝絡みというべき事件が起こった。同級生ならみんな知ってる。桜さくら田だ門もん外の変を知らなくても「マボチュー新聞部内の変」については、勉強が不得手のやつだって、高い理解度を示しているんだ。

　もちろん、日本史の期末テストに出題されるわけではないので、軽い気持ちでことのあらましを聞いてほしい。

　まず、地伝の噂うわさがないと退屈するというのが最近のマボチュー生徒の悲しき性さがである。

　なにも噂が流れなくて暇ひまなら、地伝を使って暇つぶしができないかと考える馬ば鹿かな中学生が少なくない人数いた。ネット上のフリー百科事典のウィキペディアの『都市伝説』というワードの説明文に、地方都市伝説についての一文を編集して入れてみたり。学校の近所に『地ち野の伝でん蔵ぞう』という名のご老人が住む家屋を見つければ、インターフォン越しに、開口一番「地伝の噂教えろよ」と、タチの悪いことこの上ない訪問に興じる者まで現れた。

　誰だれかにあいつ馬鹿だといわれることだとわかっていて、むしろそういわれることがうれしくて悪ふざけをする中学生はいつの時代だっているようだ。定年間近の教師がそういっていた。ノートに書く必要のない授業中の話ばかり、なぜか忘れられないんだ。脱線してすまない。

　そして、地伝を待ち望むやつらの気持ちが結晶となって、産声を上げたのがデマ地伝である。デマ地伝とは地伝の噂がない時に、新聞部がこんな地方都市伝説あったらいいなというオリジナルの噂を募り、勝手に紹介しているコーナー記事だ。生徒達たちはただの作り話だとわかっていても結構評判がよかったりする。で、栄えある第一回創作デマ地伝の受賞は左記の通りである。



・デマ新部長賞

　「両想おもいラブソング」

　　ショッピングセンター『サミー』で不定期開催する『素人しろうとカラオケ大会』で、好きな人に観客席から観みてもらいながらラブソングを歌い、優勝することができれば、その意中の人と両想いになれるという伝説。



・アイデア賞

　「変身トンネル」

　　マボチューのグラウンドの外れにある、今となっては誰も通る人がいない旧農道トンネルに市街側がわから入り、己の肉体のみで出口を時速１００キロで駆け抜けることができたら、別の姿に変われるというもの。ちなみに出口であるグラウンド側がわから市街側に抜けると、姿はもとに戻るという伝説。



・ハートフル賞

　「桑くわ島しまくんの第三ボタン」

　　真ま幌ぼろ市立第一中学校二年三組の桑島マサヤくんにボタンをプレゼントして、十一月一日の桑島くんの誕生日までに、そのボタンが桑島くんの学生服下のシャツの第三ボタンにつけかわっていれば、贈呈者はその後真幌市一幸せな学校生活をすごすことができるという伝説。



　国語の教師が自主的公募を求めた中学生の短歌コンクールへの応募総数は、四捨五入したって二ふた桁けたにならなかったのに、デマ地伝への生徒の応募総数は余裕で三み桁けたに届いたそうだ。一人で複数作応募した噂うわさ好きまでいるみたいだしな。

　校内中から注目を浴びた創作の噂の審査をしたのは、新聞部内のデマ地伝推奨委員会。なんだか怪しい集団。十月の頭くらいに発足して、今日きよう日びには一部教職員をして校内のガン細胞といわしめた、内申点を減らされることすらも恐れない猛者達たちの集まりだ。このデマ地伝推奨委員会（長いので以降はデマ会と略す）の存在については、新聞部内でも揉もめているらしい。マボチューの新聞部員は総勢二十五名。そんなに部員が在籍する新聞部はたぶん全国的にも稀まれだろう。二十五名のうち、面白いという理由と新聞部を学校内で目立たせたいと考える十一名がデマ会に所属し、残りの十四名は正規の新聞部のみに籍をおく。正規新聞部のメンバーは純粋に真実だけを新聞にしたいという思いから、デマ会と当然反発している。

　よって今月から新聞部は、デマ会が発行する通称「噂の楽しい味方」とキャッチコピーを掲げたデマ新と、長い歴史を誇るマボチュー新聞部の通称「噂の正しい見方」とキャッチコピーを掲げたマボ新の二種が発行されるようになった。これがマボチュー新聞部内の変と、新聞部のおおよその沿革である。

　こんな話をきみに長々としてすまないと思う。

　ただ、どうしても耳に挟んでおいてほしかったんだ。

　だって、そのマボ新の副編集長にして、次期部長最有力候補がぼくの友人のフネだからさ。地伝も起こっていないのにフネが放課後生き生きしている理由は、デマ会と戦っているからというわけ。それにこのデマ地伝はぼくにも大きく関かかわっていた。こいつのせいで今日から一週間、正確には平日の五日間は本当に大変になるんだ。

　デマだらけのなかに一つだけ、本当の地伝があるなんて思わないよ。全く。



　そういえばデマ会は、受賞させた三つのオリジナルの噂にも辛口の選評を書いている。

『デマ新部長賞の両想おもいラブソングは、中学生の多感な男女の願望を上う手まく都市伝説に表現した点を評価したい。それに比べると他ほかの二つの噂は現実感に欠け、噂の持つ雰囲気というものが伝わりにくかったように思える。しかし、結局のところ受賞したどの噂うわさに対してもいえるのが、Ｂ級だということ。もっとスケールが大きくて、胸が高鳴るようなオリジナルリティ溢あふれる地方都市伝説を求める。よって次回は、栄えある最優秀賞に選ばれるような噂がでてくることを、審査員として切に祈ると共に、楽しみに待っています』

　第一回は最優秀賞該当作なしだったようだ。驚きのハードルの高さである。

　ただ、地伝を解決する運命を背負ったぼくからこの選評を書いた誰だれかさんに一言。「本家本元の地伝も現実感のないＢ級なものだから、これでいいんじゃないか」って伝えてあげたい。



　放課後の教室で、ぼくはのんびりと机のなかを整理していた。馬ば鹿かな男子がデマ地伝のことを話しながら教室をでていく。「もう、トンネルで闇やみ雲くもに短距離走するのとかマジ勘弁だぜ」とかなんとか。「もう」ってことは『変身トンネル』を試し済みらしい。やっぱりデマ地伝は暇ひまで馬鹿な男子中学生の味方。ずっと置きっぱなしだったデマ新も持ち帰ることにしよう。第一回創作デマ地伝の発表特大号。顔を横にして机の奥をさらに目視。化粧板の水平線の向こうにコトリが見える。目があう。コトリはまわりの女の子達たちと短い言葉をいくつか交わして、輪を抜けてくる。軽やかな足取りでぼくのもとへ。整理は終了ってことでいいや。

「春はる男おくん。一緒に帰れなくて、残念だよっ」

「これから演劇部の練習だよね」

　ぼくとコトリが二人っきりで話している光景を、女の子達は特に気にもしなくなっている。美少女とギャルゴ。美女と野獣よりミスマッチに思うのは、ぼくの卑下だろうか。

「うん。春男くんは、このあとは帰るの？」

「ああ。あ、でも隣のクラスの草そう一いちと桑くわ島しまと遊ぶ約束してるんだ」

「ふふっ。仲いいんだね。いつのまに桑島くんとも仲よくなったの？」

「うん、まあ、その、いろいろあってさ」

　ほんといろいろあった。実は自販機の地伝が解決したあと、草一が高校生に目をつけられるきっかけとなった本屋に三人でいった。目的はマンガ本を盗んでしまった本屋に草一が謝りにいきたいからというもの。桑島とぼくには本屋の外まで付き添ってほしいと草一に頼まれた。小さな声だったけど、強い意志を感じた。ぼくと桑島はもちろんついていった。断る理由なんてないよね。本屋に一人で向かう草一。店舗まえのガードレールで見送って、草一がでてくるのを待つ。店のおやじは必死に謝る草一に免じて、学校にも警察にもいわないでいてくれた。そして、それ以来、桑島とも結構いい友達だ。

「ねえ、春男くんって、男の子の友達はとっても多いのに女の子と話すことないよね？」

　のんきに回想しているぼくに、コトリの質問。そういえばいつのまにか教室に女の子達はいなくなっている。コトリと二人きりなんだと妙に意識。なんか焦る。

「う、うん、そうだね」

「なんでだろうね」

　語尾が一人言のようにぼくとコトリの間に落ちた。別にぼくに問いかけたわけではなさそう。きっとコトリはまだギャルゴというあだ名の呪のろわれた運命について、認識が甘いのだ。ギャルゲーゴッドなどと呼ばれる男子生徒が、人並みに幸せな学校生活を享受するには、今世紀ではまだ早すぎるのだ。来世紀まで残すところ早くも九十ウン年。

「でもでもね、なんかうれしいな」

　ぼくの心境とは裏腹にコトリの声には笑いが混じっている。ぼくにとってはうれしくもなんともない。困惑しながら、言葉の続きを待つと……きた。不意打ち注意のコトリの爆弾発言。

「だって、うれしいよ……そ、その、ね。春はる男おくんが、学校でおしゃべりする女の子が私だけなんだなーって。その、こんなこといったら、春男くん、嫌かもしれないけど、えーとね。なんか私一人が春男くんを独占できてるみたいでっ……その、とってもうれしいな」

　自分でいっておきながら、コトリは頬ほおを糖度13％以上の青あお森もり産のリンゴみたいに紅潮させ、俯うつむいてしまう。ぼくとしてもコトリの言葉の意味を考え、言葉の裏の意味を考え、言葉の裏の裏の裏の裏の……意味を考えていたため、声がでない。コトリはぼくを独占契約しているからね、とかつまらないことでもいいから軽口を叩たたけ。そう思うのだが、口こう角かくの筋肉群が麻ま痺ひしている。「あ、あの、あの」でてくるのはそんな言葉ばかり。

　コトリが顔を上げて、勇気を振り絞るみたいに両手を胸のまえに抱えていう。

「あっ、あのね」

　まるで二人して「あの」という名前の人を呼び合っているみたいだ。

　ぎこちない沈黙を破るようにコトリが早口でいう。

「あ、あの別にね。春男くんが他ほかの女の子と話しているのがイヤってわけじゃないのっ。あっ、でもでもね……私と一番おしゃべりしてほしいなって思うけど……あっ、ゴメン。なんか変なこといってるねっ。こ、困っちゃうなっ」

　困るのは、ぼくのほうだといいたい。コトリの言葉の意味を考えることに必死。ぼくは笑みしか浮かべられない。そのままさっきの帰りのＨＲ中みたく、コトリと見つめあった。視線があっていると、不思議と無言でも気まずさがない。居心地のいい視線。

　これで当分「あの」しかいえなくなってしまったぼくは、つぎの言葉を考える。焦らずにね。



　ようやく「あの」以外を喋しやべることができるようになったぼくが、部活に向かうコトリとお別れをする。

　地方都市伝説解決メンバーで、ぼくに好意を寄せてくれる稀き少しような存在であるドーベルマンのかま子こ（メス３歳）は今日も校門で待ってくれているのだろう。ぼくは急いで教室をでた。そこで遊ぶ約束をしていた草そう一いちと桑くわ島しまが廊下の奥から歩いてくるのが見えた。

「よう、田た中なか。元気してる？　ちなみに俺おれは元気だぜ」

　ケータイメールの書きだしの定型句のような桑くわ島しまの第一声。無難な挨あい拶さつというのを知らない美男子だ。

「おまえが元気かどうかは気にしていなかったが、元気ならなによりだ。草そう一いち、帰ろうぜ」

　草一は、ぼくと桑島から少し離れたところに立っている。表情は助けを求める小動物みたい。男に保護欲をそそらせることができる唯一の男、草一。

「おい、俺おれを無視するな。今日は田た中なかにいい話を持ってきたんだぜ。もう草くさ野のには話してあるんだ。是非、一緒に頑張ろうぜ」

　なにを頑張るというのだ。視線を草一に流すと、泣き笑いのような顔で頷うなずいた。とりあえず桑島の話を聞いたほうがよさそうだ。

「いい話ってなんだ？」

「俺も田中も草野も沢山の女性と知り合いになり、一度しかない人生を、いや、青春を楽しんだほうがいいと思うんだ」

　全く、意味がわからん。

「おい、いい話の全容が見えないぞ。青春がどうしたって？」

「まや女子の女の子と友達になりたいって話だよ」

　まや女子というのは、真ま幌ぼろ市にあるお嬢様大学まやかし女子大の附属中学のことだ。市内にあるのにマボチュー男子にとっては、名前を知らない国の大使館なみに縁遠い場所。

「まや女子の生徒と仲よくなるためにさ、今から俺達たち三人でいくんだよ。草野の準備はオッケーだ。田中、準備はいいな？」

　どうりで草一が青くなっているわけだ。桑島のよくわからないひらめきに無理矢理つきあわされそうになっているのだからな。草一は保健室にいく準備ならよさそうに見える。

「よくねえよ。まさかこれからいくっていってる場所は、まやかし女子大学附属中学ってことか？」

「その通りだぜ」

「桑島、ただでさえテストの点や生活態度でご両親にため息をつかせているおまえだ。これ以上の親不孝はやめろ。なあ、草一は桑島の話に賛成じゃないんだろ？」

　血色を悪くしている以外、言葉ではなにも意思表示をしていない友達に問いかける。細い声で草一がいった。

「……桑島くんはね。僕のためを思ってくれているみたいなんだ」

「ん？　それ、どういうこと？」

　なんか話がややこしくなりそうな予感。すぐさま草一が答える。

「うん、僕がね……その、あまり人と話すのが上手じゃないというか、特に女の子と話すのが苦手だから、桑島くんがなんとかしようとしてくれているんだ」

「そっか、それはわかったけど。だからっていきなり女子中にいって、どうにかなるものなのか？」

　言葉の終わりは、桑島に向けていった。

　桑くわ島しまが、男を見る目の視力０・１以下の女子の顔を桃色に染めるとっておきの笑顔を見せる。

「なにごとも荒療治だよ。やってみなきゃわからないだろ。お嬢様女子中の校門で恋のハプニングが起こるかもしれないんだ。恋に見逃し三振は禁物だ。カラ振りしてもいいから、チャンスにバットを振らなきゃ、そうだろ田た中なか」

　よくわからない桑島の恋の持論。しかもなぜ突然、野球にたとえだしたのだろう？　荒療治なんていう言葉を知っていたことは誉ほめてやりたいが。

「それによ。これは田中のためでもあるんだぞ」

　桑島が、自信満々にぼくの顔に指をさす。少し不快だ。

「どこらへんがぼくのためなんだよ？」

「知ってるか田中。おまえ、変なあだ名をつけられているぞ。確かギャルゲットゴッド、略してギャルゴって呼ばれているんだぞ」

　ギャルゲットゴッドってなんだよ。訂正するのもめんどくさいので「はい左様ですか」と気のない返事をしておく。桑島はぼくがいかに女子に人気がないかを、視聴率が低くて打ち切りになったテレビ番組を残念がるような口調で喋しやべり続ける。かなり不快だ。

　数分後、ぼくの悪口のような話が終わった。

「おい、喧けん嘩かを売ってるのか。ぼくの悪口はもういい」

「なにいってんだよ。今田中がどういう状況におかれてるか確認しただけじゃないか。ギャルゴ田中春はる男お。うん？　略すとギャル男おだな。ちょっとカッコよくねぇ」

「そんな呼び方でぼくを呼ぶな」

　桑島はわざとらしく咳せき払ばらいをして、足し算が得意な小学校低学年みたいな顔をしていう。

「ようは田中は、ギャルゴというあだ名が浸透してない場所なら、普通にモテるんじゃないかと思ってさ。どうだ、草くさ野のもそう思うだろ？」

「う、うん。僕もギャルゴくんはカッコイイと思うから、桑島くんのいうこと一理あると思うよ」

　ぼくも草そう一いちも桑島の異様なテンションと、辣らつ腕わんセールスマンのような押しの強さに冷静な判断力を一時的に失ったのだと思う。

　だって、このあと本当に三人でまや女子にいくことになったのだから。

　ところでお嬢様中学にいったあと、どうやってまや女子の生徒とお近づきになる算段なのか桑島に尋ねるのを忘れていた。

　まさか、草一の荒療治といえども、校門の前でナンパするとかいいださないよね桑島。



　ぼくは校門で待つかま子こと一いつ旦たん家に帰り、私服に着替えて草一の家に向かうことになった。ということで、いつも通りのかま子と二人っきりの下校。

　話題は早朝にコトリから渡された次回公演の台本のこと。ぼくはこの日の昼休みに一通り読んでみた。せっかくコトリが渡してくれた台本。いち早く読みたかったんだ。話題にできるようにしっかり物語を覚えた。現金な暗記力。

　リュックから台本をだして、並んで歩くかま子こにストーリーを聞かせてみせる。拙つたない話し手のぼく。でも賢いかま子はところどころで頷うなずきながら、尻尾しつぽを揺らす。

「それでね。コトリはこの悲恋物語のヒロインであるお姫様役を、狙ねらってるんだ。きっとコトリなら着物を着たお姫様似合うと思うんだよな。かま子はどう思う？」

　尻尾の揺れ幅が、心なしか穏やかになっている気がする。

「……ワ、ン」

　小さくてぎこちない鳴き声。ぼくは気にせず、話し続ける。

「この台本『恋れん哀あい』のヒロインは、声をだせないんだけどさ。健けな気げで純情で一いち途ずでかわいいお姫様なんだよね。まさに外見だけじゃなく、内面もコトリに近い気がするなー、なんて思っちゃうんだ。ははっ、なあかま子、どう思う？」

　いつのまにか、かま子の尻尾の揺れが収まっていた。確か尻尾を真まっ直すぐ垂らし、微動だにさせないのはかま子が怒っている時の特徴だと、記憶していた。あれ？　ぼくはなにか怒らせることしたっけ？

「あ、あの、かま子」

　ぼくは困惑しながら、温度を感じさせないファーマフラーのように下がったかま子の尻尾を眺めた。並んで歩いていたかま子の身体からだがつぎの瞬間に半回転。バスケットボールのように弾んでぼくのほうを向く。

「ワァーン!!」

　住宅街に響く、ドーベルマンの叫び。かま子はぼくが持っていた台本に噛かみつく。突然のことにぼくは驚きながら、引き千切られる台本を咥くわえて駆けていくかま子の逞たくましいうしろ姿を眺めた。

「なんでかま子怒ってるの？」

　もうかま子には聞こえないだろうが、たまらず呟つぶやいた。

　ぼくの右手には、台本の残ざん骸がい。ちょうど声のだせないお姫様と、町人の男との心中シーンが書いてある最終幕の数ページだけがある。あれ、まだなにかある。

　ああ、とぼくは思いだした。デマ地伝というものがあって、噂うわさが広がっているんだよという話もしようと、デマ会の新聞も台本と一緒に取りだしたんだった。

　ぼくは切れ端を持ったまま、家に向かう。

　今の気持ちを擬音三文字で表しなさいといわれたら、トホホと答えるだろう。

　擬音四文字で表しなさいといわれたら、トホホホと答えるだろう。



　私服に着替えて、草そう一いちの家に着いた。

　制服姿より私服でバシッと決めていこうぜという桑くわ島しまのアイディアだ。というより、マボチューの制服のままでまや女子にいくのは、いろいろまずそうな気がするし。

　バシッとっていった時点で、桑島はスーツでも着てくるんじゃないかとヒヤヒヤしたがカジュアルな装いだったので安心した。桑くわ島しまもＴＰＯはわかるようだ。

　ぼくはというと、ボーダーのカットソーに秋口に最適の薄めのキルティングのベスト、下はいつもの少し太めのシルエットのデニムだ。足下はコンバースのオールスターのＨＩカット。汚れのついていない真っ白い星。お小遣いで服を買う気はあまりないので、母さんセレクションのジャスコ秋モデルだ。隣町にあるジャスコは真ま幌ぼろ市主婦の買い物の聖域なんだ。



　まや女子の校門前に到着。

　陣取る場所は下校していく生徒が眺められる街路樹の間。下校のピーク時間は過ぎているようで、ぱらぱらと校門をでていく女生徒の姿が見える。ぼく達たち三人は不審者に見られることはないと思うが、好青年にも見られはしないだろう。そして恐れていたことが起きた。桑島が考えた、お嬢様とお近づきになる作戦はずばりナンパだった。ぼくと草そう一いちの間に、諦あきらめのムードが流れだす。

「おい田た中なか、草くさ野の」

　桑島が背中にかけたメッセンジャーバッグからコンビニ袋に入った缶を二つだす。一つはぼくに。もう一つは草一に。とりあえず質問。

「なんだこれ？」

「田中、読めないのか？　ラベルに書いてあるだろ？　フレグランスボディスプレーだよ」

　英単語のペンシルは読めないくせに、ボディスプレーに描かかれた英語表記は読めるようだ。続けて聞いた。

「これ、なんのために？」

「これから女の子達と出会うんだぜ。もちろん、いい匂においをつけておくのは礼儀だろ？　躍動感のあるベルガモットシトラスの香りらしいから、だいじょぶだ」

　なにがだいじょぶなのかわからないが、桑島にいわれるままに自分の身体からだにスプレーを噴射した。完全に桑島のペースに毒されていたというしかない。

「草一のも、ボディスプレーなのか？」

　草一の持ってる缶は形状が大分違うようだ。桑島に聞いたが、草一が答える。

「いや、僕のは、えーと、酸素缶って書いてあるよ」

「酸素缶？　おい、桑島。ぼく達は女の子に出会った直後に呼吸困難にでもなるのか？」

「ちげーよ。その酸素缶の効能を読んでみろ」

　効能・リラックス。

　ぼくと草一が、缶の表記文を確認し終わったのを見計らったように桑島がいう。

「草野も田中も緊張してるんじゃないかと思ってな。俺おれからのプレゼントだ。酸素缶から高濃度の酸素を吸って、さっさとリラックスしろよ。女の子達がみんな下校しちまうぞ」

　桑島のペースに巻き込まれ中のぼくと草一。まや女子の校門が望める木陰にて、酸素が目一杯充じゆう填てんされている缶でリラックス効果のある空気を吸引していく。ぼくは別にまや女子の女の子と親しくなりたいと思っていないのだが、なぜに街路樹の陰で酸素缶を吸引することになったのか？　原因は何処いずこ？

「田た中なか、草くさ野の、恋のハプニングはすぐそこまできてるぞ。楽しくなってきたぜ」

　原因はこいつだ。桑くわ島しまと一緒にいると、ほんと調子が狂う。

　ぼくは、桑島に巻き込まれたもう一人の友人を見た。草そう一いちはこれから女の子とおしゃべりするであろう未来を夢見ながら、わずかたりとも酸素を逃すまいと懸命に吸引口から酸素を吸っていた。桑島が叫ぶ。

「く、草野。一度に吸う量は二秒分だぞ。小分けしろ」

　噎むせながら、木に寄りかかる草一。

　リラックスへの道はほど遠い。



　桑島はお手本を見せてやると、下校してくる女の子のなかに、爽さわやかな笑みを湛たたえながら歩み寄っていく。無計画。血迷ったとしか思えない。

　依然校門が見える木陰に陣取り。ぼくと草一は肩を寄せ合って、桑島を見届ける。

「ギャルゴくん。僕ナンパする人を見るの人生ではじめてだよ。なんかこっちが緊張するね」

　ナンパをしようとする桑島の背中を、肩を震わせながら眺める草一。ぼくは、忘れてはいけないことを確認しておく。

「草一、もし桑島が全然相手にされてない感じだったら、その時は……」

「……うん」

　ぼくは足下のコンバースを見た。早く走れそうな気がしてくるお気に入りのスニーカー。

　桑島を置いて逃げるなら、タイミング的には今がバッチリだ。



　桑島は、初対面の女の子に好意を持ってもらうことに関して、スタンディングオベーションで讃たたえてあげたいくらいの巧者であった。

　深窓の令嬢のごとき女生徒達たちが、桑島を中心に微笑ほほえんでいる。ナンパ成功の気配。桑島がお手本を見せてやるといってから、わずか三分後の快挙だ。女の子達の表情は親友に見せるような警戒心の解けた笑顔で、桑島と肩を並べて歩いてくる。桑島はまや女子の校門を背に、ぼく達のほうへ。誇らしげなウインク。なんて頼りになるやつだ。

　ただ一つ、誤算があった。

　桑島の容姿が大変優れていることに伴って、大変目立つということを忘れていたのだ。しかも校門まえでナンパという目立つ行為を堂々とおこなっているのだ。

　お嬢様学校の校舎からでてきたジャージ姿のおやじが、血相を変えて桑島の後方から走ってきている。

「草一、あのジャージのおやじさ。わかりやすいくらい体育教師にしか見えないんだけど」

「ギャルゴくん、僕もそう思うよ。あのさ、やっぱり女子中のまえでナンパなんかしていたら、そりゃ学校の先生飛びだしてきちゃうよね」

「ぼくさ。クラスでもそんなに足速くないんだ」

「ギャルゴくん、僕も速くないよ」

「桑くわ島しまって、たしか結構足速かったよな」

「うん、桑島くんは速いよ」

「じゃあ、やつはだいじょぶだな」

　ぼくと草そう一いちはつぎの瞬間に、ジャージの中年の存在に気づかず笑顔を振りまく美男子を置き去りにして、木陰から住宅街にダッシュした。

　桑島よ、どうかご無事でと祈りながら。



　大きな交差点を二つ三つ曲がる。息が上がりそう。でも走り続ける。草一とはどこかではぐれてしまった。無事に逃げおおせられたことを祈る。

　見慣れない景色。新興住宅地みたいに新しい家々の海。確かここらへんは真ま幌ぼろ市内のまやかし町という住所だったはず。地方都市のなかの些さ細さいな格差。最低賃金のバイトにもなかなかありつけないあやかし町などの昔からある町と、真幌市内のデートスポット雑誌に軒並み紹介されている娯楽施設や飲食店が集まる新しい町まやかし。ちなみにあやかし町に最近できた娯楽施設といえば、あやかし健康ランドくらいだ。一応温泉が湧わきでているんだぜ。以上あやかし町自慢終了。

　ぼくはマンションの建設予定地の立て看板が掲げられ、ロープの張られた空き地でもうだいじょぶだろうと、小走りになりながらうしろを振り返った。ジャージのおやじはいない。ただ予想外のものが目に飛びこんでくる。

　ぼくを追っかけてきている人影。後方ほんの十数メートル。

　さっき校門で見た制服。まや女子のお嬢様。顔は見えない。距離が離れているからじゃない。追跡者のお嬢様の顔面には、キャッチャーマスクが装着されているのだ。

　本能の力って偉大だよね。逃げなきゃやばいって警告のサイレンが頭で鳴り響く。

　再び走りだして、もう一度振り返り見る揺れた視界のなか、追跡者と視線がぶつかる。マスクの奥の瞳ひとみは、粉々に砕いたガラスみたい。物理的圧力を感じる鋭い眼光。ランニングをしているだけにはとても見えない。

　うん？　右手になにか持っている。

　長い棒のようなもの。気のせいか、その棒がつっぱり棒に見える。

　室内に洗濯物を干す際に重宝する伸縮と固定を主な働きにしているあの棒のことだ。

　追跡者の人となりや、ぼくを追いかける意図がまるでわからず、どこまで続くかわからない中長距離走が始まった。逃げおおせられる確率は、かま子こに追いかけられるよりかは、高いと思う。ぼくはフレグランスボディスプレーの躍動感のある香りを漂わせながら疾走する。匂においだけじゃなく、躍動感溢あふれる走りで逃げる。



　結果からいう……逃げおおせられなかった。

　十月下旬の肌寒い風のなか、熱弁をふるっている最中のフネのように発汗しながら走り、振り返る。まだ10メートル近くうしろにキャッチャーマスク娘（とりあえずの呼称。他ほかに特徴がないので呼びようがない）。一応安全圏。顔をまえに戻した。

　その時、不意に足下に衝撃。ぼくのくるぶしを強打したそれを見て、驚いた。

　つっぱり棒だった。横に流した視線で確認する。追跡者の手に握られた棒。太さは変わっていないが、長さはいつのまにか電柱ほどもある。ぼくの身体からだは完全にバランスを失っていた。

　地面に上体から倒れ込む。すぐさま姿勢を起こし、立て膝ひざの状態で追跡者のほうに身体を開く。長い棒がみるみるうちにキャッチャーマスク娘の手のなかで縮んでいった。そのさまは、従来のつっぱり棒を縮める動作というより、まるで映画やドラマのなかの西さい遊ゆう記きの如によ意い棒ぼうみたいだった。自由自在に伸縮する棒。

　つっぱり棒なんだから、伸びて当然といわれてしまうかもしれないが、どこの世界に壁間10メートル対応のつっぱり棒をつくるメーカーがあるのだ。

　ぼくは息が完全に上がってる。地面に腰を降ろす。もう逃げる気力なんてなかった。つっぱり棒を持ったお嬢様が一歩一歩迫ってくる。そういえば顔が見えないから女の子かどうか確証はないが、まさか女装癖のあるスタイルのいい男子ということはないだろう。それでは、救いのない変態が眼前にいるということになる。

　まあ、つっぱり棒を携帯して、キャッチャーマスクを装着している時点で、関かかわりあいになりたくない変態にしか見えないんだけどね。

　ぼくのまえでこちらを見下ろす仁王立ちの娘。友好的な雰囲気はこれっぽっちもない。

　今度は逆に１メートル弱ほどに縮んだつっぱり棒をぼくの鼻先に突きつける。無言。なんかいってくれよ。だから、ぼくのほうから声をかけた。

「お嬢様。つっぱり棒で人を殴ってはいけませぬと教育係が申しております」

　困った時の軽口。沈黙。余計困る。ぼくは気まずい空気が漂うその場で仕方なく、ハハッと笑って見せるしかなかった。やっぱり、ぼくを冷たい瞳ひとみで見下ろすつっぱり棒使い（とりあえずの呼称。他にも特徴が多すぎてなんて呼べばいいやら）にいいたい。

　会話をするか立ち去るかどっちかにしてくれ。



　マンション建設予定地の雑草茂る空き地で向かいあったまま、永遠にも近い気まずさの五分間。ぼくの汗がすっかり冷えた頃ころ、つっぱり棒使いがいう。

「あなた軟弱だね。もうバテたの？」

　いらだちが混じったような口調。声は不機嫌そのものでも、凜とした少女の響き。

「ぼくは、きみと徒競走の勝負をしたつもりはないんだけど」

「あなたの友達さ、まや女子のまえでナンパみたいなことしてたでしょ？」

　機嫌が悪そうだが、砕けた口調の少女。

「やつは他人だ。ぼくは関係ない」

「つまらない嘘うそいわないで。別にナンパしてたかどうかなんてどうでもいいの。あたしはあなたが田た中なか春はる男おだってことが重要なの」

　驚き。住宅街を、キャッチャーマスクを着けてつっぱり棒を持って走りまわる少女に知りあいはいないはずだ。

「なんで、名前知ってるんだ？」

　目のまえの少女はなにやら考えているような間。その時になってはじめて少女の顔をまじまじと見た。キャッチャーマスク越しに見える瞳ひとみはコトリみたいな大きな瞳。でも、真ん丸な瞳のコトリとは対照的に、少女のは新型のＢＭＷクーペのフォルムみたいに流線的な切れ長の目。瞳のなかに敵意の炎が揺れてる。少女が凜とした声でいった。

「……あなたが、真ま魅み先生の孫だからよ」



　一瞬、誰だれの孫といわれたのかわからなくなった。

「……真魅先生って？　ばあちゃんのことか？」

　目前のまやかし町に出没する不審者然としている少女の口から、ばあちゃんの名前がでたことには驚いた。

「そうよ」

　短い言葉にも敵意がこもってる。ヨーロッパ在住のアジア人モデルみたいな形のいい切れ長の瞳には相変わらずの炎。出火原因は依然不明。

「なんで、ぼくがばあちゃんの孫だってことを――」

　知ってるんだよと続けようとしたら、つっぱり棒使いのうしろから、息を切らせて桑くわ島しまと草そう一いちが駆けてくる。スタートの遅れた桑島も逃げ切ったのだろう。女子中内に男性フェロモンを撒まき散らかしているであろうジャージおやじから。

　逃げ切ったことを確信している桑島の顔は、一晩煮込んだカレーみたいなとろける笑み。ランニングがおそらく苦手な草一は、苦しそうな顔で肩を大きく上下させて走ってきていたが、ぼくを見つけると微笑ほほえんだ。桑島も草一もつっぱり棒を持った少女に気付いていなかったようだ。

　目のまえの少女が、ぼくにだけ聞こえる声でいった。

「じゃあね、物干し少年。またね」

　つっぱり棒使いは、背中に目でもあるかのように背後からくる桑島と草一の存在を察して、反対方向に逃げた。向かい合っていたぼくの横を風のようにすり抜けて。

　振り返り、その背中にたまらず叫ぶ。

「おい、なんでぼくを――」

　物干し少年って呼ぶんだよと問いかけたかったが、桑島と草一の耳があってはそんなこと聞けない。



「さんざんだぜ。でもさ、校門近くじゃなくて、学校から離れた通学路を歩いている子達たちだったら、いけるんじゃないかな？」

　適当に入ったファーストフード店で桑くわ島しまがさっそく反省会をしている。つっぱり棒使いについては桑島も草そう一いちも話題を振ってこない。助かる。多分背中しか見えていなかっただろうから、ぼくと関係のある人だとは思わなかったのだろう。そんなわけでぼくはさっきのつっぱり棒使いのことを考えている。

　どうして、ぼくのおばあちゃんが宝ほう明めい院いん真ま魅みだと知っているんだ？

　なぜ、ぼくを物干し少年って呼ぶんだ？

　ぼくが物干し竿ざおで地伝を解決してまわっているということも知っているのか？

　クエスチョンマークでいっぱい。

「でもさ。まや女子のお嬢様はかわいい子が多かったな」

　桑島の弾んだ声が、店内のＢＧＭと一緒に耳の表面を掠かすって流れていった。

「もうやめようよ。僕、こんなに逃げるのもうヤダよ」

「なにいってんだよ。草くさ野のと田た中なかはずるいよな。俺おれをおいてソッコー逃げたしな。おまえらが木陰から走ってく姿見て、これはなんかあるなとうしろ見たら、メッチャダッシュしてくる教師がいるんだぜ。俺のほうが何倍もピンチだったんだからな。それに草野、もうヤダなんていっていたら、いつまでたっても女の子との楽しい会話が弾む素敵な青春は送れないぞ。今のままじゃ、中学校生活が田中みたいな微妙な感じで終わっちゃうぜ。それでいいのか？」

　桑島の草一への説教が続いている。店内のＪ－｜ＰＯＰの有線が、ＡメロからＡサビに入ってＢメロになるまでの間より長い。途中ぼくへの悪口がやんわりと入っていた気がするが、気にしないことにする。

「……桑島くんがそこまでいってくれるなら、なんとか、頑張りたいと思うけどさ」

「そうだ、よくいった。まず女の子をまえにしても、リラックスして会話ができるよう特訓しよう。酸素缶買ってこなきゃな」

　自己啓発セミナーの受講生と講師のようになっている草一と桑島。酸素缶を再度購入するというのをぼくは止めなくていいのだろうか？　一応気になるとこだけは聞いておく。

「おい、特訓ってなにをするんだ？」

「田中、おまえ星座は何座だ？」

　噛かみ合わない会話。桑島頼むから質問に答えてから、質問してくれ。

「水みず瓶がめ座だ。文句あるか」

「じゃあ血液型は？」

「Ｏ型だ。文句あるか」

「オッケ、Ｏ型で水瓶座ね。名字も顔も血液型も星座もありふれた感じで地味なやつだな」

「全国のＯ型で水瓶座の人に謝れ」

　桑島はぼくの言葉を全く聞いてない素振り。ケータイでどこかのサイトに接続している。少し感心した。義務教育の授業内容からは完全に迷子となっている桑島ですら、現代的ツールは一応使えるようだ。よかった。中学生なのにらくらくフォンをつかっていたら、涙ぐんでしまったかもしれない。

「えーと。外出先で思わぬトラブル。でもそれが運命の出で逢あいになるかも。だってよ」

「おい、なんの話だ？」

　桑くわ島しまがケータイから顔を上げる。

「バカだな田た中なか。星座占いだよ」

　桑島に馬ば鹿かといわれると、他ほかの人にいわれるより数倍腹が立つという噂うわさは嘘うそのようだ。実際は控えめにいっても十数倍は腹が立つ。

「どうして女の子をまえにしても、リラックスして会話できるようになる特訓の話から、星座占いになるんだ？」

「それはあれだよ。まず、女の子に何座か聞いて、今日の占い結果を教えてあげればさ、感謝されるだけじゃなくて会話が弾むからだぜ」

　呆あきれた。このファーストフード店のメニューにマグロの目玉がないか探したくなる。確かマグロの目玉には、脳の活性化を促すＤＨＡが大量に含まれているはずだ。至急桑島に摂取させてあげたい。

「それはちょっと……違うんじゃないかな」

　閉口するぼくの代わりに、草そう一いちが遠慮がちながらもいった。当然の反応だ。しかし桑島は、二階窓際席のカウンターチェアを勢いよく半回転させ、自信漲みなぎる声でいった。

「違わないぜ。だって、さっきまや女子で俺おれについてきてくれた女の子達たちに最初に話しかけたのだって、君達何座？　だし。これで掴つかみオッケーよ」

　人は平等ではない。喫煙席からの煙が禁煙席にまで漂ってくる換気の悪い店で、ぼくと草一はそのことを改めて思い知らされた。

　桑島マサヤ。多少のおかしな言動は目を瞑つぶって許せてしまえるくらい、女性から好感を持たれる美男子。

　このあとぼくと草一は、女の子はいかに占いが好きかという、かなり間違っている気がしないでもない桑島の持論を聞くことになった。なんでも桑島は話題を豊富にするために、毎朝めざましテレビの今日の占いカウントダウンを見てから、登校しているそうだ。そのため、連日遅刻スレスレ。

　そんなに占いを大事だと思っている中学生男子がいることを、フジテレビに投書してやりたい。きっと、ムーンプリンセス妃ひ弥み子こは喜んでくれることだろう。



　西洋占星術を信じているが、物干し竿ざお占いはあまり信じられないという桑島と、占い全般にさして興味のない草一と別れたあと帰宅。部屋に戻ると、地伝解決メンバーで部屋に住んでいる身長20センチのお色気ドールのエリアスにこのことを相談したくなった。

　つっぱり棒を持った少女に出会った。ぼくが真ま魅みばあちゃんの孫だと知っている。しかも、物干し少年といっていた。全身ライダースーツに身を包み、物干し竿を持って、町中を歩いていた姿を目撃されたのかな？　もしかして、ぼくが物干し竿ざおを持って地伝と戦うことをもう知っているということなのか。わかんねー。こんな感じで伝えた。桑くわ島しまの強引さに負けたとはいえ、まや女子にナンパ目的でいったとはもちろんいわなかった。

「ふーん、なんだろうね。でも今は、なにも地伝の噂うわさがないんだし。そのつっぱり棒を持った子は、ただの不審者じゃないの」

　エリアスは机の端に座り、足をぶらぶらさせている。地伝解決のため、時折名案を生みだすエリアスもまだなんとも判断できないようだ。そりゃそうだ。エリアスは実際、つっぱり棒を持った少女に会っていないんだし。

「ねえ、ところで春はる男お。気になったことがあるんだけど」

　シャワーのように流れる金色の髪に手て櫛ぐしを入れるエリアス。もしかして、もうなにかわかったのだろうか。

「なんだい？」

「どうして、まやかし町になんかいったの？」

　偶然通りかかりました。通学路で迷子になりまして。どっちのいい訳も通用する気がしない。

「えーと、あ、あのねえ」

　情けないほどなにも浮かばないぼく。結局、まや女子にいった件がバレてしまった。



「もう、わたしというものがありながらお嬢様中学なんかにいって。春男のバカ」

「すみません」

　平身低頭。自分に非がある時、素直に謝れることは尊い。

「やっぱり、春男にもっとあれを見せてないとダメなのかな？」

　エリアスが含みのある口調。語尾を楽しげに上げる。機嫌は悪くはないようだ。

「あれってなんだい？」

　エリアスは机の上で毎度お馴な染じみの日々の研究であるセクシーグラビアの悩殺ポーズをとりながら、誘うような声でいう。

「春男はもっと見なきゃいけないのよ。エリアスちゃんの艶あで姿すがたを」

「……艶姿なんて言葉どこで覚えたんだよ」

　エリアスは机のマウンテンに目をやる。積み上げられた雑誌の山の八合目付近。月刊セイジュンのバックナンバーを指さす。

「セイジュンの夏の特別企画『三者面談、お嬢様のお母様は着物の着付けの先生。艶姿スペシャル』ってとこで覚えたのよ」

　かま子こが怖くて月刊セイジュンを最近は買えていないが、お嬢様水着グラビアの宝庫であるはずの雑誌なのに、夏の特別企画に熟女の艶姿特集をするなんてセイジュンの編集部は方向性を見失っているのだろう。廃刊は近いかもしれない。

　不安材料の山積した雑誌のいく末を案じているぼく。エリアスはかまわずポーズを繰り出す。机の上でぼくに対して斜め45度に身体からだを向けるエリアス。上体だけ捩ねじりながら、胸の下に腕をまわす。口を半開きにして、寝て起きたばかりのように重たげなまぶた。なにかをねだるような瞳ひとみ。

「ねえ、どう？　艶なまめかしいかな？」

　色っぽい顔とアホっぽい顔は紙一重だ。エリアス渾こん身しんの表情は一対九でアホの圧勝。

　ぼくは機嫌を伺うように小さく頷うなずくと、エリアスは調子に乗ってくる。半開きの口からいたずらっぽく舌をだして唇の膨らみに添える。〇対十でアホの完勝。

「春はる男お、どう？　ムラムラする？」

　ぼくは今の気持ちを正直にいうことにした。

「ムラムラというより、イライラするよ」

　同居人と仲よくやっていく秘ひ訣けつは、我慢しないこと。相手の嫌なところはちゃんといってあげたほうがいい。

「なによイライラって、欲求不満でイラついているってこと？　もう困った子ね。春男は」

　グラビア撮影のためにワイキキビーチにやってきたデビューしたてのアイドルみたいな突き抜けるような笑顔。両腕で寄せられる胸の大きな膨らみ。身体の芯しんが溶けてしまったかのようにくねる身体。

「ねえ、わたしで発散する？」

　カモのように上向きの唇。その唇に添えられた指。残念なことに形のいい口からでてくる言葉は、酔っぱらったおやじの誘い文句よりも直接的で、下品だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　同居人と仲よくやっていく秘ひ訣けつは、適度に我慢をすることだと考えを改めた初冬（十月の季語）の日。



　夕食は相変わらず仕事で帰りが遅い父さんを除いた三人で「いただきます」。晩ご飯の献立にニンジンがなかったため、自己嫌悪に見まわれることなく無事「ごちそうさま」。二十一世紀最初の暴君こと実妹ナナコの皿から、ニンジンがぼくの皿へ速射砲のように放たれるのを、ちゃんと注意できないのは兄として不ふ甲が斐いないと再認識させられるからだ。

　隠語を収録した電子辞書を発売してほしいと願うエリアス。

　世の中の男は全すべて自分のいいなりにできると思っている七歳児ナナコ。

　やきもちを焼かせたら、ヤキを入れるわよと獰どう猛もうな犬歯を覗のぞかせるかま子こ。

　ギャルゴと呼ばれるぼくを、視界にも入れたくないとするマボチューの女子達たち。

　というわけで、ぼくのまわりには、やさしくてほんとに女の子らしさを兼ね備えた娘など、ただ一人を除いてはいないのだ。ただ一人とは慈愛と女性美を兼ね備えたコトリ。

　女性が絶対的に強い我が家から抜けだして、買い物にでかけた。ただ外出先でも一人にはなれず、エリアスと一緒に。

　向かう場所は真ま幌ぼろ市ホームセンター『サンデー大工』。悲しいまでのネーミングセンスのなさに、地方出身者ではないかたは頼むからツッコミを入れないでくれ。また、地方出身者のかたは過度な同情はしないでくれ。ぼくもまえから気づいていたんだ。この地方都市真幌市は、どこか町全体がなんとなくダサイと。

　つっぱり棒を持った少女にまた襲われる可能性がある。だから対抗できるように学校に携帯できるくらい短い物干し竿ざおはないかと探しにいく。

　つっぱり棒を持っていきなり人に襲いかかってくる少女。

　やはり、ぼくのまわりには、か弱い女の子など存在しないのだ。

　女々しい男を見たことはあるが、女々しい女など見たことがない。



　通行人に姿を見られるわけにはいかないので、大きめのフロントポケットのついたパーカーにエリアスを入れて、話しながら向かう。親カンガルーのポケットにいる子カンガルーみたい。家から徒歩十分強。日が沈んだ夜七時頃ごろに到着。サンデー大工の店舗の三倍は大きな駐車場の車の数はまばらだった。夜間照明さえあればサッカーができそう。

　さっそく物干し竿コーナーへ。自販機の地伝を解決しようと奔走していた頃に何度か利用しているから、すっかり馴な染じみだ。

　めったに客なんかいない物干し竿売り場。今日も貸し切りかと思っていたら、先客がいた。その客があまりにこの売り場に似つかわしくない風体だったから、思わず見とれてしまう。売り場に人がいるのを確認したエリアスは、不意に姿を見られることがないよう、ポケットの奥に潜っていった。ぼくのお腹なかがエリアスの体温で暖まる。

　先客のうしろ姿は、今日の放課後に見たお嬢様中学まや女子のデザイン。髪の毛を左右に結ったスタイル。表情が見えなくても、背中から真剣に商品を選んでいる様子が見て取れる。洋菓子店のショーウィンドウに並んだケーキを眺める少女のような雰囲気。

　さあ、ぼくも物干し竿ざおを買わないと。

　売り場に近づくと、お嬢様が手に取ってしげしげと見つめているのが物干し竿ではなく、つっぱり棒であることがわかった。

　ホームセンターのつっぱり棒売り場にお嬢様。似合わない組み合わせ。

　ぼくの視線を感じたのか、お嬢様の顔が手元のつっぱり棒からこちらに向く気配。普段のぼくだったら、見つめたままにせず、視線を逸そらしたはずだ。でもなんか、お嬢様とつっぱり棒という組み合わせが妙に引っかかっていた。

　ぼくとお嬢様の顔が向き合った。なにかに退屈しているような印象を受けるが、流線的で大きな瞳ひとみ。すっと通った鼻び梁りように、形のいい赤い唇。肌は洗顔フォームのＣＭにでているティーンのアイドルみたいにきめ細かい。音楽室でピアノでも弾いているのが似合いそうなお嬢様っぽい顔。

　お互い無言のまま見つめ合っていた。なぜか視線を逃すタイミングを失っていた。すると彼女は口を「あ」の形にして、表情を強こわばらせる。穏やかに佇たたずんでいたまぶたが、視力検査で要メガネと診断されないために必死になる女学生のように細められた。睨にらむ眼光。ちなみにぼくの顔にランドルト環式視力検査表は貼はられていない。

「なんでここに？　まさかあたしのことつけてきたとかじゃないよね？」

　初対面と思おぼしき女性にいきなりのストーカー容疑をかけられる。ぼくの顔はそんなに不審者に見えるのだろうか？　傷心した。たまらず声をかける。

「ちょっと待ってくれ。きみのことなんて知らないよ。ただ物干し竿を買いにきただけだ」

「えっ、物干し竿？　あっ、そういうこと」

　どこか納得した様子。ぼくは全く納得できない。ポケットのなかのエリアスが、身体からだを密着させているぼくだけがわかるくらい震えるように動く。ぼくが誰だれかと話し始めたことで少し驚いているようだ。エリアスは黙って聞いてるからというように、パーカーのポケットのお腹なか側がわの生地を掴つかむ。

「そういうことってどういうこと？」

「うるさいわね。もういいったらいいの。あたしにかまわないで」

　きりりとした瞳のなかに、苛いら立だちの色。あれっ、この特徴的な瞳を見たことがある。っていうかこの不機嫌に尖とがった声を聞いたことがある。

「つかぬことをお聞きしますが、もしかして、さっきつっぱり棒を持ってぼくを追っかけてきた人ですか？」

　いってる自分が恥ずかしくなるような馬ば鹿かな質問。でも、正解だったようだ。超極太ポールを腕に抱えた少女の表情は、いたずらが親に見つかった幼児のようにばつが悪いものに変わったのだから。

「な、なにいってるのよ。バカじゃないの。どこにそんな根拠があるの？　だってさっきのあたしはキャッチャーマスクしてたから、あなたはあたしの素顔知らないはずでしょ？　あっ！」

　墓穴を掘るという慣用句の実用例のようなことをいう少女。最後の「あっ！」は自分で正体をバラしてしまったことに気づいた声だった。ぼくを睨にらんだまま、少女が言葉を繋つなぐ。

「……誘導尋問なんてずるいよ。卑ひ怯きようだよ」

　ぼくは物腰も柔らかく、尋ねただけだ。誘導なんてしちゃいない。

「なんでぼくに襲いかかってきたんだ？　まや女子のまえでナンパをしていた不届き者の友人だからという理由じゃないんだろ。ぼくのことを物干し少年といってたしな。しかも、ぼくが真ま魅みばあちゃんの孫だって知ってるみたいだし」

「……物干し少年っていった理由は簡単よ」

「どうして？」

　少女の瞳ひとみのなかの敵意の炎が目映まばゆく燃える。消火活動は手遅れのようだ。

「それはあなたが、物干し竿ざおで地方都市伝説を解決しているからよ。当然じゃない」

　物干し少年と呼ばれたからには、竿さおを持って町を歩いていたのがバレていたのだと覚悟はしていた。やっぱり地伝を解決してまわっていることまで知られてたんだな。ポケットのなかのエリアスは静かにぼくと少女のやりとりを聞いている。きっと驚いているだろう。

　ぼくは、売り場を見み廻まわした。客の姿も店員の姿もない。他人に聞かれていい部類の話ではない。警戒中。

「きみはいったい誰だれなんだ？」

「あなたは、あたしのことも知らないし、真魅先生のことも全然知らないのね」

「きみのことを知らないのは認めるけど……ばあちゃんのことを知らないってどういうことだよ？」

「……いいわ。話してあげる」

　特価品のプラスチック製ゴミ箱を逆さにして、座る少女。小さな耳のうしろから鎖骨にかけて伸びるツインテール。やわらかい質感の毛先とじゃれあうように細い指の先でクルクルと巻く。パスタとフォークみたい。彼女の癖なのかもしれない。長い話が始まりそうだった。店員も客も来る気配は全くない。

「まずあたしのことだけど、名前はライム……聞いたことある？　っていっても知らないか。あたしは物干し竿占いの宝ほう明めい院いん真魅先生の唯一の弟子だったの。えーとね、あれはあたしがまだ小学一年生の頃ころ。だから今から七年まえかな。あたしはある地方都市伝説の被害者だったの。そのあたしを救ってくれたのが真魅先生。それは七歳のあたしにとって忘れもしない出で逢あいだったの」

　これがテレビドラマだったら、情感たっぷりのライムの声にあわせた静かなＢＧＭが流れるのだろうけど、現実はホームセンターの店内。コンクリートブロックや角材という単語が随所に登場するサンデー大工のテーマ曲が流れてる。歌っているのは真ま幌ぼろ市出身のヒップホップユニット。つっぱり棒からうまい棒まで売ってるぜぇ～綿棒黒綿棒抗菌綿棒お買い得イエー。ヒップホップの名付け親アフリカ・バンバータに対する冒ぼう涜とくのような韻の踏みかただ。っていうより韻を踏み損なってる。

「知らなかったよ。ばあちゃんに弟子がいたなんて……ライム、その地伝の被害者だったっていうのはどういう――」

「まあ、あたしが救われた話は今はいいの」

　ライムは、嫌なことを思いだしたというように顔のまえで手を振った。ディスカウントショップ「ドン・キホーテ」のテーマ曲より耳障りなサンデー大工のテーマ曲が終わったところで、ライムが話を続けようと大きく息を吐いた。洗濯ばさみに刈り込みばさみ～そして高枝きりばさみ～ほしいものに板ばさみイエーイ。終わったと思ったサンデー大工のテーマ曲が再びかかり始める。どうやらエンドレスのようだ。ライムは真ま魅みばあちゃんのことを思いだしたのか、目の端を濡ぬらしながら、静かにいう。変なＢＧＭさえかかってなかったら、ぼくもばあちゃんのことを思いだして涙ぐんだかもしれない。

「弟子はとらないという真魅先生に無理をいって、あたしは弟子入りしたの。あなたは、真魅先生が地伝の存在と戦っていたことは知ってるわよね。でもそれも真魅先生が亡くなられてから、知ったんでしょ？　あたしは、真魅先生が地伝の元凶となるものと戦っていた姿を見たことがあるの。あなたはないでしょ？　真魅先生は人知れずこの町を救っていた。そのことを知っていたのはあたしだけだったもの……あたしは、孫のあなたなんかよりずっと、真魅先生のことを知ってるのよ」

　ライムの話は続く。彼女は制服からキーリングをだした。そこから、一つのキーを外して投げて寄越す。車の鍵かぎみたいだな。

「それ、バイクの鍵。真魅先生が噂そん長ちようとの一戦に向かう直前に、あたしに渡してくれたの。この鍵で真魅先生が乗っていたハーレーのエンジンをかけると、自分のなかの隠れた能力を目覚めさせることができるのよ。能力覚かく醒せいの鍵なの。使用できるのは一回だけ。真魅先生はこの鍵を孫であるあなたに渡してほしいとあたしに頼んだの……悔しかったわ……とっても。なんでそれを、地伝のことなんてなにも知らないあなたに渡さなくちゃいけないの。だって、だってね、あたしは真魅先生を殺した噂長が憎いの。あたしこそが跡を継いで地方都市伝説を解決する役目を担うはずなのに。なんであなたなんかがでてくるの？　あたしはあなたに鍵を渡すことができなかったわ。渡してしまったら、あたしと地伝とのつながりはもうなくなってしまうと思ったから。新しい噂うわさが広まってから、あなたに渡すつもりだったわ。でもダルマの噂が流れても決心ができなくて、なかなか渡しにはいけなかった。そしたら、あなたは自然に自分のなかの能力に目覚めて、地伝を解決してしまったじゃない？　悔しかった。惨みじめだった。あっさり地伝を解決してしまうあなたがいることであたしは惨めだったの。自然に能力が目覚めない時のための、強制的に能力開花の力を持つこの鍵の役目はもうなくなったことを知ったわ。だから、真魅先生のバイクが保管してある場所。あなたの家の車庫に勝手に侵入したの。結構まえかな。まるでコソ泥みたいでちょっとドキドキしたけど、あの時のあたしはそんなことを気にしてる場合じゃなかった。そして、鍵かぎを使ってみた。でも、あたしには地方都市伝説の元凶となるものを倒す力はもともとなかったみたい。それはそうよね。そんな特別な力をみんながみんな持ってるわけなんてない。真ま魅み先生やあなたが持っている力を手に入れることはできなかったわ……でもね」

　長い独白。ライムは、売り物のカーテンレール用の細いつっぱり棒を掴つかむと、力を込めるように握った。危ないくらい真剣な眼まな差ざしをつっぱり棒に向ける。そのまま「でもね」の続きを話し始める。ライムは噂そん長ちようの存在についても、もう知っているんだな。

「よく見ててね」

　右手のつっぱり棒が、ホームセンターの高い天井につきそうなほど伸びた。今日の夕方の追跡劇以来二度目の如によ意い棒ぼう。かかった時間なんてワンセグケータイのアンテナを伸ばすのと変わらないくらい。一般客や店員が気づくまえにその棒は、伸びた時と同じ速さで元通りのサイズに戻される。思わず拍手してしまった。つっぱり棒イリュージョン。ポケットのなかに潜っていて見られなかっただろうエリアスに、あとで伝えなくては。

「あたしが手に入れることができた能力はこれ。つっぱり棒を思い通りに伸縮できるってこと。あのね。明後日あさつての朝五時にこのホームセンターの店舗裏のトラック搬入口にきて。絶対きて」

　ＰＣのシャーシ用クーリングファンの微風でもなびきそうな髪を、指の先でいじりながらの命令口調。デートの誘いって感じでは全くない。久々にぼくは声をだす。

「おい、待ってくれよ。なんだってそんな早い時間に？」

　ライムは、頬ほおをみるみる紅潮させる。はじめて見せる恥ずかしそうな顔。

「あ、あたしんち。そ、その、門限が夜の七時半なの。明後日の朝はソフトボール部の朝練がないから都合がいいのよ。なにさ。文句でもあるの？」

　まだ何もいってないじゃないか。

「とにかくあたしはあなたのことを、真魅先生の跡を継いで、地伝を解決する者だと認めてないから。あなたは物干し竿ざおで地伝の元凶となるものを叩たたくと、成仏させることができる能力があるんだろうけど。体力なんかあたしよりも遙はるかに劣っているじゃない。あたしはつっぱり棒で戦う特訓も密ひそかにしてるんだからね。人に見られないように気をつけながらしてるんだからね。とにかく明後日、物干し竿対つっぱり棒で戦いましょ」

　ソフトボール部員は、そこまで話すと涙のひいたすっきりした顔を見せた。右手で頬をこすると、ゴミ箱から立ち上がる。つっぱり棒を何本か掴んでレジカウンターに向かって歩きだす。背中に声をかけようとしたら、向こうが立ち止まって振り返った。二つに結った髪がかま子この尻尾しつぽのように揺れる。

「あのね。今日の放課後こそ、あなたの学校までいこうかと思っていたら、まや女子の校門まえででくわすし。あなたをボコボコにできる使いやすいつっぱり棒をホームセンターに探しにくれば、こうして会えるし。これって運命って気がするわ。あなたとあたしの地方都市伝説に関かかわってしまった者の……運命」

　怖いくらい真剣な口調でライムの口からでた「運命」。誰だれかが大おお真ま面じ目めに運命なんて言葉をいったのをはじめて聞いた。店内のＢＧＭをサンデー大工のテーマからベートーヴェンの交響曲第五番に変えてほしいくらいだ。桑くわ島しまが教えてくれた占いを不意に思いだした。

『外出先で思わぬトラブル。でもそれが運命の出で逢あいになるかも』

　語尾に「かも」をつけて、断定していない占いのくせに思いっきり当たったのだろう。

　ただ物干し竿ざおとつっぱり棒売り場の狭はざ間ま。徳用の便座カバーがワゴンで大安売りされているという少々ロマンチックさに欠ける場所ではあったが。

　好戦的なお嬢様は最後にもう一度、ぼくを驚かせた。

「あなたなら、このジュースに秘められた地伝の力を消し去ることができるんでしょ。自販は成仏しても、これにはまだ力が残っているみたいなの。なんとかして」

　胸元に投げられた白いなにか。見るとそれはこのまえ解決した最強になれるジュースと同じ真っ白い缶だった。ぼくが缶の存在に驚いているのに満足するようにライムは去った。「戦うのが楽しみだわ」と強い視線を残して。コブラに睨にらまれたニホンアマガエルぐらいにぼくは縮こまって、その背中を見送る。門限まであと二十分弱。彼女の家はどこかわからないが、急いで帰らなきゃいけないのには違いないだろう。

　自販の噂うわさが広まってすぐ、フネのようにライムは町中の自販機を調べていたようだ。そして草そう一いちが買うよりも先に見つけた。ただつっぱり棒で殴っても、その白い缶も、販売していた自販機も地伝の力はなくならなかった。そういうことだろう。

　とりあえず、明後日あさつての早朝に、物干し竿使い対つっぱり棒使いの異種格闘技戦がマッチメイクされてしまった。

　突如現れた真ま魅みばあちゃんの弟子。新事実が告げられる時はいつだって、こっちの動揺や葛かつ藤とうを無視して、どっかの誰かにどんどん語られてしまう。ライムがいなくなった売り場で、彼女が話してくれた一語一語を思いだして呆ぼう然ぜんとしてしまった。本当に驚くことを聞いた時は、リアクションが売りのひな壇芸人みたいに瞬発力よく反応なんてできない。まず放心して、呆ほうけた表情の周回遅れで感情が固まりになってやってくる。ポケットのなかのエリアスも同じだったようだ。

　ぼくの家は、門限なんてほとんどないようなものだから、このあとエリアスとライムのことを落ち着いた場所で話しあいたいと思い、店をあとにした。物干し竿を選んでいる場合ではなかった。結局、この売り場には最後まで客や従業員はこなかった。市立図書館のスポーツ新聞閲覧コーナーより、冗談抜きで静かだ。



　ホームセンターから帰宅。帰り道、エリアスも静かになにかを考えているようだった。

　部屋に戻るまえに、ぼくとエリアスはばあちゃんのバイクが眠る車庫に寄った。マイカーのない我が家にとって、この車庫はばあちゃん専用だった。今は大きな物置として活躍中。輝くようなシルバーのバイクカバーを外す。ぼんやりとバイクを眺めてから、鍵かぎを差してみる。特別な思い入れのある特別な鍵かぎであっても、びっくりするほどすんなり入る。けど、まわしはしなかった。

　ぼくのまわりにいる人でバイクに乗るのは、ばあちゃんだけだったな。

　思春期感傷中。エンジンキーをまわさなくたって、ドラゴンのうなり声のようなエンジン音を今も忘れてはいない……つもり。

　ハーレーダビッドソン。ばあちゃんは、実際の発音は「デイヴィッドソン」だと、教えてくれた。あんなに綺き麗れいに英語の発音ができるオーバーシックスティーを、ぼくはばあちゃんしか知らない。

　ぼくはサラブレッドの背中のように力強いハーレーのシートを眺めながら、やっぱりここにこなければよかったかなと思った。ばあちゃんの思い出は涙るい腺せんにこたえる。

「春はる男お、部屋に戻ろう。ねえ」

　ぼくの気持ちを悟ったかのようなエリアスの言葉。ポケットのなかから顔だけだしている。車庫内のわずかな明かりに輝く金色の髪の間にやさしい瞳ひとみ。

「明後日あさつて、あのつっぱり棒娘ライムを倒さなきゃね。地伝を解決するのはわたし達たちなんだから。さあ、作戦練りましょう。かま子こにも伝えなきゃね」

　エリアスの体温をパーカー越しのお腹なかに感じたまま、ぼくはいった。

「いや、ごめん、ぼくだけでいってくる。作戦もいいよ」

「なによ。どういうこと？」

「ライムは、本気で真ま魅みばあちゃんの跡を継いで地伝を解決していきたいと願っている子なんだと思う。ぼくにはエリアスやかま子という素敵な仲間がいるけどさ、彼女は一人ぼっちで地伝と戦おうとしているんだ。だからライムとの戦いに仲間を連れていったら、それはずるいことだと思うんだ。わかるだろエリアス」

「……わかんないよ。なによ、春男はライムと今日会ったばかりなのに、なんでそんなにあの子のこと知ってるみたいにいうの？」

　エリアスの視線を感じながら、ぼくはハーレーを見ていった。

「なあエリアス。ぼくはさ、ばあちゃんのことを好きだった人間がぼくの知らないところにもいたことがわかって、とてもうれしかった。きっとライムが納得して、地伝を解決する役目をぼくに認めてくれるようになるには、一人で戦うしかないと思うんだよ。だから、真魅ばあちゃんがいなくなったあと、ずっと一人ぼっちだったみたいな彼女を、ぼくは一人で倒さなきゃいけない。そうじゃないかと思うんだ」

「なによそれ。わたしとかま子は出番なしなの？」

「今回だけすまん」

「もう、わかったわよ。もー」

　語尾の「もー」は、全然納得なんかしてない響きだった。



　それから風ふ呂ろに入った。さっぱりしたあとは部屋で寝るまでエリアスとのフリートーク。

　ライムとの一件でへそを曲げたエリアスの機嫌回復のため、二人で恋愛シミュレーションゲームをすることにした。ギャルゲーのこととなると押しが強い草そう一いちに半ば無理矢理貸された代物。なんでも明日までにレビューを聞きたいとのこと。厳しい宿題。間に合いそうもなかったら、アマゾンのカスタマーレビューから適当に見繕ってしまおう。

「絶対、上級者コースにいくべきだって。カッコイイとこアピールしなきゃ」

　膝ひざ上うえ３センチのミニスカートを翻して、机の上のエリアスは画面のなかの選択肢を指さす。身長20センチのエリアスにしてみれば、膝上３センチは超ミニ丈だ。

「いや、待てよ。彼女も主人公もスノーボードはほとんどしたことがないんだ。初心者コースが無難じゃないか」

　恋愛シミュレーションゲームの毎度お馴な染じみのどこか冴さえない主人公が、学校の行事で白銀の世界スキー場へ。マボチューの冬の行事といえば、校長の親しん戚せきが経営をしている板金塗装の工場見学。現実の学校は、いつもギャルゲーのなかの学校に負ける。

　ゲームの主人公は自由時間に同級生の女の子から一緒に滑ろうと誘われる。何かが起こる予感。サウンドは主人公の高鳴る気持ちを表したようなアップテンポ。選択肢すら表示されず二人っきりでクラスの輪から抜けだした。リフトの乗車口の列に並ぶ二人。友達以上恋人未満の二人は、背中の痒かゆいところに届きそうで届かないまごの手みたいな会話のやりとりを繰り返す。そんなテキストをじっくり眺めるエリアスは、目をランランと輝かせている。エリアスの好物は流行のファッション（主にセクシーなランジェリー）と、ラストにどっちかが死んだりしないラブストーリーだ。

　そして、テキストを進めていき、やっと表示された選択肢が『上級者コース』にいくか、『初心者コース』にいくかの二択だったのだ。

　恋愛シミュレーションゲームの神様の称号を得ているぼくも、実はエリアスのいう通り上級者コースを選んだほうがドラマチックな展開が待っていると半ば確信していた。でも、エリアスと選択肢のたびにわざとでも意見を変えて、こっちがいいだのあっちがいいだのといいあうのが実はかなり面白いのだ。案の定エリアスが面白いことをいう。

「このバカ。恋に無難なんかないわ。あるのはチャレンジよ。恋愛のジャンルの奥には隠されたアドベンチャーがあるんだからね」

　なんかわかったようなわかんないようなエリアスの話を、うんうんと笑顔で頷うなずき「りょーかい、冒険開始だ」と、ぼくは『上級者コース』を選んだ。

「春はる男お、素直じゃないの。いい子いい子してあげるわよ？」

「そんなのいるか」

　エリアスは自分の意見が通ったので満足げの表情。ぼくも同じ考えだったとはいわない。

「キャッ！　痛っ」とテレビからの音声。弾むようにかわいい声。確か草一の好きな声優。

　ゲーム画面のなかの同級生の女の子が転倒しまい、足を痛そうにさすっている。二人がリフトから上級者コースに降り立った頃ころには、穏やかな天候がいきなり一転、吹雪き始めていたのだ。唐突な悪天候。

「やっぱり、ドラマチックな展開きたわね」

　心底うれしそうな声。恋における急展開はエリアスにとってはご馳ち走そうだ。

「あんなに晴れていた雪山が、リフトに乗ってる間に吹雪になるってのは強引な気もするけどな。しかもリフトから降りる時に足を挫くじくっていうのも不自然な気がするな」

「春はる男おバカなこといわないでよ。恋の展開はいつも強引で不自然なの」

　知ったような口をきく。これが実体験じゃなく、マンガやドラマや映画で恋愛を研究してでてきた言葉だからすごい。エリアスは自称ロマンスの博士号。恋愛から無縁に近いぼくには、エリアスの意見が信しん憑ぴよう性せいのあるものに聞こえてくるから、実に残念だ。

　テキストをわずかばかり進めると、再び選択肢が表示される。

『彼女をおんぶする』と『彼女をお姫様抱っこする』の二択。

　しばし画面とにらめっこ。エリアスが踊るように両手を振って、真まっ直すぐな声でいった。

「お姫様抱っこでいきましょ」

「そりゃないよ。どこの世界に、雪山で足を挫いた子に肩を貸すでもおんぶするでもなく、お姫様抱っこで下山するやつがいるんだよ」

　さっきみたいにわざと意見を変えているのではない。本心からの言葉。

「なによ。だって、恋は盲目なのよ。目薬差しても霞かすんだまま、ブルーベリー飲んでもよくならないわ。お姫様抱っこほど二人だけの恋の世界に没入できるものはないわ。決断しなさい春男」

　なにが「恋は盲目、ブルーベリー飲んでもよくならない」だ。助手のいないロマンスの博士号に、ぼくはムキになっていう。

「いや、おんぶだ。ここは無難なほうを選ぼう」

　ぼくの意見にエリアスは、頬ほおを膨らます。花びらのようなスカートをなびかせて、机からぼくの肩にひとっ飛び。首にエリアスの蹴けりがクリティカルヒット。痛がるぼくの手元のコントローラーで勝手に決定してしまう。『彼女をお姫様抱っこする』をチョイス。

「くぅー痛いなエリアス。強引すぎるぞ」

「もう忘れたの？　さっき、いったばかりでしょ。恋愛も恋愛シミュレーションゲームも強引が肝心よ」

　なんのこっちゃ。画面のなかでは、テキストが流れていく。

「えっ、嘘うそ」

　エリアスの沈んだ声。お姫様抱っこをしながら下山していた主人公は足を滑らし、二人は雪山の傾斜を転がった。小規模な雪崩みたい。往年のギャグマンガのようにでっかい雪ゆき玉だまになって、級友達たちと一般のスキー客で賑にぎわう麓ふもとを転がり抜ける。最後はスキー場のログハウス調のレストランに激突して止まった。主人公は衝突死することはなかったが、命を失わなかった代わりに同級生の女の子からの好感度を失った。大幅下落。

『恋はシュプールのように一瞬だけその姿を見せて、消えた』と、ゲームのなかのテキストに表示された。少し臭い。

「おいエリアス。ダメだったじゃないか、お姫様抱っこなんか」

　ぼくがそういうと、エリアスは机の上にいつのまにか戻っていた。ゲーム画面には興味をなくしたみたい。ベッドがわりのフェイスタオルの上で気け怠だるそうに横になりながら、呟つぶやいた。小さな声のなかに大きな不満が混ざってる。

「お姫様抱っこはダメなんかじゃないもん」

　語尾に「もん」をつけるエリアスが珍しかった。選択肢としてダメだったじゃないかとさらに責める気はなかったので黙っていたら、エリアスは身体からだごとこちらに振り返る。

「……なによ。いいじゃない。わたしはお姫様抱っこがされたいの！」

　口をアヒルのように尖とがらせる。タオルの上で寝そべったままのエリアスを、ぼくは両手に抱きあげた。そのまま自分の胸のまえまで両手を引き寄せる。

「な、なにしてるのよ？」

「どうだ。お姫様抱っこしてあげたぞ」

　エリアスは不服げな顔。不機嫌が体全体から発せられている。責めるような瞳ひとみ。

「春はる男お、ラクそう」

「なにが？」

「ぜんぜん、重くなさそう」

「いや、重くはないけど」

　そりゃそうだ。なんていったってエリアスの体重は、任にん天てん堂どうのＷｉｉリモコンと大して変わらない。

「それじゃ、ダメだわ」

「なんで？」

「実は女の子っていっても、もちろん体重はどんな子でもそれなりにあるから、男の人は本当は腕が痛くてつらいんだけど、好きな人だから自然と微笑ほほえんでしまっているような、そんなお姫様抱っこがいいの」

　ややこしい注文だ。ぼくの両手のなかで仰あお向むけのまま、エリアスが長い金髪を指でいじりながら、もう一度今度は淋さびしい調子でいった。

「お姫様抱っこいいな」

　このあとのぼくの言葉は、不適切発言として各方面から批判を受けてしかるべきものだった。

「じゃあ、太ってみたらどうだいエリアス」

　エリアスが呆あきれたような顔で睨にらむ。ぼくの手のなかで仰向けに寝そべっていた身体が反転。うつぶせになる。そして、ぼくの中指の腹を思いっきり噛かんだ。

　痛みを感じつつ思う。こんな無神経なことをポロッといってしまうから、ぼくは女の子にモテないのだろう。

　テレビから間抜けなゲームミュージックが流れていた。ヒロインの好感度を下げた主人公と、エリアスを怒らせてしまったぼくにはぴったりのＢＧＭ。



    

  
    
      


二日目　着物女現る！





　翌日。水圧がとびっきり弱いシャワーみたいな雨が朝から降っている。擬音でいうと、サーサーとザーザーの中間ってとこ。それでもコトリと一緒の登校で、ぼくの心は夏の快晴だ。いい気分のまま教室に到着。コトリとぼくが揃そろって教室に入ってくることにクラスメイト達たちは今となってはいつもの光景として受け入れている。人間の環境適応能力は偉大だ。清すが々すがしい朝。ただ自分の席に着くなり、嫌な予感が走る。

　朝のＨＲまえのこの時間にフネが書籍を開いているからだ。

　それが週刊アスキーや月刊アスキーなら、今日も平和な滑りだしを意味しているのだが、フネが開いていたのは、大判の住宅地図。

　これが意味することは一つ。なにか地伝が起こったと考えるのが自然だろう。

　ぼくはフネになにが噂うわさされ始めているのか聞こうとしたら、フネのほうから身体からだをうしろに向けて、「おお、ギャルゴ」と唸うなった。声変わりするまえから、少年っぽい響きを微み塵じんも含まない声。フネと似たような声を築つき地じ市場の早朝のセリのそこかしこで聞くことができる。

「ついさっき、まあ、今朝のことなんだけどよ。校門で着物姿の女性に『田た中なか春はる男お様はどういうお方ですか？』って訊きかれたぞ。なんか心当たりあるか？」

「え、なんだそれ？」

　フネの唸り声のボリュームが大きいせいだろう。教室にいた男子の数人が、ぼくの机のまわりに集まってくる。「着物姿の女性を俺おれも見た！」「ギャルゴのこと聞いてきたよ」目撃談が寄せられる。

　で、それらの話をまとめる。どうやら今朝、生徒玄関が開いたばかりの早い時間のマボチューの校門に、着物姿の女性が現れた。その女性はぼくのことを聞きまわっていたというのだ。質問内容は『田中春男様はどういうお方ですか？』というものらしい。しかも一言も話さないという。うちのクラスで着物女を目撃したという男子数人の目撃談は以上で一致している。ぼくとコトリが待ち合わせ場所である小お田だ橋ばしに向かっていた時間にマボチューの校門にいた着物女。校門にいたのは五分くらいだそうだ。生徒が多く登校してくる時間には、いつのまにか姿を消していたらしい。

　やっぱり全く心当たりなんてない。机に群がった男子の一人がいう。

「誰だれかがギャルゴの素性を調べようと、探偵事務所を雇ったんじゃないのか？」

「馬ば鹿かだな、探偵は着物姿で仕事をしねーだろう」

　別の誰かがごもっともなことをツッコむ。それで男子の輪は、ゆるい笑いに包まれる。

　ぼくは気になったことを聞いた。

「なあ、着物を着ていたのはわかったけど、顔とかはどんな女性だったんだ？」

　フネを含めない連中の表情に変化。どいつもこいつもうっとりとした視線を中空に漂わせて、炭酸の抜けたコーラのような間の抜けた甘い声で呟つぶやく。

「美しいという言葉の意味をはじめて教えてもらった気がする。あの人はまさしく春の優しさと秋の静けさを秘めた女性だった」

　冗談みたいに、男子どもの声が重なる。気持ちの悪い合唱。指揮者はどいつだ？

「はあ、花のように綺き麗れいな人だったな」

「ああ、月のように穏やかな佇たたずまいだったぜ」

「うん、海のように深い瞳ひとみをしていた」

　クラスの男子どもを軒並み出来の悪い詩人に変えてしまうほど、容姿の整った女性がぼくのことを熱心に訊きいていたということだけ、よくわかった。

　真夏手前の防火用水のボウフラのようにぼくの机に湧わく男子どもに、不本意ながら、もう一つ気になることがあって訊いてみた。

「その春の優しさと秋の静けさを秘めた女性。うーん呼ぶの長いな。で、その人にぼくをどんな人だと話したんだ？」

　今度はフネも含めた連中の表情に再度変化。どいつもこいつも意志のしっかりした目をして、寸分も迷いのない声でいいやがった。

「神様です。恋愛シミュレーションゲームの」と。



　昼休み。演劇部の部室にいっていたコトリが、午後の授業が始まるまで、まだ充分に時間がある頃ころに教室に戻ってきた。いつものコトリは昼休み中いっぱい、部室で発声と柔軟や一人で台本読みをするのが日課なのに。なんとなく気になった。だから、席に着いたコトリのもとへ話しかけにいく。

「なんかあったの？」

　コトリが俯うつむきがちの顔を上げる。大きな瞳のなかに揺れる真剣な色。萎しぼんだ声でいう。

「……あのね。春はる男おくんに相談なんだけどね。部室から突然なくなっちゃったの、それなのに戻ってきたりするみたいなの」

　主語がない。新しいなぞなぞだろうか。

　部室から突然なくなって、それなのに戻ってきたりするみたいなものなーんだ？

　幽霊部員というところだろうか。我ながら単純な解答。自信を持って答えようかと思い、コトリを見る。そこには悲劇のヒロインを演じている最中のような思い詰めた顔。どきりとしてなにもいえなくなってしまった。

　無言になってしまった間を埋めるようにコトリがいう。

「部室のね。衣装ケースから、衣装が何着かなくなってるの。昨日の部活終了後は絶対あったのになくなっていたの。それでこんな手紙があったの」

　コトリがおずおずと一枚の紙切れをだす。ぼくは受け取る。コピー用紙のような無地。

『衣装をお借りします。今晩返しにきます』

　たった、それだけのメッセージ。でも書いてある内容より、文字に驚いた。まるで誘拐ものの安いドラマに登場するような新聞の切り抜きでつくられた手紙。

「コトリ、これは？」

「衣装ケースの上に置いてあったのっ。実際はね、その手紙を見つけてから、衣装がなくなっていることに気づいたの。こんなことはじめてだよぉ」

「衣装がなくなったことは、他ほかの部員も知ってるの？」

「うん、部室にねっ、先輩さんも後輩さんも何人かいたから。なんでこんなことになっちゃうんだろう」

　首をかしげるコトリ。生まれてすぐに割れてしまうシャボン玉のように儚はかない響きの声。

「春はる男おくん、それでお願いがあるんだけどね」

「おう、なんでもいってくれ」

「ふふっ、ありがとうね。えーとね」

「うん。あ、コトリそのまえに首をかしげたままだよ」

　ぼくは倒されたままのコトリの頭のてっぺん近くを支えて、撫なでるようにして、頭を戻した。

「ありがとうぉ。なんか悩んじゃうと、うーんって頭を傾けちゃって、いつのまにかそのままってことあるよね。私は普通の人よりそういうこと多いみたいなのぉ。春男くん、今度からも気づいたら、直してね」

　一度首をかしげたら、どのタイミングで戻していいかわからなくなってしまうほどの天然のコトリ。普通の人は一度もそういう状況にはならないだろう。ただ、ここでツッコミを入れる気はさらさらない。ぼくがいうべき言葉はこれ。

「お、おう。直すよ任しといて」

　胸を張った。コトリが首をかしげた際は元に戻すという役目の責任者に喜び勇んで就任。どこからも文句はいわせないつもり。

「ふふっ。春男くんって頼りになるー。あ、それでね。衣装の話の続きだけどね。部室の多目的室はね、今日は一限目からお昼までずっと授業につかわれていなかったみたいなの。だから、朝に演劇部顧問の新しん藤どう先生が鍵かぎをしたらしいの。さっき職員室で聞いたんだけどぉ。それが朝八時くらいっていってたの」

　演劇部の部室は校舎三階。導きだされるのは、単純な犯行時刻。

「ってことは、昨日の部活が終わった時間から今朝新藤先生が施錠する午前八時までの間に、衣装は持ち去られ、ご丁寧にも手紙が添えられたということか」

　わかりきったことをあえて声にして、早くも推理できる余地がつきた。コトリと二人、困った顔で見つめ合う。

「……ねえ、今日の夜。七時くらいかな。春男くん予定あったりするぅ？」

「ううん、ないよ」

「部活が終わったあと、一緒に部室内に隠れて見張ってもらえないかな？　衣装を持ってった人は返しにくるって手紙に書いてるし。なんで衣装が必要なのか聞かなきゃ。もしかして、ものすごく演劇に興味があるのに恥ずかしくて入部できない子かもしれないしっ」

　照れ屋で入部もできない生徒が部活終了後の部室から、衣装を勝手に持っていったりなんかしないだろう。しかも使用目的がわからない。でも、そんな些さ細さいなことは犯人を捕まえてから聞けばいい。

　コトリに頼られた男としてはやる気十分。物干し竿ざおをつかわないトラブルだって、解決できるってことを、きみに見せてあげるよ。



　放課後。生徒玄関をでたぼくを、真っ白なシーツを濡ぬらして一面に広げたような雨空がお出迎え。運動部は室内練習のようだ。グラウンドから威勢のいい声は聞こえない。校門から地伝の解決メンバーとして欠かすことのできない特攻隊長と下校。大飛び走法のかま子こといえば周知のことだろう。

「雨の日は迎えにこなくてもいいんだよ。身体からだが濡れてるじゃないか」

　かま子は艶つやのある毛並みを捩よじるように震わす。ブルッブルッ。雨の滴を飛ばす。寒がっているふうには見えない。シャワーを浴びているように気持ちがよさそうだ。

「ワンワン」

　この二回のワンワンの意味は、「ヤダ迎えにくる」というものだろう。

　ぼくの特技は、恋愛シミュレーションゲームの攻略とかま子限定で犬のいいたいことがわかるというもの。自慢はできない。あと、物干し竿の種類に詳しいというのもあるが、同じく自慢にならない。昨日怒っていたかま子だが、もう機嫌は直っているようだ。

「ありがとね。さあ、帰ろうか」

「ワン」

　ご機嫌で歩き始めるかま子。あちこちに水みず溜たまりができていた。

　かま子の前足が楽しげに水を弾く。ただ、かま子の身体が濡れ続けているのが気になった。短い被毛がぐっしょり。ぼくの持つ傘のなかにドーベルマンを入れる方法は一つ。

　ぼくは、かま子のまえに膝ひざをつく。背中越しにいった。

「おんぶするから乗ってくれ」

「ワァーン」

　ぼくはリュックを降ろす。かま子はおそるおそる前足をぼくの背中に、それから徐々に身体を預けてくる。右手でリュックを持ち、左手でかま子のお尻しりを支えて、立ち上がった。かま子の顔がぼくの耳もとに寄りかかる。両手が塞ふさがったぼくの代わりに、かま子は前足で器用に傘の柄を掴つかむ。ぼくとかま子が仲よく傘のなかに収まった。

　大型犬と人間による共同作業というべき相合傘。おんぶ完成。

　ペットの投稿ビデオを特集するテレビ番組にこの様子をビデオに収めて、送りたいくらいだ。賞金が貰もらえそう。

「体勢つらくないか？」

　ドーベルマンをおんぶしたのは人生初。いや、人間以外をおんぶしたのが初だ。

「ワ、ワン」

「きつかったら、ちゃんと伝えてくれよ。おんぶするのやめるから」

「ワンワンッ！」

　耳元でかま子この大きな鳴き声。鼓膜が震える。ワン二回はノーという意味。

「ワァン？」

　おんぶしたまま信号をいくつか越えた頃ころ、疑問符のつくかま子のひと吠ほえ。

　鳴き声にここまで綺き麗れいにクエスチョンマークをつけられる犬を、かま子しか知らない。さすが。芸多き犬である。

「ワァン？」

　これの意味はなんとなくわかった。だから、かま子の顔を見て、いう。

「だいじょぶ、重くないよ。かま子の身体からだなんて軽い軽い」

　忘れちゃいけない。かま子はメス犬。タニザキの優秀な警備犬といえども、心は乙女だ。体重を気にしている犬もかま子しか知らない。さすが。

「……ワァ――ン」

　ぼくの肩に俯うつむいたままのかま子。生後三日の子犬が鳴いたみたいな高くて細い鳴き声。実にかわいらしかった。だからだろうか。ほんの気まぐれで意地悪をいってみた。



    

  
    
      



    

  
    
      「やっぱり、かま子この身体からだ……ちょっと重いかな」

「ワンワンッ」

　予備動作なし。かま子の犬歯が、ぼくの首筋に食いこむ。

　出血こそしなかったが、首の両サイドから食いこむ上下あごの犬歯のサンド。それは20センチのエリアスがその両腕でぼくの首を絞める力より上だ。突如としてぼくの額に浮いた冷たい汗が、あごを伝って続々とダイブしていく。肝が瞬間冷凍。ぼくは学習能力のないやつだ。昨晩エリアスにも体重のことをふざけていって、痛い目を見たばかりなのに。

「嘘うそだよ。かま子はとっても軽いよ。どこまででもおんぶできるよー」

　ナイフのように輝く犬歯のサンドは解かれる。心酔するような安あん堵ど感。おんぶ中のかま子に意地悪をいうのは、金輪際厳禁。無む闇やみに「九死に一生」を経験したくはない。

「ワァーン」

　ぼくは、背中のかま子のお尻しりをしっかりと支えながら、水みず溜たまりで大きくスキップをしてみせる。かま子の身体なんて軽いんだよっていう精一杯のアピール。ぼくのスキップにあわせて、かま子は両手に挟んだ傘の柄を上下させ、傘を旋回するように揺らす。

　ぼくは痛みを訴える首を右に向ける。そこには、かま子の満面の笑顔。乙女は機嫌を直したようだ。口がこれでもかと両りよう側がわの耳元にかけて開き、鋭くも白い歯が並び、血色のいい舌があごまで垂れ下がっていて、目は眩まぶしいものを見るように細められている。

　実にデンジャラスな笑顔だ。この感想をそのまま伝えてはいけない。今度こそ、ぼくの首根っこに、かま子の槍やりのように尖とがった犬歯が突き刺さる。沈黙は金。口は災いのもと。

　それでも、かま子の凶暴な笑みがとても好きなので、かま子にその笑顔が好きだとだけは伝えておく。それでかま子の笑顔がますます弾ける。

　実にスリルと笑いの絶えない素敵な下校だ。



　かま子といつも通りぼくの家まで向かうと困ることが一つ。ぼくが先に家に着くと当然タニザキまでかま子一人（かま子に一匹とか一頭とかいいたくないんだ）で戻らなくてはいけない。それではかま子が濡ぬれてしまうから、今日の下校はタニザキまで。着くまでにライムのことも話しておく。エリアス同様、かま子にも地伝に関係ありそうなことはなんでも話している。地伝解決メンバー特攻隊長に情報を早めに伝えておかないと、首への甘あま噛がみだけではすまないんだ。タニザキ裏口に到着。ぼくはかま子の濡れた身体を持ってたハンカチで拭ふいてあげる。かま子にレディファースト。もちろんかま子以外の女性にも紳士的振る舞いをしたいけど、あいにくどこからもそのオファーはきてないんだ。

　部屋に戻るなり、窓際の机の上にいたエリアスが振り返る。

「おかえりー春はる男お。ねえ、今日はかま子と一緒に帰ってこなかったの？」

「え、なんで？」

「だって、春男が家の玄関を開ける音がしたときに、そこに……ううん、なんでもない」

　窓の外を一瞬ちらっと見たエリアスがなにかをごまかすように笑った。なにを見たんだろう。

「あれっ、それなに？」

　エリアスの顔はみるみるうちにしかめっ面に。レーダーのような視線はぼくの顔よりも下。首のあたりに当たっている。

「……キスマーク？」

　どうやら、ドーベルマンのレディがぼくの首を甘あま噛がみした痕あとが残っているらしい。鏡を見るのが怖い。

「いや、かま子こにつけられたんだ。キスマークというより……」

　デスマークだ。はじめて死について意識させられた傷跡兼刻印なのだ。キスマークなどという心躍る桃色の内出血とは訳が違う。ただ、エリアスはぼくがかま子に噛かまれた原因などまるで聞いちゃいない。かま子をおんぶした話をするが、相づちすらも打ってくれない。

「っていう訳なんだよ。かま子と濡ぬれないように帰ってくるには相合傘しかないだろ」

　いつのまにか、ぼくの口調は説明をするニュアンスから、浮気の弁明をする男のような許しを請う調子になっている。多分エリアスの視線が名うての刀かたな鍛か冶じルーク・エインズワースの業わざ物もののように妖あやしく輝いているからだ。

「ねえ、春はる男お」

「なんだい？」

　土下座しろとでもいいかねない雰囲気が漂っている。頬ほおを膨らませたご立腹の顔。

「……わたしも、そのマークをつけてあげてもいいわよ」

　予想外の一言。とりあえず即答。

「いや遠慮しとくよ」

「なんでよ。いいからつけさせろ」

　なぜか、さらにエリアスが腹を立てている。

　エリアスは全身を使って、雑誌やマンガの単行本を机の端に積んでいく。人形における肉体労働。この行動に嫌な予感を覚える。積み重なった本の山の頂きにエリアス。ぐらつく本の端から助走。手前側がわの本の端にはなぜか二つの洗濯ばさみ。エリアスはそれをまるで跳び箱のロイター板のように踏みつけると、ジャンプ一発。

「おりゃっ」

　ぼくの首に強烈なタックル。この場にＲＡＪ日本サツカー審判協会の審判員がいれば、問答無用でレッドカードものだ。

「ごっ、ぐふぉっ、やめろ。首へのタックルは禁止だ」

　エリアスは気にせず、ぼくの首に腕をまわす。笑みの混じった声があごの下より届く。ぼくの鎖骨を足場にするのはやめてくれ。

「へへーん、かま子にだけキスマークなんてずるいよ……いっただきまーす」

「や、やめろ。ぐああー吸いつくな」

「でへへっ、吸ったりなんかしないよ。だって、わたしの唇は小さいから、そんなんじゃ痕あと残せないし……これはもう齧かじるしかないよね」

　言葉の終わりはいたずらっ子のような調子。首の薄皮にエリアスの歯で噛かみつかれる。洗濯ばさみより数段強い。

　恋する二人におけるラブパワー溢あふれる儀式の一つ。キスマーク。さぞや色っぽいシチュエーションでそのマークはつけられているんだと思ってたが、現実はいつも妄想の消費税分くらいしか甘くない。残りは世知辛いだけ。だって、20センチの人形が懸命にぼくのもみあげや襟足を掴つかんで、咀そ嚼しやく力の限りを尽くしてぼくの首の皮を噛んでいるんだから。

　当然ぼくの口からでるのは、くすぐったいような触感からくる甘い吐息ではない。

「ぐあああっ。あっ、ぐあっ！」

　ひりつくような痛覚からくる荒い吐息だ。



　机の上の鏡を見て、ため息がでた。

　右の鎖骨の上には、かま子こによる裂傷。のど仏の左には、エリアスによる内出血。

　傷口を軽く指の腹で触れる。ヒリヒリする痛み。鏡を見ながら顔を歪ゆがめるぼくに、情け容赦を少しは持ちあわせているセクシードールが介護をしてくれるようだ。机のなかから絆ばん創そう膏こうをだしている。エリアスはぼくの首筋に両手をつかって絆創膏を貼はりながら、一言。

「つぎはどこにキスマークつけようかなー」

　前言撤回。情け容赦は品切れのようだ。

　ぼくはエリアスを首から降ろそうとした。ぼくの手からおどけながら逃げるエリアス。

「キャッ。あ、もう、春はる男おのエッチ。あはっ、こっちだよ。えいっ」

　ぼくの髪の毛を掴みながら、脳天までダッシュ。毛根の悲鳴を無視しながら、やっとエリアスをとっ捕まえる。

「やーん、きつく捕まえちゃ嫌。人差し指がきつくて、おっぱいがつぶれちゃう……あっ、なにアレ？」

　ふざけた調子の声の終わりは、疑問が溶けたような低い音になった。

　ぼくの手のなかでエリアスの細く白い指が伸ばされている。ぼくはこれが罠わなのような気がした。あれはなんだとかいって、指さすほうを見た瞬間に逃げるという古典的な回避手法。ベタなアレだ。

「そんな手に引っかかるぼくじゃないぜ」

「バカ春男。いいから見て」

　窓の向こう。体重オーバーの厚い雲が下がっている空。夜の手前の薄暗い住宅街。濡ぬれた歩道。景色の端役みたいな存在感のない電線。

「どこ？」

「電柱のところよ」

　視線を下げた。そこだけ墨を垂らしたように黒い影になった電柱。その陰にサウンドノベルゲームみたいな人のシルエット。エリアスの不安げな声がする。

「あの人、なんかこっちを見てない？」

　線の細い人影。やはり細い肩。多分女性。特徴的なのはその格好。蛇の目の傘に着物姿。住宅地の暗がりにいるため、ぼくには人影がどこを見ているのか、いまいちわからない。

　そして、着物姿の人物はぼくとエリアスに背を向けて、水みず溜たまりに波紋一つ残さないかのように住宅街に消えていく。本日十月下旬の平日（仏滅）。成人式帰りの女性ではない。

「春はる男おの知りあいに着物を着るような人はいないの？」

　うん？　着物？　ハッとして気づく。

「今朝ぼくのことを、マボチューの校門で聞いてまわっていたという着物姿の女性がいたらしいんだ」

「なによそれ……うーん今の人さ」

　エリアスが含みのある声でいって、言葉を止める。

「なんだよ？」

「なんか、とっても羨うらやましそうな目をして、こっちを見ていた気がすると思って……っていっても、そこまで表情をちゃんと見れたわけじゃないから。その……なんとなくなんだけど。それに」

「うん？　それに？」

　エリアスは無人になった窓の外の雨の世界を見つめたまま、呟つぶやく。

「窓の外で少し距離が離れていたけど、今の人から地伝のオーラを感じた。ほんの少しだけど間違いないと思う」

「え？　それって、地伝の元凶となるものか？」

「わからない。どっちかだと思う。地伝には関かかわっているよ」

　エリアスのいうどっちかとは、地伝の影響を与える加害者側がわである『地伝の元凶となるもの』か、地伝の影響を受けてしまった被害者側かということ。後者だとしても、安心はできない。被害者がいるということは、加害者がいるはず。それになんの噂うわさのどんな影響がさっきの着物女にでているのか、まるでわかっていないのだから。

　ぼくは、遠くを見つめたままのエリアスの足下に視線を落とした。ぼくの小指の第一関節より小さなエリアスの足の下に、『心中した』という穏やかではない単語が見えていた。

「エリアス、ちょっといい？」

「なに？」

　ぼくはなにげなくエリアスの足下の紙片を取った。それは演劇部の次回公演用の台本『恋れん哀あい』のラストだった。最終幕よりまえの部分は、昨日かま子こに噛かみ千切られてしまったのだ。台本を掴つかむと、別の紙片がひらりと落ちた。『第一回創作デマ』と書かれた部分を残す間抜けな切れ端。かま子に噛まれたデマ新は第一回創作デマ地伝の受賞作発表の欄だけが千切れてなくなっていた。デマ新はゴミ箱に捨てる。

「なによ。演劇部の台本の切れ端なんて、今はそんなの関係ないでしょ？」

　突然、頭のなかでジェットコースターのように『恋哀』のストーリーが、駆け抜けた。

　着物姿の姫。好きな人のことをまわりの人々に聞いてまわる。好きな人を遠目から眺めている。

　気にしすぎだろうか？　さきほど窓の外にいた着物女と、今朝ぼくのことを聞いてまわっていたらしい着物の女性が同一人物なら、その行動は演劇部の台本に符合しているように思える。しかも、前回のしりとりの地伝は、まさに演劇部の台本がらみだったのだ。今回も演劇部の台本がらみで地伝が起こってもおかしくないのかも。しかも外にいた着物女は地伝に関かかわっているかどうか見極めるエリアスの力によって、なんらかの地伝の影響を受けてると判断されたんだ。

　ぼくは、エリアスに今考えたことを話した。エリアスが一つの可能性を話しはじめる。

「台本通りに行動していく着物女の地伝があると仮定して、春はる男おが狙ねらわれていたら。ってことは最後は」

　エリアスが、声を一段と低くして呻うめくように続けた。

「春男と心中しちゃうってこと？」



　まだ着物女にまつわる地伝はなにも流れていない。というよりどんな地伝も広まっていない。ぼくとエリアスはとりあえず気にするのをやめた。まさか最後に、ぼくと心中するなんていう着物女の地伝なんかないだろうと時間が経たつごとに思えてきたのだ。馬ば鹿からしいよね。きみだってそう思うだろう？　出来の悪いホラーの主人公気分終了。

　そうしたら、不思議なことに別のことが気になってきた。ぼくとエリアスが電柱の人影を見たということは、向こうからだって、窓際に立っていたぼく達たちが見えてたはず。

「なあ、エリアスが動いているところ見られたんじゃないのか？　まずいだろそれって」

「相変わらず冷静さに欠けるわね。フツーの人が見たらわたしが動いたんじゃなくて、春男がわたしの足や手を動かしていたふうに思うわよ」

「ぼくが動かしたみたいにって？　え、どういうこと？」

「しょうがないな。もう練習するわよ」

　エリアスが不満で漏らした「もう」が、頭のなかで「猛」に変換された。猛練習するわよ。聞き間違いじゃなくてもなにかの練習が始まるのは確実のようだ。

「フツーの人形のフリするから、春男は人形遊びが好きなフツーの変態のフリしてよ」

「ドール愛好家の普通の変態のフリって、どうすればいいんだよ？」

　情けない調子で呟つぶやくぼくに、エリアスがきつい言葉の応酬で教授してくれる。まえから思っていたけど、エリアスは間違いなくＳだ。もちろんソフトドリンクのサイズなんかじゃなくて、性的加虐のイニシャル。

「『はーい、エリアスちゃん今日もかわいいですね。お洋服お着替えしましょうね。脱ぎ脱ぎしますよぉ』っていってみなさい。もちろんその時にわたしの身体からだをまるで生きているみたいに動かすのよ。ハイ始め」

　エリアスのペースに完全に飲まれた。性的被虐の気がないことは、ぼくの苦痛に歪ゆがんだ顔を見てもらえれば理解して頂けると思う。しかしながら、逆らうことができないぼくはいいなりで、ドール愛好家の深遠な愛を感じさせるセリフ回しを始めた。ぎこちなく手を動かしながら。脱ぎ脱ぎしますよを棒読みでいい終えたあと、エリアスの顔は、どう見たってただの人形には思えない豊かな表情を浮かべている。喜びの感情が滴るような笑顔。

「春はる男おに力ずくで服を脱がされるなんて……心の準備しておいてよかったわ」

　エリアスの夢見るような声。ただぼくはおかげで夢から醒さめたように冷静さを取り戻す。ドール愛好家と普通のドールのフリをするのは、ぼくもエリアスもまだまだ修行が足りないようだ。もちろんそんな修行は積みたくない。



　夕食後。雨はやんでいるけど、雲の居座った夜空。学校に向う。

　演劇部の衣装を誰だれが持っていったかという謎なぞを解く。コトリとの約束だ。

　ぼくの探偵能力の見せ所。名探偵コナンは毎週観みてる。蘭らんとコナンくん（新しん一いち）のロマンスより、事件のトリックと犯人の動機に注目しているぼくだ。衣装紛失の謎を解いてみせる。じっちゃんの名にかけて。あ、これは好きだった別のアニメ。懐かしい名ゼリフ。

　それで演劇部の衣装を持ち去る輩やからの話とこれからそいつを捕まえに学校にいくことをエリアスに伝えたら、「なにそれ！　すごくいきたい！」とはしゃいだ声をだす。

「ごめんなエリアス。さすがにコトリが一緒だから」

「……もう、わかってるわよ。連れてけとかいわないから安心して。それにわたしは、そ、その観たいテレビがあるから、いいの」

　聞き分けのいいエリアス。リュックのなかに無言でいるから連れてって頼まれたら、ぼくは拒めなかったかもしれないのに。エリアスの強がりに感謝しつつ、ぼくは机の上で雑誌『ＴＶガイド』の番組欄を、無理して奏でたような鼻歌で見ているエリアスに頷うなずいた。

「ありがとな」

　雑誌に向いていたエリアスの顔が上がる。あれっ、ほっぺたを膨らまして、睨にらんでる。

「なんで、お礼なんていうのよ。コトリと二人っきりにさせてくれてありがとうって意味なの？　こら春男、さっさといっちまえ！　帰ったら結果報告してもらうからね」

　こうして、エリアスの怒声を背中に聞きながら、ぼくは部屋をでた。なぜ怒らしてしまったのだろう？

「女性の心の謎を解くことができた名探偵は、まだ一人も存在しない」と、臭いセリフが好きなきみならいうかもしれない。上う手まいことをいったと得意げになっていたら、異性にも同性にも嫌われそうだから、気をつけようぜ。お互い。

　そして、朝と同じ通学路を歩いていく。



　いつかのダルマさまの地伝以来となる夜の学校が見えてくる。

　コトリとは、学校近くのコンビニで待ち合わせ。中学生だから、あまり夜に出歩きたくはないのだが、事件のほうがこっちの都合にお構いなしでやってくる。それでも日が沈んだあとの町を野の良ら猫ねこみたいにぶらぶらしたって、警官に補導されることもない町だから、安心していいんだか。この町の警官はこち亀かめより凶悪事件に無縁だ。

「お待たせ。演劇部の練習ちゃんと頑張りましたか？」

　体操のお兄さんみたいな口調でいった。コトリの返事は、小学校に上がるまえの女の子みたいに舌っ足らず。

「はぁい。ちゃんとがんばりまちたぁよ」

　おちゃめな演技、でも実際はいつもの口調を少しだけオーバーにしただけな印象。ただ「まちたぁよ」のいいかたのあまりの可愛かわいらしさにコンビニまえの駐車場で卒倒しそうになった。きみに音声化した「まちたぁよ」を聞かせてあげられないのが、残念でならない。

　学校に着いた。通学路ですれ違う生徒はいない。放課後のさらにあとのあとの学校。職員室は電気が点ついていたけど、演劇部の部室のある三階は真っ暗。生徒玄関の錠はかけられてしまうから、ぼくは夜に侵入できるように一階の家庭科室の窓の内うち鍵かぎを開けておいた。部活で用があるなら堂々と使える職員用玄関はつかえないんだ。

　校舎裏に向かう。葉を落とした細い枝の木々がボウリングのピンみたいに行儀よく聳そびえている。校舎を囲むフェンスの向こうに街灯。その明かりもうっすらとしか届かない。

「暗いね。ちょっと怖い」

　コトリの弱々しい声。

「ねえ、春はる男おくん。その、あ、あのね。お願いなんだけどぉ」

　おずおずと差しだされる右手。グーになる直前のパーみたいな形。わかりやすいコトリ。

「いいよ。はい」

　ぼくも内心では相当照れていたが、男は勇気。努めてなんでもないような口調でいう。まえを歩くぼくは一瞬だけ振り返りコトリの手を掴つかむ。恥ずかしいから、ぼくの手がコトリの手を握る瞬間は目をそらした。びっくりするほど小さくて柔らかい手。そして温かい手。まえを歩くぼくの腰のうしろで結ばれるコトリの右手とぼくの左手。手のひらにコトリの手の感触を感じていたら、手の甲にも柔らかくて温かいものが触れる。コトリが両手でぼくの手を握っているのだと気づいたのは、十数歩進んでからだ。

「コトリあと少しだからね」

　目的地の家庭科室の窓まであと少し。小枝を踏んづけて、パキッと音が鳴っただけで、手を握るコトリの力が増す。わざと小枝を踏み続けて、歩きたくなった瞬間だ。

「ねえ、春男くん。あのね。お願いなんだけどいいかなっ？」

　お願い第二弾。今のぼくはランプの精より願いを叶かなえてあげる意欲満々だ。

「うん、なんだい？」

「私暗いとこがやっぱりダメなのっ。目を瞑つぶっているからね、春男くんが家庭科室の窓までわたしを引っ張ってってくれたりしないかなぁ……ゴメン、ダメだよねっ」

　終わりのほうの声は、震えて泣きそうになっている。ダルマさまの地伝の時は、夜に一人で体育館に演劇の練習にいったコトリだったが、どうやらあの時はお芝居や演劇部のことしか考えていなくて、怖さが紛れたというのだ。演劇のことになると強心臓になり、怖いもの知らずになるコトリ。じゃあ、今回も衣装拝借魔（便べん宜ぎ上ぼくが命名）を見つけようとしているのだから、演劇部のことだけを考えているんじゃないだろうか？　そのことをコトリに聞いたら、暗がりでもわかるほど頬ほおを染めて、俯うつむき加減にいった。

「だってぇ。今は春はる男おくんと二人っきりだもん。演劇のことだけ考えるなんて無理だよぉ」

　ぼくの顔も紅潮してしまっただろう。相手の顔を鮮やかな赤に染色するペイント弾発言。

　ぼくは校舎裏で迷子にならないように、確かな足取りで進んだ。コトリが目を瞑つぶっていい？　と聞いてきた位置から、ほんの数歩。

「もうだいじょぶだよ。目的の窓に着いた」

　コトリは安あん堵どで表情を柔らかくする。楽しい日常生活を送るには、ときたまアドベンチャーが必要。コトリは暗がりを歩くだけで、ハラハラワクワクしている。ぼくはコトリと手を繋つないで歩ければ、ハラハラワクワクドキドキする。ワオ。擬音がいっぱい。



　家庭科室のグラウンド側がわの窓の下。衣装拝借魔をとっ捕まえる道のりは険しい。なんていったって、まだ校舎内にも侵入できていないのだから。コトリが窓枠に足をかけてはいるのだが、そこから上う手まく上れないのだ。コトリに意地悪な窓枠は校庭にある鉄棒よりも高い位置。

「春男くんごめんね」

「いいよ。そんなの気にしないで」

「ありがと。頑張るね……えいっ」

　再度右足を窓枠にかけるコトリ。でも身体からだを上手く持ち上げられない。

「お願い。春男くん下から押して」

「えっ、でもコトリの、その」

「お願いっ。落ちちゃうぅ」

「い、いや、でも」

「早くっ。お尻しりを」

「わかったよ。ごめん！」

　コトリの服装は秋っぽい濃いベージュのニットチュニックに、下は黒のレギンス。着丈の長いニットは腿ももを上げたため捲まくれている。肌に密着したレギンスは薄い生地のため、薄暗いなかでもコトリのお尻の形がはっきりとわかる。視覚的な情報だけでも刺激は強すぎるのに、そのお尻に手を添えるなんて。

　ぼくは決意を固め、恥ずかしさから両目を瞑って、両手を優しくお尻に添えた。触覚の情報量は脳を爆破させる。コトリの柔らかいお尻は、内側から若さやエネルギーを放出しているかのような低反発。手のひらがカイロに触れているみたいにほんのり熱くなる。

「あっ、ううぅ」

　力を入れるコトリの声が妙に艶なまめかしく聞こえる。ぼくの鼓こ動どうは、競輪のラスト一周を告げる鐘の音より速い。

「春はる男おくん、あっ、やぁ、痛っ」

　両手でコトリをやっと窓枠まで持ち上げる。ぼくの心拍数は機械式メトロノームでは設定不可能な２１０オーバー。

「ありがとぉ」

　ぼくは声に導かれるように、見上げた。窓枠に猫のような姿勢で掴つかまり、微笑ほほえむコトリ。

　ぼくの手には、まだコトリのお尻しりのぬくもりが残ってる。

　美お味いしいものを食べた時は、この味を一生忘れないだろうという味覚があるように。

　ぼくは、この触感をおそらく一生忘れないだろうと、ぼんやり思った。

　優しく微笑むコトリをまえにぼくは、内心でこんなことを考えていることを勝手に罪深く思ってしまい、呟つぶやくようにいってしまった。

「ごめんなさいコトリ」

「えっ、なになに？」

「……いや、その」

　返答に困るとはこのことだ。



　校内侵入から部室までは、暗がりを怖がって目を瞑つぶっているコトリの手を引いてエスコート。すんなり到着。目を瞑っていたほうが真っ暗になって怖いと思うんだけどね。

　演劇部の部室の広さはクラスの教室とほぼ同じ。ただ内装は結構違う。カーペットが敷き詰められていて、教室後方の壁には備えつけの大きな棚がある。これが演劇部の衣装棚や公演用の小道具置き場になっているようだ。さらにその棚の上にはつっぱり棒が廊下と窓の壁の間に設置されており、衣装をかけたハンガーが吊つるされている。

　ふいに、つっぱり棒を如によ意い棒ぼうのように武器にしているライムが思いだされて、つっぱり棒はこうしてつかうべきだよな、と思った。

　教室の正式名称は多目的室と呼ばれているが、どんな目的の際につかわれるのか不明。思い返せば、うちのクラスでは新しん藤どう香か奈な子こ先生のお誕生日おめでとうパーティーを、この多目的室でしたことがある。生徒が自主的に担任の誕生日祝いを催すクラスなんて、不気味なくらい生徒と先生の仲がいい。我がクラスの先生と生徒のうち解けかたは、学園ドラマの最終回に匹敵する。

「さあ、どこに隠れて見張ろう？」

　さすがに部室の電気を点つけるわけにはいかない。カーテンのひかれていない窓からのわずかな明かりが頼りだ。そんなに薄暗くても慣れ親しんだ部室に入った安心感からか、コトリはその大きな瞳ひとみを開く。今まで目を閉じたままだった恐がり屋さん。目を開けた瞬間にぼくの顔を見て、うれしそうに頬ほおを緩ゆるませるコトリ。ぼく達たちはお互い目があうと、純真無む垢くな子どものように表情に笑みをたたえてしまう。幸せな瞬間である。コトリ以外の女子は、ぼくと目があうとなにかおぞましいものを見たといわんばかりに目をそらす。そのあとにどういうわけか目薬を注さす子だっているほどだ。ぼくの姿は一部の女子に眼精疲労を引き起こしているみたい。ぼくが女性不信にならないことを、ぼく自身が不思議に思う。

「うんとね。隠れる場所は、あそこかな」

　鈍い銀色の長方形。掃除用ロッカー。ベタではあるが、隠れ場所としては王道。

「じゃあ、ロッカーにはコトリが隠れるとして、ぼくはどこにしようかな？」

「なにいってるの春はる男おくん。一緒だよっ。ロッカーに二人で入るのっ」

　ロッカーの大きさは、コンパクトなキッチンにもしっかり置ける３６５リットルの３ドア冷蔵庫くらい。ロッカー内にはモップとちりとりが一つずつしか置いていないとはいえ、二人で入るのはかなりきつそうだ。フネだったら一人でも入れないんじゃないだろうか。

　ロッカーを開いた状態で立ち尽くすぼくをコトリが引っ張り、ロッカー内へ。女性に積極的にされると弱いぼく。きみもそうだろ？

「ちょっと狭いけどっ、春男くんが私の背中に手をまわしてくれて、私が春男くんの背中に手をまわしたら……きっとだいじょぶっ」

　それは、狭いロッカーのなかで抱き合うということじゃないですか!?

　ロッカーに入るまえに、コトリが棚の衣装を確認。本日の部活終了後に数えた枚数と変化なし。手紙の通りなら、衣装拝借魔はこれから現れるはず。

　ぼくはまともな思考力を失って、コトリと抱きあいながら、ロッカーに入った。全身にコトリの体温。ぼくの頬ほおにコトリの頭が寄りかかる。ロッカーの容積いっぱいにぼくとコトリ。わずかなコトリの匂におい。ぼくの背中にまわされたコトリの両手が、ぼくの腰に当てられる。コトリの手が熱い。そこだけ低温やけどしそう。ロッカーの空気孔から、部室内の様子を監視するという本来の目的をぼくが思いだした時、コトリが身を捩ねじりながら、照れたような声をだした。彼女の首筋の匂いと同じ、甘い声。

「春男くん、痛いところない？　きつくない？　なんか変なの。衣装を持っていっちゃった人を待ち伏せしてる最中なのに、すっごくドキドキしてきちゃった。なんでだろうねっ」

　六ろつ甲こうのおいしい水にも負けないほどのコトリの天然。当然ぼくの心拍は異常な速さで全身に血液を送っている。理由は単純。コトリと密着しているからだ。心肺運動におけるスピード違反。

「どんな理由で衣装を持っていっちゃったか聞こうね」

　演劇のことについて真剣な時のコトリの声。

「うん、動機を確認だ」

　真面目まじめに衣装の心配をしているコトリに対して、不純な喜びを噛かみしめている場合ではない。空気孔から、暗い教室内に目をこらす。

　衣装拝借魔よ。いるなら早くきてくれ。この状態が長く続けば、ぼくの鼻の下は股また下したより長くなる恐れがある。



　ぼくにほんの少しだけ冷静さが戻ってきた。別にお互いの腰に手をまわさなくても、ロッカー内で隠れられるんだ。いくらなんでもそこまで狭くない。ぼくはコトリの背にまわした腕をほどく。コトリは真剣な様子で部室内を見つめていた。だからだろうか、コトリの腕は依然ぼくの腰にまわったまま。結局密着しているのには変わらない。コトリとの会話は続く。気になるのは会話の内容よりも会話している距離の近さ。ぼくの身体からだのなかからコトリの声が聞こえてくるみたい。胸がどきりとする。さっきからドキドキばかりだ。コトリといるとぼくの日常生活で最も身近な擬音はドキドキになる。ちなみに二番目に馴な染じみの擬音は、やきもちを焼いて、ぼくに迫りくるかま子ことエリアスを見た時のハラハラだ。

　ドキドキとハラハラ。心臓に負担をかける心理状況の擬音ナンバー１、２。ぼくは主治医を見つけたほうがいいかもしれない。心臓が過労で壊れそうだ。

「春はる男おくんは、デマ地伝って知ってる？」

　囁ささやくような声なのにロッカー内を反響して揺れる。コトリの声が液体になって、充満しているみたい。

「ああ。新聞部がやっているあったらいいなっていう創作の地伝でしょ」

「うん、そうなのぉ。みんなの間でこんな地方都市伝説があったら素敵だなって噂うわさしている……それがデマ地伝」

「そのデマ地伝が、どうかしたの？」

「うん。ねえ、『両想おもいラブソング』って噂、知ってる？」

「ああ、一応知ってるかな」

　真ま幌ぼろ市のショッピングセンター『サミー』で開催される素人しろうとカラオケ大会にて、自分の想い人に観みてもらいながら、ラブソングを歌って優勝することができれば、意中の人と両想いになれる伝説。生徒公募百いくつかの創作の地伝のなかから、選ばれた栄えある第一回の優秀賞だ。副賞はなんでも新聞部の部費で用意した図書カード五千円分だとか。第二回はぼくもなにか応募してみようかな。グラビアアイドルのポージングをしながら下ネタをいう人形と、一般道で全力走をすると速度超過のため、オービス（スピード違反摘発用監視カメラ）に撮影されるドーベルマンの噂。優秀賞は充分狙ねらえるが、でも図書カード五千円のために仲間を売る気は毛頭ない。

「私ね。両想いラブソングはデマ地伝だってわかってるけど……なんか少しだけなんだけどね。信じちゃっているとこがあるんだ」

「うん。いいんじゃないか」

　実にコトリらしい。デマだって、まかり間違って真実になるかもしれないんだ。信じる者は尊い。

　ぼくは一度あごを上げて、意識的に両目を瞑つぶって、開いた。コトリの匂においを長時間吸引していると、頭の活動が緩慢になりそうだったのだ。少しだけクラクラしてる。

「……ねえ、三日後のね。金曜日の夜に開催されるんだけどね。私、素人カラオケ大会にでようと思うんだ」

「うん。いいんじゃないか」

「優勝って誰だれが決めるのかなあ？」

「うん。いいんじゃないか」

　あれ？　さっきからぼくは同じことをいっている気がする。コトリと密着しているドキドキの副作用。全然頭がまわらないのだ。９×８＝70ちょい。コトリの話が繋つながっているようで、繋がっていない気がする。でも、コトリがカラオケ大会にエントリーするのは賛成。

「えっ。委員じゃないかっていったのぉ？　あっ、そうだよね。委員だよね。やっぱり素人しろうとカラオケ大会の審査委員さんが決めるよね」

　コトリの話を整理しようとする。今はサミーのカラオケ大会の話をしている最中だよな。

「ああ、コトリ歌うまいし、楽しみだよ」

「ふふっ、ありがと……それでね。よかったら春はる男おくん、観客席で見ていてくれないかなぁ」

　コトリが歌うなら、たとえ両親を乗せた車が峠でカーブを曲がりきれず谷底に落下しても、事故現場には急行せず、小鳥遊たかなしゆかりの名前入りうちわでもつくって、カラオケ大会の会場にいくだろう。この親不孝者、もしくは人でなしと呼んでくれ。

「瞳どう孔こうを拡げてしっかり見にいくよ」

「ふふふっ……ねえ、春男くん」

「うん、なに？」

「私ね、ラブソング歌うよ」

　コトリの声の調子がやけに真剣なものに変わったのがわかった。決意を述べているような響き。ぼくは、人前で歌うことに対するコトリの真しん摯しな思いが声に表れているのだろうと思った。頭は相変わらずまわらない。９×７＝60ちょっと。

「おお、いいね。バラードかい？　コトリの歌唱力なら、きっとみんな聞き惚ほれるよ」

「私ね。頑張って優勝するよ」

　演劇の舞台で歌声を披露したコトリ。あの美声は贔ひい屓き目め抜きで歌姫の称号にふさわしい。

「コトリなら、きっと優勝できるよ。ぼくが保証する」

　ぼくは空気孔から部室内を見つめてながらいった。「ぼくが保証する」なんて言葉がちょっと照れ臭くてさ。コトリの顔を見ながらなんて無理。視界のなかは静寂そのもの。墨の濃淡だけで描かかれた水墨画のような景色。

「……ねえ、私はね。デマ地伝がね。本当のことにならないかなって、少しだけ信じてるところがあるんだ」

　あれっ？　コトリついさっきも同じ会話してなかったけ。今現在のぼくの脳のう味み噌その活動具合はレム睡眠中よりほんの少し覚かく醒せいしているくらいの状態だ。ぼくがなにかいうまえにコトリがいう。

「……この意味わかっちゃいましたか？」

　ロッカーのステンレス扉の向こう側がわの空間を見据えていた視界を、コトリに流す。ぼくの口がコトリの額につきそう。コトリはもじもじと下を向く。コトリ頼むから動かないでくれ。おでこにキスしちゃいそうになってる。

　この意味わかっちゃいましたか？

　いつも通り、コトリとの会話を楽しんでいたぼく。衣装を持っていった人物を探るため、教室内を眺めていた。コトリと密着している身体からだは、恥ずかしいからあまり動かさず、半ば無理矢理気にしないようにしていた。

　この意味わかっちゃいましたか？

　直前のコトリとの会話を反はん芻すうする。「この」はどこを指しているんだ？　いつから問題がだされていたんだ？

　ぼくの反応を待っているコトリに「ヒントをください」といえる雰囲気はなく、困っていると、演劇部のドアが勢いよく開かれた音。コトリとぼくは息を呑のむ。空気孔からの視界に、動く影。その黒い影が迷わずに教室後方の衣装棚へ。

　衣装拝借魔はその姿を現した。断定するのは早いかもしれないが、活動を終えた演劇部の部室に電気も点つけないで忍びこんでくるやつはそうはいないはずだ。



　二つの息が揺れるロッカー内。コトリとぼくの視線が結ばれる。目があうと表情が緩ゆるんでしまうという条件反射も今はおこなっている場合じゃないようだ。衣装棚に向かいあっている衣装拝借魔。暗くて周囲の闇やみにとけ込んでしまいそうだがこちらに背中を見せていることだけはわかる。さっきまでのコトリとの和やかムード一転。ひりつくような緊張感。

　ぼくはコトリに小さく頷うなずく。ロッカーの内うち側がわに取っ手があるわけもないので、蹴け破やぶるようにロッカーを飛びだした。エリアスがいたら、なにか作戦を考えてくれたんだろうけど、ぼくは突撃しか浮かばなかった。

　衣装の入ったケースからなにかをだしている衣装拝借魔が、こちらを振り返る。でも、その振り返りかたに違和感。驚いた様子が全くない。まるで事前にぼくが掃除用ロッカーにいて、そして、でてくることを打ち合わせていたみたいに落ち着き払っているのだ。

「お、おい。なにやってるんだよ？」

　コトリの手前、不審者をカッコよく捕まえたいところだが声がわずかに震えてしまう。物干し竿ざおを持って、地伝の存在と対たい峙じするより心に余裕がない。不可思議な存在である地伝の元凶となるものより、身元不明の不審者のほうが恐ろしいからかもしれない。それに地伝の存在と向きあう時は、ぼくの側にはかま子こもエリアスもいるわけだし。

　教室のうしろの壁側。その暗がりから衣装拝借魔が、足音もしないほど静かに歩みでてくる。窓から差す夜の光明。薄い光に照らされはじめるその姿にこちらがぴくりとも動けなくなる。

　衣装拝借魔は女性だった。

　身長は１７０センチほどはあるのではないだろうか。でも大柄という印象は受けなかった。軽量化を売りにしている最新型のストレートタイプのケータイみたいに、息を呑むほどの完かん璧ぺきなスタイルだった。とにかくスレンダー。無駄なんて言葉が全くあてはまらない引き締まった身体のラインだった。顔は小さく、輪郭は三日月と満月の中間のような、女性的な丸みを残したシャープさが印象的。それほど大きくはない目元は涼しげ。鼻び梁りようの細い鼻、少し薄い唇。年は十代後半くらいに見えたが、完成された美しさがその顔にはあった。うっすらと明かりが差し込むなか、顔から首、胸から足の指まで輝くように白い肌。明るいところで見たら、きっと薄く血管が見えていただろう。

　ぼくが、目前の彼女の容姿についてこんなに考えてしまったのには訳がある。もう、お気づきのかたも多いかもしれないが……。

　衣装拝借魔はとびっきりの美人で、どういうわけか全裸だった。



　コトリとの密着で、すっかり回転しなくなっていたぼくの頭が再び動き始めようとしていたのにもかかわらず、激しい混乱。原因は当然、裸の女性が目のまえにいるってこと。

「え!?」

　衣装拝借魔は手を伸ばせば届くほどの距離まで、ぼくに近づいてきた。ぼくは拳こぶしを固めることも、あと退ずさることもできなかった。近くで見ていたからわかる拝借魔の小さな笑み。ただ、こちらの反応を確かめているような雰囲気があった。そして、拝借魔はぼくの顔をまっすぐに見据え、安心したようだ。表情の硬さが笑みに溶けた。

　ぼくがロッカーから飛びだして、まだ十秒ほどしか経たっていなかった。

　話しかけていいのか、捕まえたほうがいいのか。どうすればいいのか、行動できないでいると、拝借魔はぼくとの距離をさらに縮めた。彼女の顔が目のまえに。そして、その一糸まとわぬ姿のまま、優しくぼくを抱きしめた。

　ぼくは全く反応できなかった。幸せそうな顔でぼくを抱く拝借魔。行動が早かったのはコトリだった。ロッカーから慌てて飛びでてくるコトリ。

「春はる男おくんから離れて！　抱きしめちゃダメっ」

　ここが舞台上のように、部屋の隅まで通る声でコトリがいう。その声の余韻にかき消されそうな小さな声で、「私だって、春男くんと今やっとくっつけたばかりなのに……」と呟つぶやいたように聞こえた。

　コトリの登場により、拝借魔はぼくから離れた。コトリとぼくの顔を交互に見て、さきほどまでの優しい笑顔を一変、泣く直前のように寂しく歪ゆがめる。そのあとの拝借魔の行動は、俊敏そのものだった。

　拝借魔は棚に素早く手を突っこみ、衣装を掴つかむ。裸のまま、窓際に移動した。

　衣装拝借魔を捕まえるという本来の目的を思いだし、やっとぼくの足が動きだす。衣装を取り返そうと走りだした瞬間、拝借魔は開け放った窓から飛んだ。真っ白い背中が、ささやかな夜の光に照らされる。それはほんの数瞬。あとは窓の外に暗がりが戻っただけ。

　拝借魔は誤って落ちたというのではなく、間違いなく自分の意志で飛んだ。

　ここは三階。すぐさま窓から身を乗りだして眼下を確認するが、もうどこにもその姿はなかった。拝借魔は落下して地面に倒れているわけではなかった。そのことには安心だったけどね。



　衣装拝借魔は衣装を畳んで衣装棚に返し、また別の衣装を持っていった。

　衣装棚には、また手紙が置いてあった。

『着物返します。ありがとうございました。すみません。別の着物また借りていきます』

　コピー用紙一枚に新聞の切り抜き文字の手紙。今日の昼休みにコトリがぼくに見せてくれたのと同じ手紙のつくり。ただ、昼間とは違って、頭のなかで単純すぎるなにかが引っかかった。

「なあ、コトリ。衣装拝借魔が持っていっていた衣装って、着物だったのか？」

　暗い部室に二人だけ。棚やハンガーにかけられた衣装を確認していたコトリに聞いた。

「え？　うん、そうだよぉ。今回の舞台『恋れん哀あい』の衣装持っていかれちゃったの」

　三階の窓から飛び降りても無事。

　着物を持ってくということはおそらくそれを着るということ。

　今日の夕食まえ、ぼくの家の外、電柱の下にいた着物姿の女。

　エリアスはその女に地伝のオーラを感じた。

　今朝マボチューの校門でぼくのことを聞いてまわっていたという着物女。

　まだ確定というわけではないが、状況や印象を客観的にみればどう考えてもこれらの着物女は同一人物じゃないのか？

「春はる男おくん、どうかしたの？」

「コトリ、とりあえず帰ろうか」

「うん、ねえ、また一緒に張り込むのはどうかなっ？」

　ぼくはもう一度衣装拝借魔を部室で待ちかまえる時は、コトリと一緒にいてはいけないと思った。コトリを巻き込んではいけない。これは物干し竿ざおが必要な事件だ。

　そもそも、ぼくは迂う闊かつだった。演劇部の衣装を勝手に持っていったやつを待ち伏せしようといったコトリをなんで止めなかったんだろう。もしかしたらコトリに危害を加えるような危ないやつかもしれない可能性だってあったのだ。あの手紙に書かれた一行のメッセージでなんとなく悪いやつではないと思ってしまったけど。

「コトリ、頼みがある。演劇部の衣装を持っていくやつを捕まえるの、ぼくに任せてくれないか？」

　これは、ぼくとかま子ことエリアスで解決するべき問題だ。

「え、でもそんな。これは演劇部のことだから、春男くん一人に任せるなんて悪いよっ」

「いや、そんなことないよ。頼む。今週だけ時間をくれ。きっと解決するから」

　コトリが不安げな顔をする。

「春男くんって、たまにすごく強い目をすることがあるね。その目をしている時の春男くんって、私がなにをいってもダメなのかな？」

「無理いってすまん」

「ふふっ、わかりましたぁ。もし、さっきの女の人が、うーん、生徒っぽくなかったような気がするけどぉ、とにかく演劇部に興味のある人だったら、いつでも見学オッケーだよって伝えてあげてねっ」

「おお、わかった」

　とりあえず今週いっぱい時間をもらった。当然今週いっぱいで衣装拝借魔を捕まえる計画なんてなにも浮かんでない。さあ、どうしよう。コトリとは、そのあといつもの登校時みたいに楽しく会話をしながら帰った。

「サミーのね。素人しろうとカラオケ大会の優勝賞品はねっ、あやかし健康ランドの一年間無料パスポートなんだよ。すごいよねっ」

　健康ランドのパスポートのことを楽しげに話すコトリは、地伝のことを一時的に忘れさせてくれるほど実にかわいい。



　コトリを家まで送って、自分の家に向かう途中。

　衣装拝借魔がぼくに抱きついた時に見せた穏やかな表情を思いだした。それにコトリとぼくの顔を交互に見て、窓から脱出するまえのあの寂しげな表情。どちらにも、少しも敵意や悪意といったものは感じられなかった。

　衣装拝借魔はなぜ演劇部の衣装を持ち去っていくのか？

　そして、律儀にも返しにくるのか？

　なぜ裸だったのか？

　それにロッカーからぼくがでてきて、なぜ驚かなかったのか？

　答えは、なにも浮かばなかった。着物女は確実に地伝の存在のはずなのに、地伝の噂うわさはなにも流れていないんだ。みんながよく噂しているのは、デマ地伝ぐらい。

　ただいたずらに謎なぞは深まっただけ。それに一つ気にかかることがあった。

　演劇部次回公演『恋れん哀あい』は、月夜に姫が愛する町人の男の家にいき、密会をするというもの。再会の直後。言葉は交わさない。ただ無言で、優しく抱きしめただけ。

　着物女の行動はやっぱり台本に沿っている。

　ヒロイン役・正体不明の着物女。町人の男役・ぼく。

　現実が台本のまま進むとラストは、二人の心中だ。

　そんな馬ば鹿かな話があるか。と、きみに笑ってもらえると気休め程度にぼくの気持ちが軽くなるはずだ。



　もう一ヵ月以上も下校の通学路はかま子こと一緒だから、学校から家に向かう道のりにかま子がいないことが変な感じだなと思ったところで家に着いた。すぐさま自分の部屋に。

　エリアスは机の上にノートをだして、シャーペンを竹たけ箒ぼうきのように構えてお待ちかね。

「コトリとの密会はどうだったの？　詳しく教えなさい」

　ぼくの帰りを首を長くして待っていたようなエリアス。表情はバラの花びらのように危険な香りのする笑顔だ。ただ、口調はバラのとげのように鋭い。

　ぼくは、衣装拝借魔の追加情報を話した。エリアスと一緒に見た電柱の下の着物女と同一人物だと思うとも伝えた。情報に主観が入るのはご愛あい嬌きよう。なぜかいいにくくて抱きつかれたことは説明から省いたけど、美しい容姿と全裸だったということはいっておく。

「三階から飛び降りて無事かあ。なるほどねー。見てないからなんともいえないけど、やっぱり地伝っぽいね。うーん、春はる男おホントにマボチューでなんの噂うわさも流れてないの？」

　分厚いマンガ誌の端に腰を下ろして、足を組み変えながら呟つぶやくエリアス。地伝の特徴の一つに、必ずどこからともなく噂が広まっていくというのがある。地伝が起こっていればね。

「うん、本物の地伝の噂はなにも流れてないよ。とりあえず、コトリにこれ以上関かかわらせるのはよくないから、今週中に解決するっていってきたけどさ」

「今週中ね。うーん、やっぱり危険かな」

　顔を歪ゆがめるエリアス。そういえばぼくがさっき学校にいくまえと服装が変わっている。

　女性らしい優美なシルエットの黒のスーツ。秋冬の新作モデル。スリットがセクシーなストレッチスカートから覗のぞく足は、目の粗い網タイツを穿はいている。最強になれるジュース事件解決のご褒美にエリアスに買ってあげた服だ。なんでも今日きよう日びのエリアスのファッションテーマは、できる秘書の危険な夜の顔だそうだ。ちなみにグラビアポージングテーマは、ヤングマガジンの巻頭と巻中と巻末グラビア越えである。エリアスのテーマにもツッコミを入れたいところだが、ヤンマガにも一言。これらの他ほかに袋ふくろ綴とじグラビアまで用意している貴誌にまず敬意を表したい。エリアスお気に入りの雑誌の一つだ。マンガとグラビアが一度に両方楽しめるとエリアス弁。

　で、脱線したが話は衣装拝借魔のことだったな。

「エリアスが危険っていうのは衣装拝借魔がどういう能力を持っているのか、まだわからないってことだよな？」

　首をひねるぼくのまえで、できる秘書がなにやら呟いている。

「コトリは春男と二人きりでロッカーにいた。そして、どこの牝メス馬うまの恥骨ともしれない露出狂が春男のまえに全裸で現れる。危険だわ危険だわ危険だわ！」

　できる秘書は、ぼくの午後のスケジュールを確認しているわけではないようだ。エリアスとぼくの間で危機感を覚える箇所に違いがあるのがわかった。

「春男っ！」

「はい！」

　鞭むち打つような声におもわず反射的にいい返事をしてしまう。エリアスは形のいい指をぼくの顔に突きつける。

「明日、ウエストポーチを買いにいくわよ」

「おい、そんなの買ってどうするんだ？　レジャーにいく予定もないし、アウトドアを楽しめる場所は真ま幌ぼろ市にはほとんどないぞ」

「バカね。ウエストポーチにわたしを入れるのよ」

　話が読めない。エリアスが続けていう。

「そしてポーチを腰じゃなくて、ウエストベルトを緩ゆるめて、お腹なかの下に持ってくるのよ」

「なんかものすごくダサイことになってないか」

「いいのよそれで。そうすれば春はる男おを守れるんだから」

「え、守るってエリアスがぼくを？」

「お腹の下のウエストポーチにわたしがいれば、春男に迫ってくる性的誘惑から守ることができるわ。わたしが死守するわ。春男の貞操を」

　さらにできる秘書に見せるため伊だ達てメガネをかけているエリアスが、そのメガネを外して、まるでコントのように唇の端にくわえた。足はまた組み変えられる。

　ぼくが貞操の危険を感じている相手はエリアスだけだ。エリアスの身長が20センチでよかった。ぼくと変わらないくらい大きかったら、力ずくで襲われたかもしれない。



　今日は早く寝て、明朝のつっぱりお嬢との決闘に備えなくてはいけない。面白いテレビ番組もそこそこにいつもより早い消灯時間。同居人エリアスから囁ささやくような声。

「ちょっと春男、明日ホントにわたしいかなくていいの？」

「ああ、だいじょぶ。地伝を解決する役目はぼくこそが、いや、ぼくとかま子ことエリアスこそがふさわしいとわかってもらえるようにするよ」

　ベッドに横になったぼく。

「まさか相手が女の子だから、自分一人でいきたいっていうんじゃないよね？」



    

  
    
      



    

  
    
      　これを聞いてるエリアスが笑っているのが、容易に想像できるふざけた声だった。だから、ふざけた声で返した。

「そんなわけないよ。ぼくは地伝に関しては真面目まじめなんだぜ。知らなかったかい？」

「ふっ、知ってるよ。おやすみ、頑張ってきてね。地伝解決メンバー戦闘要員、物干し竿ざお使いの春はる男お！」

　エリアスの激励。寝返りをうって見ると、机の上のエリアスはフェイスタオルを被かぶって、横になっていた。こちらに向けたその小さな背中に、口だけでいった。

　一人で戦いにいくことを理解してくれる素敵な仲間のためにも頑張ってくるよ。

　

　それからは、今日になって突然ぼくのまわりに現れた着物女について、考えた。

　地伝解決の役目を認めてもらうライムとの戦い。

　演劇部の衣装拝借魔事件の解決。

　それと、衣装拝借魔と同一人物だと思われる着物女が、ぼくと心中しようとしているのかもしれないということ。地伝が流れていないから、なんともいえないけど、着物女とぼくの心中説を半分くらい疑っている。半分くらいビビッてる。

　忙しい十月第四週の五日間は、まだ二日が終わっただけだ。ぼくは地伝のことばかり考えて、学校の勉強の予習も復習もしていない。

　なあ、地伝に対して真面目だろぼくは。



    

  
    
      


三日目　衣装拝借魔捕とり物もの帖ちよう！





　つぎの日の朝。窓の外はまだ黒と紺のグラデーションの空。午前四時半。ちゃんと起きられた自分に拍手。家族に見つかったら、不審がられるであろう物干し竿をベッドの下から取りだす。最強になれるジュースの地伝の時、筋肉男に一撃をくらわした思い出の一本。アルミエクストラワイドブロンズの室内干し用。

　早朝のホームセンター駐車場での戦いといえども、誰だれに目撃されるかわからない。かえって目立つ気もするが、ライダースーツに着替える。ライムと戦うべく部屋をでた。

　サンデー大工の駐車場への道のり。よく晴れた朝の清すが々すがしい空気を吸いながら、スッキリしてきた頭。不意に風が首を撫なでると、エリアスかかま子このどちらかに噛かまれたほうの傷がちょっぴり痛んだ。両方かもしれない。

　月曜はライムにつっぱり棒の足払いをくらい転倒し、火曜はエリアスとかま子に首筋を噛まれた。二日連続で軽いケガをしてるんだなとなにげに思った。今日は無事終わりますよに。でも無理だろうな。なにせ、これからつっぱり棒使いとの決闘。平穏な日常を返せ。



　朝の駐車場でおこなわれたのは、戦いなんていういいかたでは語弊がある。

　結果からいえば、ただただぼくがつっぱり棒で全身メッタ打ちにされただけ。ライムが女の子だからとこっちが手加減したわけじゃない。自由自在に伸縮するつっぱり棒。慣れた棒捌さばき。身体能力がすこぶる高い中学生女子。地伝の存在を近くに感じていない通常時の体力のぼくでは、全く相手にもしてもらえない。

　黒ずくめのライダースーツにフルフェイスのメットを被かぶり物干し竿ざおを持つ少年が、キャッチャーマスクをつけたお嬢様中学の制服姿の少女にボコボコに殴られる水曜日の早朝。

「あなた、なんでそんなに弱いのよ。そんな実力で真ま魅み先生の跡を継いでいいの？」

　戦ったあとのライムの叱しつ責せき。戦意を喪失しているぼくは声もでない。駐車場の縁石に腰をかけて、頭を地面につきそうなほど垂らしている。誠にふがいない。

　早起きのお年寄りがたまに通りかかっても、見て見ぬふりをして通りすぎていく。警察を呼ばれなかっただけ感謝だ。

「これじゃあ、あなたに地伝と戦う役目を任せられないんだけど」

　物干し竿を持って、地伝の存在を近くに感じれば強くなれるんだとはいいたくなかった。

「このまえの追い駆けっこで体力はあたしのほうがあることがわかったし、今日で肝心の戦闘能力もあたしのほうが上だってこともわかったわ」

「一昨日おとついの追っ駆けっこで、すでに黒星をつけられていたんだな」

「あとは今起きてる地伝をどっちが先に見つけることができるかって勝負ね」

　ライムの言葉に引っかかった。今真ま幌ぼろ市のどこにも地伝の噂うわさは流れていない。でも、その口調はまるでなにか地伝が起こっているのを確信しているみたい。ぼくが眉まゆを顰しかめた理由にライムは敏感に気づいたのだろう。さっきの言葉の補ほ足そくのように話し始める。

「あれ、そっか、話してなかったね。へへっ、だってホームセンターで話した時は、伝えたいことが多すぎて忘れちゃってたわ。あたしね、なんの地伝が起こっているかはわからないんだけど、今真幌市で地伝が起きているかいないかだけはわかるの」

　早朝の駐車場で随分大事な話が始まった気がする。

「地伝が起きてるのか起きてないのか。それがわかるっていったのか？」

　間抜けなオウム返し。ライムは得意げな表情でいう。

「まあね。真魅先生は弟子のあたしにつっぱり棒占いを教えてくれたの。でもあたし才能なかったんだと思う。天気予報よりも全然当たらない吉凶占いだったの。そんな全然ダメダメだったあたしのつっぱり棒占いだったんだけど、真魅先生がいなくなってしまってから、ある別のことができることに気づいたのよ」

　勿もつ体たいつけた語尾。すかさず聞いた。

「それが地伝が起こっているか、起こっていないかわかるというものか？」

「うん、そう。まあ、このつっぱり棒占いのおかげで地伝が起こっていると、噂がはじまる直前くらいにわかるの。だからダルマさまも自販機もすぐにわかった。なにか地伝が確実に起こっているという占いの結果と、まわりで広まっている最強になれるジュースの噂。絶対あるはずの自販機を、迷わずに必死に探せたのはそのためなの」

「そうだったのか」

「あのさ、でも気になってることがあるの、自販機の地伝のあとに一日だけ小規模な地伝が起こったことがあると思うんだけど……」

　ああ、それはしりとりの地伝だ。主な効果は大会でマボチューの舞台を観みた人達たちと舞台に立った人達の会話をすべてしりとりにしたぐらいだった。

「まあ、今のほうがずっと気になってるけどね」

「どういうこと？」

「だって、占いでは確実に地伝が起こっている最中なのに、いつまで経たっても全く地伝の噂うわさが流れない。まあ、だから、いい加減あなたに会いにいかなきゃいけないと思ってたんだけど一昨日おとついは。あなたがなにか知ってるかもしれないと思って」

「じゃあ、なんで初めて会った日に地伝が起きてない？　ってぼくに聞いてこないんだ」

「だって、あなた。とてもじゃないけど、地伝を知ってるように見えなかったもの」

　なるほど、ぼくがとんだ間抜けに見えたわけか。不本意ながら正解だ。

「なあライム。噂にはなってないけど、地伝の元凶となるものか、地伝の影響を受けた被害者と思われるやつを一人知ってる。その人物をどっちが先に捕まえることができるか、勝負しないか？」

　ライムの瞳ひとみが輝く。マスクで隠されていない目元から額にかけての表情だけで、喜びが顔全体に広がっているのがわかった。欲しかったおもちゃを買って貰もらった幼女のような無邪気さ。そういえばライムの笑った顔を見たのは、これがはじめて。ぼくがフルフェイスのメットを被かぶっていなくて、ライムがキャッチャーマスクを外していれば、それはかわいいといえるものだったのかもしれない。

「いいわねそれ。いい話持ってるじゃない。詳しく聞かせて」

　こうして、ぼくは新聞配達員が勤労しているこんな朝っぱらから、衣装拝借魔についての説明をライムにすることになった。拝借魔は裸だったことはいえるのに、エリアスに話した時と同じように、ぼくに抱きついてきたことは説明から省いた。

　なぜだか、女性に抱きつかれたことは、おいそれと話したくないのだ。その手の経験が乏しすぎるので、どんな顔して、どんな声で話せばいいのかわからない。普通に話せばいいじゃんときみはいうかもしれないが、では聞こう。普通の話しかたってなに？

　とにかく、ライムと今日の夜待ちあわせて、部活が終わったあとのマボチュー演劇部部室で張り込むことが決定した。衣装拝借魔がくる保証はない。ただ、こない保証もない。

　これで二日連続夜の学校に忍び込むことになった。

　地伝に関かかわるまでのぼくは、夜に出歩いたりなんかしない模範的生活態度を誇っていた中学生だったってことを、きみは覚えていてくれ。



　その日、早朝に着物女は校門に現れることはなかった。

　そして、今は放課後。演劇部の練習で体力づくりのため、学校の外をランニングするんだよというコトリが楽しげに教室を出ていくのを見送った。

　正規新聞部の勢力維持のため、部内（デマ会）をクリーニングしてやるぜというフネが楽しげに教室を出ていくのも見送った。

　校門でかま子こを見て、安心する。これでライムとの戦いで生じた全身打撲の痛みが悪化し、通学路半ばで倒れたとしてもかま子が人を呼んできてくれる。最悪いき倒れにはならないだろう。

「かま子、お迎えありがと」

「ワン」

　歩きだすぼくとかま子。ライムに打たれた痛みが午後になって増してきている。熱がオーブントースターみたいにぼくの全身を包む。腹、背、胸、腿もも、腕。春はる男おの両面焼き。

　歩みがいつもより遅いぼくに、かま子は歩く速度をあわせてくれる。賢くて優しいドーベルマン。

「ちょっと待ちなさい」

　背後から突き刺すような声。校門をでてすぐ。まだ百メートルくらいしか歩いてない。

「……お願いがあってきたんだけど」

　振り返り、目に入るまや女子の制服。揺れるツインテール。キャッチャーマスクをしていないライム。素顔を見るのはホームセンターのサンデー大工以来となる二度目だ。

「どうしたんだよ？　まだ衣装拝借魔を張り込む時間には早いぞ」

「……そのことなんだけどね。もうちょっと早くにするってどうかな？」

「早くにするって、早い時間から張り込みするってことか？」

　頷うなずくライム。なんか尿意でも催しているようにもじもじしてる。そのまま口にしてみた。

「どうした？　便所なら近くにコンビニがあるから、そこいくか？」

　ライムは背をびくっとさせ、まえへならえの先頭みたいに直立する。顔は真っ赤。

「ばか。なんでトイレの話なんかしてるのよ。ちゃんとここにくるまえにトイレいってきたわよ。ってなにいわせるのよ……張り込みをする時間の話よ」

　ライムはどうやら聞かれてもいないことを勝手に答えて、墓穴を掘って、恥ずかしくなるという踏んだり蹴けったりな弱点を持っているようだ。

「無理だよ。まだ演劇部が練習中だし。それに張り込んでも多分夜じゃないと、衣装拝借魔は現れないよ。部活中に堂々とやってこないだろ」

「じゃあ、やめましょう。そんなの探すの」

「なにいってるんだよ？」

「だって、あたしのほうが強いんだし。だからね、あたしとあなたのどっちが地伝を解決するヒーローに向いているのかっていう勝負はあたしの勝ち。それで終わりでいいでしょ」

　いきなり強引なライム。しかも喧けん嘩か腰ごしだ。ぼくはいいたくないことをいった。

「そんなこといったって、地伝の元凶となるものを成仏させる力を持ってるのは、その、なんていうかぼくなんだから。ライムには……無理だろ」

　無理だろのまえに「地伝の元凶を成仏させるのは」という意味の間を入れてしまった。これをいってしまうのは、なんだかずるい気がしていた。いった自分が嫌な気分。でもライムは気にした様子もなく、ケータイをとりだし、赤外線モードに。なぜに？

「ほらメアド交換……よし。成仏させる力がなくてもかまわない。あたしが地伝の元凶となるものをバッタバッタと痛めつけるから、あなたはとどめだけさしにくればいいの。要は野球でいうところの先発投手があたし。あなたは九回のあとアウト一つという時にでてくる抑え投手クローザーみたいなもの」

「まわりくどいな。最初からぼくが倒せばいいじゃないか……な、なんだよ？」

　ライムの強い意志を感じさせる瞳ひとみに見つめられ、思わずたじろいだ。ライムがツインテールの先っぽを愛めでるように指に絡ませる。

「あのね。今朝戦ってわかったんだけど、ダルマさまの地伝も自販機の地伝も、元凶となるものはとんでもなく弱かったのね。そうじゃなかったら、あの程度の強さのあなたが倒せるわけないもんね。やっぱり今度からあたしがボコボコに倒して生け捕りにしたのを、あなたが最後に一撃だけを与えにくる。どう？　これで手を打ちましょう」

　よく喋しやべるライム。ふとまわりを見まわすと下校中の生徒達たちがぼくとライムを遠くから囲んでいる。マボチューの校門に近い場所にまや女子の制服を着た子がいたら、それだけで目立つ。それなのにギャルゴのぼくと、そのまや女子のお嬢様がいい争い。注目の的だよな。視線が突き刺さりまくり。変な噂うわさでも立てられたらたまらない。ぼくはライムに拒否の意味を込めるように手を振って、歩きだす。

「ちょっとあなた。あのさ、気になってたんだけど、なんで犬がいるの？」

　振り返ると、ライムはぼくの足下にすり寄るかま子こを見ていた。そういえばライムに呼び止められてからここまでの間、びっくりするほどかま子の存在感がなかったことに気づく。まるでこの場にいないことにするかのように、気配を消していたみたいだ。かま子はライムと目をあわせないようにしている。ぼくの膝ひざの裏に身体からだをくねらせる。ちょうどライムから姿を隠すような位置。でも、かま子の身体が隠れきるわけもない。

「どうしたかま子？」と声をかけた矢先、ライムから意外な声。

「あれっ、え？　もしかしてキャンディちゃんじゃないの？」

　ライムの真剣な目。その視線はぼくの身体を透かしてかま子を見ようとしている。まや女子の制服でなくソフト部のユニホームを着ていたら、盗塁を試みようとする一塁ベース上の走者を睨にらむ捕手のようだ。

「おい、なんだその甘ったるい名前は？　かま子の本名はかまいたちだぞ」

「あああ！　その尻尾しつぽの振りかた。やっぱり」

　かま子は座った姿勢で短い尻尾をとぐろ巻きにしている。いつかのコトリが発見したかま子の癖。ライムは視線を上げる。鋭い眼光。ぼくのすぐ側まで歩みよってくる。嫌な予感だ。的中。予備動作もなく、ぼくの頬ほおにビンタ一発。

「い、痛っ、いきなりなんだよ？」

「うちのキャンディちゃんの本名はキャンディなの。かま子こでもかまいたちでもそんな変な名前じゃない！」

　思いだした。キャンディ。どっかで聞いた覚えのある名だと思っていたら、かま子はタニザキではキャンディちゃんと呼ばれていたのだ。それでかま子は飼い主にぼくと一緒にいることがバレないように、存在感を消していたってことか。でも、陽ひの当たる通学路でドーベルマンが隠れるなんて土台無理な話。飼い主ってことはライムはタニザキの……。

「おい、ライム。もしかしておまえって谷たに崎ざきライムっていうのか？」

「そうよ。文句あるの？　個人経営のコンビニエンスストアの娘が、まや女子に通っていることに文句あるの？」

　ぼくを真っ正面から見据える炎のような瞳ひとみ。文句なんてありませんと伝えようとしたら、かま子は飼い主から逃げるように猛然とダッシュ。走り始めたかま子は止められない。ここは舗装された道だから最高速はでないだろうが、硬い砂の道ならかま子は、ソフトボールの五輪日本代表投手の放ほうるストレートぐらい速いのだ。

　かま子にすっかりおいてかれてしまった。全身に軽度の打撲を負っているぼくと、つっぱり棒を持つ飼い主。ライムからビンタもう一発。

「この女ったらし」

　えっ、どういうこと？



    

  
    
      



    

  
    
      「あなたが校門に現れるまえに、田た中なか春はる男おって知ってる？って、泣きそうになるほどつらかったけど男子に聞いたのよ。本当は女子に聞きたかったんだけど、異性より同性のほうがいいと思って。頑張ったの」

　なぜ男子にぼくのことを聞くのが、泣くほどつらいことなのだろうか？　そこが引っかかる。ライムはぼくの疑問も気にせず、話を続ける。

「あなたは弱いけど、人間的にいいやつかどうか調べようと思って。そしたら、男子はみんなあなたのことをいいやつだって教えてくれたわ。ただほとんどの生徒があなたのことをギャルゴって呼んでた。それがとても気になったの。だから、あたしは背の高い男子にギャルゴってどういう意味ですか？　って聞いてみたのよ。そしたら、ギャルゲットゴッドっていったのよ。なにそれ？　あなたギャルゲットゴッドって、女の子をゲットするのが神懸かり的に上う手まいってことじゃないの？　友達に付き添ってきただけとかいっていたけど、やっぱりまや女子のまえで、このまえナンパしようとしてたのね」

　背の高い男の子というのは、桑くわ島しまだろう。ギャルゲットゴッド。そんな伝説のナンパ師みたいなあだ名がぼくにつくわけない。

「いや、ライム。それはすごい誤解だ。ちょっと聞いてくれ」

　聞く耳を持たないライムが、ぼくを無視して続ける。

「それに、メガネをかけた男子にギャルゴこと田中春男は、女子に好感を持たれるのが上手いのですか？って聞いたら、『ギャルゴくんほど、女の子に愛される男はいないと思います』って声を震わせながら語っていたわ。しかもその好感を持ってくれた女の子とのデートや、好きなものや、こういうことをいったら喜んでくれたなんてことも男達たちに話しているらしいわね。女の子の攻略方法と感想だっていってたわ。最低。でも、そのまま信じたくはなかった。あなたは真ま魅み先生の孫なんだし、なんかの間違いだと思ったのに！」

　メガネをかけた男の子というのは、おそらく草そう一いちではないだろうか。ギャルゴくんほど、女の子に愛される男はいない。草一よ、「女の子に」というフレーズのまえにたった一言でいいから、「ゲームの」と入れてほしかった。ライムの怒りの炎は激しいまま、全焼するまで消えない業火。お願い鎮火して。

「夏休みが明けてからキャンディちゃんがたまにぶらぶらと散歩にいくのは知ってたわ。どこにいっているのか知らなかったけど、キャンディちゃんはとっても頭のいい犬だからそこまで気にしてなかったのよ。当然ちゃんと家に戻ってくるし、どこかに好きなオス犬でもできたんだなと軽く考えてたのに。それがまさかあなただったなんて。なんで人の家の飼い犬と下校してるのよ。女ならなんでもいいのね！　あなた最低よ。ああ、そうだ。思い返せばキャンディちゃんの最近の行動は変だったわ！　ゴミを漁あさっていることもあったし、あたしが食べてたおやつのグミを欲しがったりもしてたわ。あなたのせいね」

「おい、ライム。さっきもいったが誤解なんだ。実にひどい誤解だ。まあ、グミの美お味いしさをかま子こに教えたのはぼくなんだけど。とにかく話せば長くなるが説明させてくれ。いや、説明させてください」

　泣きそうになりながら懇願するぼくを、ライムが払いのけるように両手を突きだす。

「ヤダ、近づかないで。あなたがどうやって女の子達たちからモテまくってるか知らないけど、あたしには通用しないわよ。プレゼント攻撃も催眠術もきかないんだからね」

　催眠術って。ライムのぼくに対するイメージは、最も早はやクラスの女子達がぼくに抱くイメージより悪くなっているようだ。犯罪者を見るようなライム。

「思いだしたけど、あなたにメロメロになってる女の子がいたから、目を覚まさしてあげたわ。田た中なか春はる男おはギャルゲットゴッドだって」

　うん？　ぼくにメロメロの女の子。誰だれ？

「ちょ、ちょっとそれうちの学校の子か？」

「あーヤダヤダ。あまりにも好感を持ってくれている子が多いから、どの子かわからないんでしょ。しょうがないわね、教えてあげるわよ。すっごくかわいい子で、なんか天然って感じだったかな」

　すっごくかわいい子で、初対面の人にでもすぐにバレる天然。コトリしか浮かばない。

「その子になにを話したんだ？」

「田中春男を知ってますか？って聞いてみたの。そしたらその子があたしを驚いた顔で見たかと思ったら、『秘密ですよ』といって、あたしの耳にこっそりいうの。『私の好きな人なんですっ』って。咄とつ嗟さのことで質問と答えがおかしいことに気づけなかったわ。あたしはその子に、あいつは女の子にモテた人数で神呼ばわりされているクズ野郎だって教えてやったわ。あなた、あの子にかけた催眠術を早く解きなさいよ。あんなにフワフワしたしゃべりかたをする中学生がいるわけないわ」

　催眠術がどうのこうのという話を気にしてる場合じゃない。ぼくはもっとも気になることをおそるおそる聞いた。

「おい、その天然の子は、田中春男はクズ野郎と聞いたあと、なにかいっていたか？」

　ライムはもったいぶるように一呼吸おいて、告げた。破滅を意味する言葉を。

「あの子は春男の正体を知らなかったんだろうね。純情そうだったし。急に花が萎しぼんだみたいに暗い顔になっちゃって、しくしく泣き始めちゃったわ。でも、どっちみち最後には何股またも何十股もかけられてたことに気づくんだから、早く教えてあげたほうがいいのよ」

　コトリになんて謝ればいいんだろう。いや、謝るのはおかしい。ぼくは何股どころか、一人も恋人なんていないんだから。謝罪するのではなく、えん罪だと伝えなくては。

　ひとまずぼくは、ライムに恋愛シミュレーションゲームについて長い説明をする必要があるようだ。それでギャルゴの由来の誤認識を改めてもらおう。さてどこから話せばいいのか筋道を考えていると、ライムが懐疑的な視線を寄越してくる。鋭い言葉の追撃。

「じゃあね、あなたなんてほんっと大嫌い。女の敵よ！」

　ライムはかま子こが走っていった方向に駆けていく。弁明の機会を失った。

　ぼくはあまりにひどすぎる展開にその場から動けずにいた。ライムの小さな背中が、すごく小さくなって、すぐ見えなくなった。ギャルゲーゴッドだろうが、ギャルゲットゴッドだろうが女の味方ではないのには違いないんだ、あははっ。自じ嘲ちよう気味な乾いた笑い。

　ぼくのまわりにマボチュー生徒達たちの遠慮のない視線。ギャルゴがまや女子の生徒に「女の敵よ！」といわれたのだ。みんな興味津々というところだろう。

　ふと頭によぎる。衣装拝借魔を張り込む時間を前倒しにしようと持ちかけてきたライム。その話はいつのまにか、どっかに流れていた。

　三日連続、身体からだのあっちこっちに傷を負い、とうとう心にも傷を負った水曜日の放課後。

　マキロンを塗るのが上う手まくて、優しいお姉さんのような保健医をマボチューに求む。



　部屋に戻ってからは、エリアスにライムとの早朝の戦いについて報告。結果なんて擬音一つで説明がつく。ボコボコ。どっちが負けたかなんて、ベッドの端に座るだけで、短い悲鳴を漏らしているぼくの姿を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。尻しりも打撲中だ。ただ、ぼくの顔は無傷。朝の戦いで一切の有効打をもらっていない。ぼくが華麗なフットワークで避よけたっていう話ではないんだ。ライムがあえてぼくの顔に攻撃をくわえなかったのだ。さすがに顔を腫はらして登校すれば、誰だれにやられたのかと教師に追及されてしまう。だからライムは制服で隠れるところばかりに、つっぱり棒を叩たたき込んだのではないだろうか。優しいんだか、厳しいんだかわからない。



「わたしの春はる男おの身体をこんなにしてくれて許せない！　春男、わたしをまや女子に連れてって。決着つけるわ」

「いや、気持ちはうれしいけど、エリアスは部屋にいてくれ」

「ちょっとなんでよ。今度はわたし一人でつっぱり棒使いと戦いにいくわ」

「エリアスは戦えないだろ」

　机の上を苛いら立だたしげに歩きまわっていたエリアス。三角定規を手にしている。エリアスは文房具を武器にする気か？　ぼくは、血の気の多い地伝解決メンバーがコンパスを見つけだすまえに、いった。

「つぎはだいじょぶだからさ。なあ、エリアス落ち着いてくれよ」

　エリアスは、定規の先を見つめていた視線をぼくに向けた。

「なによ。落ち着いてるわよ！　ねえ春男、じゃあせめてライムに会わせて。わたしの存在を知らせましょう。かま子こだって今日の放課後にもう会ったんでしょ？」

「それは、かま子とぼくは一緒に下校してるから。それだって、かま子が地伝の解決メンバーだってことはライムも知らないよ。あ、そういえば、なんとライムがかま子の飼い主だったんだぜ。驚きだよな」

　ぼくのテンションの上がった声とは対照的なエリアスの不機嫌に沈んだ声。

「へえ、かま子の飼い主だったの。驚きね、でも今はその話より、わたしのことよ」

「ライムは信用のできそうなやつだと思うけど、まだエリアスの存在を見せて、どう反応するかわからないんだ。悪い、ぼくはエリアスをぼく以外の人に知られるのが怖いんだ」

　そこでエリアスが面白いギャグを聞いたというように、顔を綻ほころばせた。

「あははっ、なにそれ。春はる男おそんなこと思ってたの？　まるで独占欲みたい。あはっうれしいけど」

「とにかく悪い。まだエリアスの存在を誰だれかに知られるのは危ないと思うんだ」

「別に春男は悪くないわよ。悪いのは身体からだが小さくて、普通の人間に見えないわたしのほう。最近春男と楽しく過ごしてると時折忘れちゃうのよね。自分がただの動く人形だってこと。あははっ」

「ただの動く人形なんていうなよ。エリアスは超小柄な普通の女の子じゃないか。ぼくはそう思ってるよ」

　ぼくは机の上で、俯うつむいて立つエリアスの髪を撫なでた。小さい頭。中指と人差し指の腹だけで全体を撫でられる。

「いつか、エリアスがぼく以外の人と話したり、遊んだりできるようにしたいと思うんだけどな」

「あははっ、無理してそんなできそうにないことをいうの、春男らしくないよ」

　エリアスの努めて明るい声。ぼくはただただ頷うなずいた。と、ケータイの着信音が鳴った。

「……でていいんだよ。もうこの話は終わり。そうよわたしはただの人形じゃなくて、セクシードールのエリアスちゃんだった。ごめんね、忘れてたわ」

　エリアスは立ったまま、上体だけをまえに倒して、腕で胸を寄せる。真面目まじめな話のすぐあとに、真面目なことを話していた照れくささから、グラビアポーズをとり始めるちょっと変わった女の子。かわいいやつだ。

　ぼくはそんなエリアスに軽く頷いて、電話にでた。ディスプレイには、『東ひがし舟ふな道みち誠せい一いち郎ろう』と表示。誰だこの長い名前はと一瞬思ったが、フネの本名だということを思いだした。

「よお、東舟道誠一郎。どうした？」

「おお、うれしいね。ギャルゴはおれのフルネームを忘れているかと思ってたからな」

「で、フネなんか用か？」

「いやいや、大したことじゃないかもしれないんだけど、一応ギャルゴの耳に入れておこうと思ってな。大おお事ごとになるかもしれないしよ」

　大したことないのか、大事なのか、どっちだ。話を促すと、フネが声を顰ひそめるようにしゃべり始めた。最初はスローな語り口。怪談話をする稲いな川がわ淳じゆん二じみたい。

「今日の放課後。まあ、ついさっきのことなんだけどな。新聞部にいたら、部活してない生徒の下校を促す校内放送がちょうど聞こえてたから、四時半くらいだと思うんだけどよ。おれは新聞部内のちょっとしたゴタゴタで必要な資料を取りにいかなきゃいけなくてさ、部室から教室に一人でいったわけよ。いやいや、おれが教室にいった理由は、どうでもいいんだ。でさ、ギャルゴも知ってるだろうけど、文化系の部室棟と、グラウンドと体育館、吹奏楽部がいる音楽室以外はこの時間っていうのは、生徒なんていないんだよ。夕方でそろそろ薄暗いしな。おれは廊下から自分の教室が見えてきた時、あれっと思ったよ。電気の点ついていない教室内でなにかが動いた気がしたんだ。でもよ、それほど気にはせず、教室に入った。そして、見ちまったんだよ」

　フネのもったいぶるような説明。ぼくが相づちも打たないで、ケータイを耳に当てていることにエリアスが怪け訝げんそうな顔。ライムとの戦いにいくことは諦あきらめたエリアスであったが、ペン立てのなかにコンパスを見つけて、ニンマリとした表情を見せている。コンパスを振りまわすエリアス。フネの体験した怖い話みたいな事柄よりも気になる。ぼくの目のまえで怖いことがリアルタイムで起こったらどうしよう。

「着物を着た女が、ギャルゴの机をしげしげと眺めているんだ」

　ぼくとは無関係だと思っていた話に、急に自分の名前がでてきた。

「え、ぼくの机？」

　フネはぼくの驚きの混じった反応に満足するかのように、「そうなんだよ」と続けた。

「最初は着物の背中しか見えてなかったんだけど、１７０センチ以上はありそうに見えたぜ。でも大柄なんて印象は全然なくてよ。祗ぎ園おんの舞まい妓こさんのように女性的な柔らかさみたいなものが背中から溢あふれでていたんだよ」

　ツッコミを入れたいところが二つ。フネよ、お座敷遊びはしたことないだろ。それに、女性的な柔らかさっておまえが女性について語ったのをはじめて聞いたぞ。なんだその表現。

「おれの存在に気づいていなかったと思うが着物女は振り返っておれを見た時、別段驚いた様子もなくすごく穏やかな笑みを浮かべていた。着物女はゆっくりと机と机の間の海を泳ぐようにおれのまえにやってきて、そのまま無言で教室をでていったよ。新聞部員ならそこは追わなきゃいけないところだったんだろうけど、なんか追いかけられなかった。そして、わかった。一昨日おとついの朝の校門で着物を着て、ギャルゴについて聞きまわっていた女と同一人物だってな。クラスの男子の間でかなり噂うわさになっている春の優しさと秋の静けさを秘めた女性だったんだ」

　春の優しさと秋の静けさを秘めた女性。そういえば昨日も学校で聞いた気がする。ネーミングのセンス云うん々ぬんより、そのネーミングの長さに苦言を呈ていしたい。

「クラスの男子達たちはそんなに着物女のことを噂しているのか？」

　ずっとフネのペースで話を聞いていたが、ここらで質疑応答。

「それはあれだろう」

　どれだよ。

「銀幕のなかのスターのような美しい人だから、噂になるだろうよ」

　フネが女性を美しいというのは大変珍しい。鮮度のいい赤味のマグロを見て、ルビーのように美しいといったことはあったが。それにしても、銀幕のなかのスターのようなという表現が古いと感じたのは、ぼくだけじゃないはずだ。フネが続ける。

「それにギャルゴのことを聞いてまわるというのも気になるしな、質問内容が紙に新聞の切り抜きで書いてあるというのがなんともミステリアスだ」

　やっぱりだった。昨日フネから話された時、聞き忘れていたが、校門でぼくのことを聞いてまわっていた人物は口がきけないんじゃないかと思っていた。衣装拝借魔も新聞の切り抜きの置き手紙を寄越してくる。校門のまえにいた着物姿の女もこれで同一人物だと確定だろう。水性のクロが油性のクロに変わったくらいのことだけど。

「ったく、フネよ。新聞の切り抜きなんかでつくった質問用紙を見せてくる着物女なんだったら、昨日のうちにそれを教えてくれよ」

　着物女という単語を聞いたエリアスが、興味津々の顔でぼくの肩に移動してくる。

「いやー悪い悪い。あんまりギャルゴを脅かすのも悪いと思ったし、他ほかの男子どもも、あまりに整った着物女の容姿ばかり記憶に残ってたんだろ」

「そうかよ。用件はそれだけだな。切るぞ」

　返事を待たずに終話ボタンに指をかけようとした時、新聞に関しては尋常じゃない執念と知識を持つフネが、気になることをいった。

「いやー、今時新聞の切り抜きなんて古いドラマみたいでいいじゃないか。しかも、つかわれた新聞は真ま幌ぼろスポーツタイムスだぜ。おれ以外に読んでる人がいてよかったぜ」

「うん？　真幌スポーツタイムス。なんだそれ」

「真幌市の弱小地方紙だよ。あの切り抜きにつかわれていたインクと紙質、フォント、間違いないと思うぜ」

　とんでもない特技を持った中学生だ。フネのこの情報で、着物女がどこの誰だれかがわかったりはしないが、とても大事なヒントのような気がした。そこで肩口のエリアスが不思議がる声を上げた。

「あっ、外」

　エリアスが窓の外を指さしている。カーテンに手をかけ、ぼくも見る。エリアスの指の先は家のまえの電柱の下。確かになにかいた。人影。その装いは……。

　着物女！

「うん？　ギャルゴ今なんか女の子の声しなかったか？　ギャルゲーでもやってんのか？」

　ただ、ぼくがその姿を確認した時には、着物女は背中を向けていた。顔は見えない。暗がりに溶けるように消えていく。

「フネよ。その着物女は、何色の着物を着ていた？」

「おお。極妻みたいな黒い着物だよ」

　窓の外。着物女の背中はすっかり見えなくなっていた。でも今見たばかりの背中は当然覚えている。瞳ひとみの裏に焼きついているようだ。黒い着物の背中。帯は燃えるような赤。

「なあフネ、帯の色は真っ赤か？」

「そうだぜ。ん？　なんだ？　ギャルゴなんで知ってるんだ？」

「たった今、家のまえにいたんだ」

　電話の向こうでフネが息を呑のむ。たっぷりとした間。ぼくはエリアスと見つめあう。やがてフネが吠ほえた。砂じや利り道を激走する貨物満載のトラックみたい声。

「ギャルゴそれってストーカーってやつじゃねえのか!!」

　演劇部の次回公演『恋れん哀あい』のヒロインと、行動が符合している着物女。

　いき着く先は、心中。

　冗談じゃなくなってきた気がする。



　フネとの電話が終わってすぐ。午後六時半過ぎ。夕食の時間。気分はメシどころじゃないが、母さんに心配をかけるわけにもいかない。まさか、どっかの着物女がぼくと心中しようとしているなんていって、泣きつくわけにもいかない。いつものままで家族と接しなくちゃ。Ｂ級ヒーローの苦悩。

「じゃあ、メシ食べてくるわ」

「ねえ、春はる男お。わたしを連れてってっていったらダメだよね？」

　無茶をいうエリアス。困らせることを続けていう。

「春男のパーカーに隠れて入っていくってどう？　だいじょぶだと思うの……ダメ？」

「らしくないな。最悪家族にエリアスの存在がバレかねない危ないことを、なんでしようとするんだよ？」

「あははっ、そうだよね。ご、ごめん。なんでもない」

　どもるエリアスなんて珍しい。机の上のエリアスが視線を不意に窓の外に流す。空を見たのではなく、低いどこかを見た。「着物女……なんであそこに」と呟つぶやいた気がした。



    

  
    
      



    

  
    
      「もしかして、ぼくが家の食卓で着物女になんかされるとか思ってたりする？」

　エリアスが机の端に視線を落として、いった。

「なによ。思ってたら悪いの？　だって、着物女は間違いなく地伝の影響を受けてるのよ。さっき、見た時も地伝のオーラ感じたし」

　いつもは、怯おびえたりすることのないエリアスがすごい心配性になってる。

「春はる男お、だってコレとか」

　エリアスが机の端に積んであったマンガの山から一冊取りだす。受け取って、ぱらぱら捲めくるとエリアスが心配性になっている原因がなんとなくわかった。フネのいったストーカーというワードがいけなかったのだ。渡されたのはストーカーがメインのホラーより怖いラブストーリーの少女マンガ。変に怖がってしまったのだろう。

「エリアス、これはマンガだよ」

「わかってるけど、心配してなにが悪いのよ。そりゃわたしは身体からだが小さいから、春男にもしものことがあっても守ってあげられないけど」

「え、ぼくのことを守ってあげたいとか思ったりすることあるのエリアス？」

「なによ。いつも頭つかって守ってあげようとしてるじゃない？　気づかなかったの？　……ごめん。いいや、わたしは見たいアニメがあったの。それ見なきゃ」

　ぼくは、小さく頭を下げて、テレビを見つめる同居人を置いて、部屋をでた。



　今日の晩ご飯は、母さんお手製の八宝菜。ＴＶはスポーツニュース。大リーグの試合結果速報が流れてる。おまけに日本人選手が在籍していた球団特集も。ただ穏やかにニュースを見ながら食事にありつくのは難しいようだ。いただきますの言葉をいい終わる頃ころには、ニンジンがナナコの食器から飛んでくる。母さんの視線が逸それた間かん隙げきをつく見事なタイミング。体感速度１００マイルで飛んでくるニンジンは、皿へのストライクは苦手なようで、ぼくの顔面にピタッと貼はりついた。デッドボール。

　朝はライムにたこ殴りにあい、実の妹にはこの仕打ち。劣悪な環境に耐え続ける長男を気にしてはいない母さんがナナコにいう。

「そういえばナナちゃん。学芸会はお芝居をすることになったんでしょ。学級通信にシンデレラをやるって書いてあったけど、役はもう決まったの？」

「はい……決まりました」

　歯切れの悪いナナコ。

「ナナちゃんはなんの役を貰もらったの？」

「シンデレラのお姉ちゃん役でした」

　童話シンデレラの姉といえば、正真正銘の嫌みな悪役じゃないか。ナナコがそんな役に立候補するとも思えないので、くじ引きか誰だれかの推薦で決まったのだろう。ナイス配役だ。

　ナナコにはお似合いの役だと思っていたのが、ぼくの顔に表れてしまったのだろう。失態だ。ナナコはそれを見逃さなかった。食卓下のぼくの太ふと腿ももに箸はしの先が突き刺さる。痛みに涙ぐみそうになりながら見たテレビはＣＭ中。

『ストレス社会で戦うあなたにギャバがおすすめ』

　ぼくにはギャバが必要。



　そのあとは、箸はしを突きたてられることもなく食が進む。いち早く食べ終わったナナコはテレビのまえに体育座り。どうやらこれからアニメが始まるようだ。まるで純粋な子どものように画面に見入っている。七歳児らしい一面が残っていて安心する。

『ナナコちゃん。さあ一緒に歌って踊るわよ』

　テレビから「ナナコちゃん」と呼ぶ声。どうやらアニメのなかにナナコちゃんというキャラクターがいるようだ。ナナコは自分と同じ名前の登場人物がいることで、さらにこのアニメを気に入っているみたい。ナナコがテレビに向かって、ポーズを決める。祈るように胸のまえに両手をあわせて、クルッとその場で一回転。無邪気な幼い声でいう。

「はぁい、お姉ちゃん。いつものように一緒に歌って踊りまぁす！　エリエリー」

　どうやら、このアニメはオープニング曲のまえにヒロイン姉妹の二人のセリフが入るようだ。そのセリフをナナコはテレビに向かっていったというわけ。最後の「エリエリ」はアニメのなかで意味を持つ掛け声らしい。軽快なアニメソングが流れ始める。ＯＰに夢中のナナコ。母さんが娘の愛らしい姿に目を細めている。

「ナナちゃんはこのアニメの歌が好きで、『ナナコちゃん、さあ一緒に歌って踊るわよ』のあとに必ず今の決めゼリフをいうのよ」

　娘の好きなことを知っているのが自慢であるかのように母さんは、得意げにぼくにいう。そして、母さんは食器を片付け始める。テレビはオープニング曲が終わって、ＣＭに入っている。ぼくはナナコの小さな背中に向けていってみた。なるべくかわいい声で。

「ナナコちゃん。さあ一緒に歌って踊るわよ」

　ナナコは例のポージングをしたあとに弾むようにいう。

「はぁい、お姉ちゃん。いつものように一緒に歌って踊りまぁす！　エリエリー」

　びっくりするほどお茶目なナナコ。暴君らしくない。でもそもそも普段だって自分の部屋で一人おもちゃで遊んでいるのだから、子どもらしいといえばそうなのだ。ただ、遊びかたに背筋が寒くなるものを感じるのだけれど。兄としてはアニメの決めゼリフを覚えているこの無邪気さを尊重してあげたい。失ってほしくない。そう思いながら夕食を終えた。



　部屋に引き上げたあと。

　エリアスが見ていたアニメは、ナナコと同じものだった。暴君である妹の無邪気な一面を笑い話としてエリアスに話した。シンデレラのお姉さん役というのもおもしろ話に追加。

　一通りナナコの話をし終わったあと、ぼくとエリアスはそれぞれの時間を過ごした。マンガを読むエリアス。ぼくは着物女のこと以外に気になっているコトリのことを、考え始めた。ライムのせいで、ぼくに誤解を持ったと思われるコトリ。

　ギャルゲットゴッド。数多くの女性と桃色の関係を築いているモテモテ野郎。そんな馬ば鹿かな。きみなら当然わかってくれていると思うが、ぼくが何股またもするわけない。いや、できるわけがない。コトリからのぼくへの信用がないとは思わないけど、コトリはサンタさんを信じている幼稚園児のようにただただ純粋で、人が故意に嘘うそをつくなんて思いもしない子なんだ。当然初対面のライムが自分に嘘を教えているなんて思わないコトリ。しかもこの件に関しては、ライムも自分が嘘をついたつもりはないのだ。ギャルゲットゴッドとギャルゲーゴッドを勘違いしていたために起こった悲劇だ。ライムが勘違いしたままなのも、誤解を解きたいところ。

　ぼくはケータイのアドレス帳でコトリの番号を見つめる。11桁けたの数字の並びを網膜に焼きつきそうなほど眺めて、フリップを閉じる。また開いてコトリの番号をだす。別に暗記をしているわけじゃない。ボタンをあと一回操作するだけで、コトリとおしゃべりができる。またフリップを閉じてしまう。ボタンを一度押すという動作が遠い。

「もう、春はる男お。さっきからなにウジウジとケータイの開け閉めしてるのよ。学校で机の下から女の子を盗撮する練習でもしてるの？　なんならつき合うわよ」

　いつのまにかマンガを置いて、机の上で屈伸運動をしているエリアス。

「柔軟中のエリアスに手伝ってもらわなくてもだいじょぶだよ。それに盗撮なんかするか」

「まあ、わたしはポージングをつぎのレベルまでもっていくために、柔軟性を取り入れている最中だから、確かに忙しいんだけどね」

　人形であるエリアスの身体からだが柔らかくなるのかは不明だが、努力するエリアスのやる気を削そぐようなことはいえない。前屈しながら、わたしをイエローキャブに入れろと叫んでいるエリアスは、恐ろしいほど本気だ。

「なあ、エリアス。ゲームでもしないか？」

「うん？　いいわよ」

　ぼくがケータイを枕まくら元もとに置こうとしたら、電子音が鳴る。好きな曲の印象的な一小節だけを切り抜いた短い着信音。メールだ。フネか草そう一いちかな。エリアスは机から、床のカーペットのクッションにジャンプ。ゲーム機を起動する。ケータイを開く。送信者は、ぼくがボタンを押せない相手コトリからだった。

『電話していいですか？』

　舌っ足らずでかわいらしい口調のコトリのメールの本文は、要点だけを書くさっぱりとしたもの。これがコトリの口からでた言葉なら、最後の「ですか」のうしろに「っ」か「ぁ」がつく。エリアスの早い行動。ゲーム画面ではいつかのセーブデータを只ただ今いまロード中。

「エリアスごめん。またあとでゲームしよう」

「なによ。もう、自分からやろうっていったくせに。相手はコトリ？」

「うん、すまん」

　ぼくはコトリと電話するべく、部屋をでて、家の外に向かった。

　そういえばエリアスと出会ってから、自分の部屋でコトリと長電話をしたことがない。フネや草そう一いちだったら、あまり気にせずできるんだけど。っていうよりエリアスと出会うまえは、コトリとも気軽に話せるような間柄ではなかったから、ぼくはコトリとケータイで話す時はいつも外なんだと気づいた。いや、一回だけ部屋で長電話したことがある。演劇大会の前日、エリアスの電池が抜けていた時だ。

　発信してコール二つで繋つながる。

「もしもしぃ。春はる男おくん、あのね。う、うーんとね」

　なにかをいいたくて、むずむずしている気持ちが目一杯含まれたコトリの声。

「どうしたのコトリ？」

「うん、あのね」

　コトリの声には暖房効果あり。家の外にいる肌寒さなんて気にならなくなってくる。

「なんでもいって。あ、でも、そのまえに聞いてほしいことがあるんだ」

　ぼくのことを誤解しているであろうコトリ。

「コトリは今日さ、放課後の校門で……」

　ぼくはこのあと弁解するように説明した。地伝のことは省いて、ライムがかま子この飼い主だから、それで知りあったこと。どういうわけかぼくのことが気になって、周辺の人達たちの評判を聞きまわったこと。これは苦しいいい訳だ。相手がコトリじゃなかったらツッコまれそう。あとギャルゴの由来を勘違いしていたことも当然伝えた。この話が一番大事。でもこの説明がまずかった。

「うん。もちろん知ってるよ。春男くんが女の子に対して、そんなひどいことをする人じゃないって。私が泣いちゃったことを春男くん知ってたんだね。そうかぁ、その、谷たに崎ざきライムさんから、私のこと聞いたんだね。泣いちゃった私のこと聞いたんだね。そっかぁ」

　語尾の「そっかぁ」が、いつもの幼い口調であるにもかかわらず、無性に悲しい響き。

「ごめんね。嫌な思いさせちゃって」

「ねえ春男くん、じゃあね、わがままぁいってもいいかなっ？」

　電話の向こうからいつものコトリらしい明るい声。

　コトリは、わがままをいうまえにわがままをいっていいかどうかぼくに聞く。かわいいわがままの予感。当然こう答える。

「いいよ。いって」

「明後日あさつてはね、いよいよサミーのカラオケ大会があるから。明日の放課後はね、春男くんに一緒にいてほしいなっ。歌の練習しようと思うのぉ。近くで聞いていてほしいなと思っちゃったりしちゃいました。ダメかなぁ？」

　スパークリングワインの泡のように、ぼくの耳で小さく弾けるコトリの声。お願いごとを拒む気なんてさらさらなくしてしまうかわいらしい響き。ぼくは間を置かず答えた。それとぼくがシャンパーニュ地方のワインの微発泡について知っているのは、別に愛飲してるわけではないので勘違いしないでくれ。

「いいね！　是非練習につきあわせてくれ。コトリの歌を聞けるならどこにだっていくぜ」

「もうっ、春はる男おくんったら、ふふっ。じゃあ、明日楽しみにしてますね」

　楽しげなコトリの言葉の終わり。電話の向こうのコトリの近くで誰だれか女の人の声がしたような。慌てたようにコトリがいう。

「ごめんね春男くん。これからお風ふ呂ろみたいなのっ」

「うん、いってらっしゃい。ぼくもお風呂入ろうかな。最近ちょっと身体からだのあっちこっちが痛くてさ」

　理由は簡単。月火と本日の水まで三日連続、軽いケガを負わされているからだ。

「えっ、春男くん。身体痛いの？　だいじょぶですかぁ」

「ああ、だいじょぶだいじょぶ。転んだっていうか。軽い打撲みたいなものだから、そんな大したことないんだ」

　コトリに心配かけるのは嫌だったので、軽い調子でいった。実際そんな深刻なことでもない。でもコトリはやけに真面目まじめな声をいう。

「……確か効能が打ち身、皮ひ膚ふ病だったはずっ」

「うん？　コトリなにかいった？」

「春男くん、それは温泉にいったほうがいいです！」

「えっ、温泉？」

「私がなんとかします。春男くんの身体を回復させます」

　どこからこんな話になったのだろうか。突然源泉の効能を呟つぶやき始めてから、いつのまにかコトリはＲＰＧの白魔術師みたいなことをいい始めている。

「春男くん、あのですね。サミーのカラオケ大会の優勝賞品はあやかし健康ランドの年間無料パスポートなんです。それをプレゼントしますね」

「あ、ありがとう。気持ちだけですっごく嬉うれしいよ」

「気持ちだけじゃダメです。あ、あの私は春男くんに、夏休み明けてから、あの、瞳ひとみがなくなっちゃって部屋からでられなくなちゃった時に、毎日部屋のまえにきてくれて、すっごく助けてもらったのになにもお返しをできてなかったから、春男くんに喜んでもらえることがしたいんですぅ」

　必死なコトリの声。当然、ぼくも真剣に受け止める。コトリとこうして話していることで充分ぼくは喜んでいたが、そんなセリフがいえるほどぼくの口は滑らかじゃなかった。

「おお、ありがとう。じゃあ、プレゼント楽しみにしてるよ。コトリ優勝しなきゃね」

「はぁい！　頑張りますよぉ」

　軽い打撲を負った中学生男子に、温泉の年間無料パスポートをプレゼントしてあげようとするコトリの性格がかわいいと思った。そんなプレゼントをしようと考える女の子は他ほかにはいないんじゃないだろうか。唐突だけどコトリの思いやりが溢あふれてる。

　ぼくは健康ランドで毎日コーヒー牛乳を飲むためのお小遣いを貯めながら、待とうかな。



　このあと、コトリとおやすみなさいをいいあった。楽しい通話はコトリの柔らかい声の余韻をぼくの耳に残して終了。コトリにおやすみといってもらえただけで今夜の安眠は約束されたようなものだ。日の暮れた空の下。自宅近くの電柱からぼくの部屋を眺める。コトリとの通話が終わると身体からだが冷えていたことに気づくから不思議だ。

　さあ部屋に戻ろう。その時、人の気配。

　電柱を離れて数歩。暗がりの向こうから、音もなく長身の女性が歩いてきた。街灯に女性の顔が照らされるまえから誰だれかわかった。着物の佇たたずまい。間違いようがなかった。昨日今日とぼくのまわりに現れた着物女だ。

　不意に頭上の窓をコンコンと叩たたく音。振り返り仰ぎ見る。エリアスだ。ぼくはケータイをすでにポケットにしまっている。エリアスは電話もしていないでなに外に突っ立っているの？って顔をして、早く戻ってきてよというように手を振っている。エリアスの視線がぼくから、ぼくのまえに流れる。着物女は、ぼくのすぐ側まできていた。

　涼しげな目元。真っ白い肌の小顔。息をのむほどの端正なつくり。

　その顔は、やっぱり昨夜の演劇部の部室で見た衣装拝借魔の顔そのものだった。同一人物説正解。相変わらず微み塵じんの敵意もない。旧友に再会できたような友好的な安あん堵どを顔に滲にじませている。

「なあ、ぼくのことを昨日の朝に校門で聞いてまわっていたらしいけど、なんでそんなことするんだ？」

　着物女はなにもいわない。表情も変わらない。優しい微笑ほほえみのまま。

　そして、衣装拝借魔兼着物女は、昨夜の学校内での初対面の時と同様になんのためらいもなく、飛んできた風船を捕まえるような優しさでぼくを抱きしめた。

　エリアスの見ているまえで。



　衣装拝借魔であり春の優しさと秋の静けさを秘めた女性である着物女は、ゆっくりとぼくと密着していた身体を離した。着物女はぼくにほんのり体温と微笑みを残して、風のように去っていく。追いかけようとしたぼくは、ポケットになにか紙片が入れられていることに気づいた。

　取りだして開いてみる。まっさらな紙に新聞の切り抜き文字。

『今こ宵よいも真ま幌ぼろ市立第一中学校の演劇部の部室に参上いたします。そして、衣装をお借りいたします。田た中なか春はる男お様に是非捕まえにきてほしいです』

　アニメのなかの怪盗の予告状みたい。

　ぼくは部屋に物干し竿ざおを取りに戻る。エリアスの声が矢のように飛んでくる。

「春男、今の！」

「ああ、着物女だ。これ」

　エリアスに紙片を渡す。

「春男いくの？」

「うん」

「わたしはダメだよね？」

「すまん、ライムも衣装拝借魔を捕まえにくるから」

「わかったわ、頑張ってきて。今朝みたいにボコボコになって帰ってきたら、湿しつ布ぷ漬けにするからね」

　部屋をでた。着物女と戦うのなら、エリアスが仲間にいてほしいがこれはライムとの戦いでもある。ライムとどちらが先に着物女をとっ捕まえられるか。一対一の男と女の真剣勝負。同様の理由で、かま子こも連れていけない。キャンディちゃんを戦闘要員にしたら、ツインテールの飼い主のお叱しかりが怖い。



　午後八時ジャスト。タニザキ近くの空き地に到着。妙にそわそわとあたりを気にしているライムが遠目に見えた。いそいそとタニザキの裏からでてきたようだ。

「おーい、ライム！」

　ライムは、足音すらも立てないかのように中腰姿勢でこちらにやってくる。

「ば、ばか。大きな声ださないでよ。バレたら、どうするの？　もう」

　バレるってなんのことだろう？

　困惑しているぼくを見て、ライムがため息。

「あのね。まえにもいったでしょ。門限が七時半なのよ。はじめて門限破るんだからね。バレたら責任取ってよ」

　どういう責任を課せられるか不明。

「そっか門限だったな。あ、それで衣装拝借魔を張り込む時間を早くしようといっていたのか。とりあえずきてくれてありがと」

　どこに苛いら立だったのかわからないが、ライムの瞳ひとみは早くも点火。ぼくを睨にらむ。視線が当てられた場所から焦げつきそうな強い眼光。

「あなたが最低だからよ」

「うん？」

「あなたが沢山の女の子にモテまくって、さらにそれを自慢してまわっているような最低野郎だから、あたしははじめて門限を破ったの。あなたなんかに地伝を解決する能力勝負で負けたくないからね。絶対」

　親の仇かたきを見るような目でぼくを見るライムと共に、マボチューに向かった。ギャルゲットゴッドの誤解を今から解くのは容易ではないようだ。その目が深い怒りを物語っている。

　ライムははじめて見る私服姿だった。

　ずんずんと先頭をゆくライムのうしろ姿はミニのプリーツスカート。上は日本教育書道連盟の有段者が書いたような達筆な字の刺し繍しゆうが背中に入ったジャンパー。字は、タニザキと書かれている。あんなに力の込められた美しいカタカナを見たのははじめてだ。

　ただ、ぼくに対する怒りにどっぷり脳天まで浸つかっているライムに、タニザキのスタッフジャンパーカッコイイねとはいえなかった。なんで私服の上にスタッフジャンパーを羽織ってきたのとも、聞けなかった。ライムの小さな肩にかけたバットケースのなかで硬いもの同士がぶつかりあう音。おそらくつっぱり棒が入っているのだろう。あれで殴られるのはたまらなく痛い。



　マボチューに到着。ライムとは特に会話なし。

　あっさり校内に侵入し、演劇部の部室に入り込んだ。衣装拝借魔はぼくをここに誘ったのだ。隠れる必要なんかない気がするが、だからといって教室のど真ん中にいる気にもなれない。衣装棚近くに多分演劇部の備品なのだろう大きめのダンボールがあったから、それを組み立てて、頭から被かぶった。ライムのアイディア。箱にしたダンボールをそれぞれ頭から被って、並んで座る。暗くら闇やみに体育座りで隠れたダンボールが二つ。恐ろしく間抜けな光景になっていることだろう。

「なあ、ライム」

　ダンボールのせいで、くぐもったぼくの声。

「なに？」

「ダンボールは別に被らなくてもいいんじゃないか？　さっきもいったけど衣装拝借魔は、ぼくをここにくるように呼んできたわけだし」

　家のまえで衣装拝借魔に予告状を渡されたことは、学校にくるまでの間に一方的に話しておいた。話し終わったあとは、拝借魔を捕まえられなかったぼくを「のろま」と批判するような冷たい一いち瞥べつをくれただけだ。しかも現物である予告状も目を通したあと、「キモイ、コワイ」といってぼくの胸に突き返してきた。機嫌の悪い女性はなによりも怖い。

「ダメよ。ダンボール被っていることで、ここに人がいるとは勘づかれないと思うし、それなら不意打ちができるわ。被るのが嫌なら、あなた一人でそうしなさいよ」

　自分がこれほど怒っている相手に対してもあなたと呼ぶライム。そういえばずっとぼくのことをあなたと呼んでいる。

「なあ、ライム」

「なによ？」

「なんで、ぼくのこと、あなたって呼ぶんだ？」

　間。横に机二つ分は離れたダンボール越しなので、ちゃんと聞こえていなかったのかと不安になる。もう一度いい直そうとしたら、ライムのほんの小さな声がする。

「……男の人だからよ」

「うん？」

　聞き間違いだろうか。理由がよくわからない。

「あたし、お兄ちゃんとお父さんとしか男の人とまともに話したことがないの」

　お兄ちゃんとは、タニザキの勤労意欲のない金髪の店員のことだろう。

「女子中だもんな。男子いないわけだし、あ、でも男の先生はいるだろ？」

「……話さないもん」

「え、話さないって？」

「あたしの担任の先生って、小学校一年生の時からずっと女の先生なの。だから男の先生とはほとんど話したことないの」

　担任だけじゃなくたって、教科を受け持っている先生とはたまに話すこともあると思うけどな。ぼくは質問を続けた。

「ソフトボール部はどうなんだよ？　顧問は？」

「顧問の先生は女性だから、問題ないの」

「そうですか」

　ここまで話して、当初の質問の答えをまだもらっていないことに気づいた。

「で、どうしてぼくのことをあなたって呼ぶんだ？」

「……男の人のことを呼ぶ時になんて呼べばいいかわからないんだもん。だから、好きだったテレビドラマのマネしてみたの」

「ん？　マネってどういうこと？」

「ヒロインが、一緒にいる男の人のことをあなたって呼んでいたから」

　呆あきれた。どこの世界に、異性に対する呼称をテレビドラマから学ぶ中学生がいるんだ。頭が痛くなってきた。疑問があったので、軽い調子で聞いてみる。

「そのヒロインと一緒にいた男の人というのは、どういう間柄の二人だったんだ？　まさか、つっぱり棒と物干し竿ざおで戦う運命の二人じゃないんだろ？」

「その二人は、そ、その、ふ、ふ」

　今日麩ふの味み噌そ汁しる（変換すると、恐怖の味噌汁。昔流は行やったらしい）の麩のことをいいたいわけではなさそうだ。

「夫婦だったの」

「おい、そのドラマのなかの奥さんが旦だん那なさんを呼ぶ時につかっていたのをマネて、ぼくを呼んでいたのか？」

「ち、違うのよ。ドラマのなかの夫婦は冷め切っていて、男の人のほうは浮気してたから、二人は別にラブラブってわけじゃなかったの。だから違うの」

　違うの意味がわからない。ダンボールで顔は見えてなくても、ライムが相当焦っているのが声でわかる。

「あのさ、あなたはあなたって呼ばれるのがイヤなの？」

　最初の「あなた」を「春はる男お」に変換するとわかりやすい。前者のあなたは誰だれのことを指すでしょうか？　国語の易しいテストみたい。

「別に嫌じゃないよ。あなたでもなんでもいいよ」

　この話はこれで終わったのか。沈黙が流れた。物干し竿とつっぱり棒の製品名と製造メーカーの古今東西でもしようかといおうとしたぼくのまえに、ライムがいう。

「あなたは、あたしのことライムって呼ぶね。なんで？」

　聞かれても困る。確か、一番最初に会った時にあたしはライムって自己紹介された気がする。だからだ。他意はない。

「家族以外の男の人に下の名前で呼ばれたのはじめてなの。これってなんか意味あるの？」

「意味なんてないぞ。ライムがぼくのまえにはじめて現れた時は、キャッチャーマスクにつっぱり棒で襲いかかってきたんだ。しかも名前を教えてくれた時なんて、ライムがサンデー大工のゴミ箱に座って名乗っていたじゃないか。意味なんてないよ」

「それを聞いて安心した。あたしはあなたのこと嫌いだから。ライムって呼ばれるたびに嫌だったけど、特になにも考えてないなら、まあいいわ」

　男性と話したことがないとカミングアウトしてくれた時の、しおらしい響きは声になくなっていた。

「なあ、ライムって呼ばれるのが嫌なら、谷たに崎ざきさんって呼ぶか？」

　ボール紙の向こう。カーペットになにか擦れる音。

「……一つだけいっておくわ。あたしを谷崎の姓で呼ばないで」

　凜とした声が真っ正面からやってくる。ライムはダンボールを被かぶったまま、座った姿勢でぼくの横から正面に移動したのだろう。二つのダンボールがぶつかって向かいあう。

「どうした？　ダンボールごと近づいてくるなよ。ちょっと驚いたぞ」

「今から真面目まじめな話をするから、聞いて」

「ああ、わかったよ」

　ライムの声のトーンは真剣なまま。そんなに真面目な話をするなら、せめてダンボールを被るのはやめて、ちゃんとした姿勢で話を聞くよといおうとしたら、ライムは決心したように話し始めた。

「あたしは小学校の頃ころ、クラスの男子にエロ本ばっか売ってる店の娘ってことで散々からかわれたの。小学六年のあたしは男子から、エロ本屋の長女が略されてエロ長と呼ばれていたわ。幼稚園の時から男の子と話すのは苦手だったけど、それからは怖くて全く話せなくなったの。だから、あたしは大好きなバッティングセンター通いもやめて、必死に勉強したわ。もともとあたしあんまり頭よくないから、学校から帰ってきたら一日八時間は机にかじりついたの。そんなあたしの真剣な思いは両親にも届いていたみたい、まや女子を受験することをお願いしたらあっさり承諾してくれて、応援してくれたわ。まや女子に入ったらソフトボール部があるの知っていたから、それを楽しみに頑張った。男の人となんか喋しやべることのない学校生活を夢見て頑張ったわ。そして、まや女子の合格を掴つかんだ。あたしの小六の思い出は、エロ長と呼ばれる学校生活と具合が悪くなりそうな勉強漬けと、真ま魅み先生のもとで占いの勉強をする日々だった。真魅先生といる時だけが楽しかったなー。だから、タニザキの店の話もしないで」

　古紙独特の匂においが漂うダンボールのなか、ライムの話は終わった。

　エロ本屋の長女が略されて、エロ長と呼ばれる。ギャルゲーゴッドが略されてギャルゴとなったぼくだが、世の中にはひどいあだ名がつけられている人がいるもんだ。

　勤労意欲のない息子。悲しきあだ名のせいで愛社精神を持てない娘。タニザキの未来はおそらく、このダンボールのなかのようにかぎりなく真っ暗だ。

　そういえば、ライムは一昨日おとついのサンデー大工で小一のときに真ま魅みばあちゃんに助けられたといっていたっけ。小六のライム。小一のライム。女の子の過去には秘密がいっぱい。ぼくはダンボールの取っ手の穴から室内を見ていた。男と話すのが苦手なはずのライムが、ぼくに対して普通に話しているのが若干気になってきた午後八時半頃ごろ。

　きた。

　部室内に誰だれかが入ってくる気配。ダンボールの穴から見える世界に、背の高いシルエット。衣装拝借魔だ。

　最初に仕掛けたのは、ライムだった。

　バネ仕掛けのおもちゃみたいに、ダンボールからライムが飛びだす。

「覚悟しろ！　あたしが捕まえる」

　不意打ちをするんじゃなかったのかよと思いつつ、ぼくも続いて、ダンボールを押し上げた。ライムは部室の中央にいる拝借魔には向かわず、なぜか廊下への唯一の出入口である内うち側がわに開くドアのもとへ走っていた。そこでバットケースから素早く取りだしたつっぱり棒を伸縮させる。

「へへっ、これでこの部屋から逃げられないよ」

　窓枠の下の壁と、内側に開くドアにつっぱり棒をセット。あっぱれ。これで、ライム以外脱出不可能の監禁状態完成。ただ、拝借魔は三階の窓からだって逃げられるのをライムに話し忘れていた。学校にくるまでライムの機嫌が悪すぎて、いろいろ話しかける雰囲気ではなかったのだ。

　拝借魔は、ぼく達たちがいないかのように平然と衣装棚のなかを物色している。ぼくはまるで戦う気を感じさせない拝借魔こと着物女に、物干し竿ざおを振り下ろすことができなかった。腕に持った竿さおはそのまま、捕まえようと歩みよる。ライムも駆けよる。

　拝借魔は衣装の入っているであろう袋を胸に抱える。対たい峙じするライムと衣装拝借魔。間合いは火花散らす２メートル弱。つっぱり棒が空気を裂く音。無駄のないスイングが拝借魔のボディを狙ねらう。でもライムの攻撃の軌道を拝借魔は完全に読んでる。着物を翻して、ライムの棒捌さばきをかわし続ける。二人はそのまま窓際へ。

「もう、逃げられないわよ！」

　拝借魔はこちらを見たままうしろ手で窓を開け放ち、窓枠に足をかけもせず、うしろ向きのままジャンプ。窓の外の世界に移動した。カーペットの床から助走なしの垂直うしろ飛び。ほんの一瞬のことだった。ライムのつっぱり棒を避よけ続けた拝借魔のその視線は、窓枠の下に消える瞬間ライムのうしろのぼくを見ていた。

「待てええええ」

　ライムが息巻く。このあとのライムの行動はまさに驚きよう愕がく。窓から外を見渡し、遠い先のなにかを睨にらむ。空腹のイヌワシが眼下にカモシカを見つけた時のような鋭い眼光。そして持参してきたつっぱり棒のなかから、一番太いものを手にとり、ライムは棒を窓の外に伸ばした。校舎裏の電柱と、三階の窓の下の外壁との間を突っ張る。角度は30度くらい電柱側がわが下がっている。窓際でその様子を見ていたぼくは、校舎裏の暗い地面に拝借魔がいるのがわかった。黙ってこちらを見上げている。ライムがなにをするのか、気になっているのはぼくだけじゃないようだ。

　ライムは衣装棚から木製のハンガーを取りだすと、フックの部分を窓の外で30メートルは突っ張っている棒にかけた。振り返ってぼくを見る。

「あなたに負けないから」

　なにをするのかこの時点でわかれば、ぼくは止めたと思う。ただ、校舎の壁と電柱の間を突っ張る棒の光景があまりに見慣れないもので、ただただ見とれてしまい、頭が働いてなかった。ライムが窓の外へ飛んだ。ハンガーの下を両手で掴つかんで、つっぱり棒の下をライムの身体からだが滑っていく。その様はまさに地方都市に現れし女ターザン。

　ライムは電柱のもとまで滑ると、地面が低くなっているのを確認して、地上に降りた。

　着地と同時に躍動する走り。ソフトボール部の盗塁王かもしれない。ライムは拝借魔を追いかける。ただ、拝借魔は着物を着ているにもかかわらず、これまた足が速い。ライムと着物女の追い駆けっこを三階から眺めていたぼくは、自分も追いかけなくてはと思い立って、教室のドアに向かって、絶句した。

　壁とドアの間をつっぱり棒が誇らしげに突っ張っていたからだ。

　このあと押しても引いても物干し竿ざおで殴っても、びくともしないつっぱり棒と三十分近く格闘することになった。

　そんなぼくが結局教室からでられたのは、窓からライムが戻ってきてくれたおかげ。電柱と突っ張っていた棒をうんていのように、よじ登ってきてくれた。ライムは別に地伝の存在により基礎体力や身体能力が強化されているわけではない。生身の肉体でアクションスターのようなことをやってのける。結局、着物女に逃げられ、ライムとぼくによる衣装拝借魔追跡劇第一回戦はこうして終わった。

　エリアスの作戦もなくかま子この機動力もないと、ぼくは本当に無能だと思い知らされた。



　午後九時半まえに、門限を破ったことを思いだしたのか、テンションが下がったライムとタニザキ近くで別れた。

　ぼくはそのままタニザキの裏口のかま子の犬小屋にまわった。着物女が夕方に現れたことやたった今演劇部で衣装拝借魔こと着物女と攻防したことを話そうと思ったのだ。それなのに、かま子は不在だった。店のほうの警備にまわっているのだろう。優秀な警備犬は残業中というとこかな。

　部屋に戻ってからエリアスに報告。衣装拝借魔の張り込み。つっぱり棒の可能性を広げるライムの能力のすごさ。ターザンはいいみやげ話。そして、また拝借魔を逃がしてしまったことも。

「春はる男お、早く休みなよ。なんか疲れてるよ」

「ああ、すまん。そうするよ」

　気遣いが胸に染みる。

「わたしが、小さい身体からだじゃなかったら、ライムにも気にせず会わせられるのにね」

「エリアス、その話はさっき終わりにしたろ。ライムとの戦いをぼくは一対一でしたいと思ってるんだから、連れていけないことにはかわりないよ」

　ベッドの枕まくらに背中を預けて、寄りかかっていたエリアス。ベッドの端に座るぼくの膝ひざの上にくる。

「うん、わかったよ。もうこの話はしないね……ちょっと春はる男お横になりなよ。マッサージしてあげる」

　ぼくはいいなりに、うつ伏せになる。エリアスがぼくの腰の上で足を交互に踏み降ろしている。軽すぎるエリアスの身体。

「どう？　気持ちいい？」

　やさしい同居人。ぼくは、その気持ちだけで、気持ちが良かった。少し眠くなる。

「ああ、いい感じだよ」

「よーし、じゃあ特別サービス。このあとはもっと気持ちいいマッサージもしてあげるよ。春男、水みず糊のりってどこにあったっけ？」

　嫌な予感が走る。

「水糊なんてなににつかうんだ？」

「とりあえずローションの代わりになるでしょ」

　ぼくは、これ以上エリアスが過激なことをいわないようにベッドから飛び起きた。誰だれだって、水糊まみれになんてなりたくない。しかも、眠るまえに。



    

  
    
      


四日目　陽気なグラマー現る！





　昨夜は結局エリアスと遅くまで馬ば鹿かなやりとりをしてしまって、眠れたのは深夜になってから。おかげで翌朝はコトリとの待ちあわせ時間にギリギリ間にあうくらいに飛び起きた。エリアスと話している時間もない。これでぼくの登校まえのエリアスの連日下ネタ発言記録が止まってしまった。



　コトリと楽しく登校。席に着いて、驚いたことが一つ。机のなかに手紙が入っていたのだ。誰だれかからのラブレターってわけじゃない。昨日の放課後、フネは着物女がぼくの机をしげしげと見つめていたといっていた。きっとその時に入れられたんだろう。手紙の主は未いまだに正体不明で行動理由もわからない着物女だった。

『田た中なか春はる男お様

　明日ショッピングセンターサミーで催される素人しろうとカラオケ大会の会場にいきます。捕まえにきてください』

　いつもどおりの新聞の切り抜き文字でつくった手紙。手間のかかっている代物。

　捕まえられることを望んでいる着物女。

　単純な疑問。まさか捕まえたあと『心中しましょう』なんて書いた紙がでてきたりしないよな？　女の子とデートもしたことないのに知らない女性と心中するなんて、ご免被こうむる。



　学校はもう午後の授業も終わり、席替えをする帰りのＨＲ中。

　席替えの結果は我ながらクジ運のなさに泣けてくる。

　窓際の最後方の席にぼく。そのぼくの一つまえの席に見慣れた大きな背中のフネ。フネの隣り、机をくっつけあう異性の席には、ぼくを学校一蔑さげすんだ視線で見てくる女子。学校内でコトリと人気を二分する同率一位の美少女といったほうがわかりやすいかもしれない。ぼくと机をくっつけている女子は、マネキンのように感情も熱も感じられない美少女の友達だ。コトリはどこにいるかと思って、席を移動してから視線を巡らせると、いた。

　廊下側がわの一列目。ぼくと目があうと苦笑して、目をうるうるさせるコトリ。このクラスで一番離れた席同士になってしまった。

　ぼくの隣りの席の女子は、まえの席の美少女と席が近くになれたことを喜びあっていた。

「よお、ギャルゴ。またおれの背中はどうだい？」

「邪魔な時はマーカーで落書きしてやるから、そのつもりで」

「ひどいこというな。恋愛シミュレーションゲームばっかりやってるから、イライラしてるんじゃないか。外にでるのは気持ちいいぞ。張り込みとか、聞き込みとか」

　張り込みと聞き込みをすることが気持ちいいなんていう中学生は、目のまえのこの巨漢だけだろう。ぼくはそのことにツッコミを入れたかったが、ぼくとフネの隣りの女子二人が無言になったのを感じた。女子は恋愛シミュレーションゲームという単語がかなり嫌いなようだ。無言ののち、隣りの女子によってぼくの机とくっついていた机が三センチ離される。フネの身体からだがでかいせいで隣りの美少女は、かなり圧迫感を感じるはずなのに、フネとの机はピッタリつけられたまま。不公平だ。傷つくぜ。



　新しん藤どう先生は学級通信のプリントを職員室に忘れてきたらしく、取りにいった。クラスは席替え後の騒がしさを残したまま、女子達たちはいよいよ明日に迫った素人しろうとカラオケ大会にでるとかでないとか黄色い声を上げている。

　ただ、このクラスのざわめきはつぎの瞬間に静まりかえる。

　廊下側がわ前方の教室の引き戸が開けられ、見知らぬ少女が立っていた。

　新藤先生ではないその人物に、みんなの視線が集まる。

　腰まで届きそうな輝く金髪。１７０センチはありそうなモデルのような絶妙なスタイル。胸は巨乳に関しては右にでる者がフネしかいない新藤先生よりも大きい。顔は、映画のなかからでてきたように現実感のないほど端整。誰だれかがつくったみたいに完かん璧ぺきな容姿に一点だけ生きた人間っぽく感じられるのは、いたずら好きな印象を受けるカモのようにめくれた唇。でもそれが、この少女の魅力をより際だたせている。

　教室にいた全員がそのハリウッド女優並の存在感の少女から目が離せないでいた。しかも、その少女が着ているのはサイズのあってない動物のキャラクターの描かかれたパジャマだ。ボタンが飛びそうなほどピチピチ。あれ、あのパジャマどっかで見たことがある。

　少女は不安そうな顔で教室中を見まわし、教室前方の扉からは一番離れた席のぼくと目があうと、心底安心したようなとろけた笑顔を見せた。

「春はる男お！」

　いきなり名前を呼ばれて驚いた。教室中の視線がぼくと少女に交互に注がれる。

　少女は自分の胸を細い腕で抱えるようにして、いう。

「……大きくなっちゃったよ」

　なにが!?　クラス中の男子の視線が少女の胸に集まったところで、ぼくはハッとしてある可能性に気づき、声にしていた。

「え、も、もしかして、エリアス!?」

「春男ー！」

　突如としてマボチューの二年生の教室に現れた金髪の美少女が机の海を縫うように進んで、ぼくのもとにやってくる。この状況を飲み込めている生徒なんて当然一人もいない。全員呆ぼう然ぜんとしている。

「春男っ！」

　叫ぶような響きだけど声には喜びが溢あふれていた。なにが起こっているのか理解できていないぼくの、目のまえにきたエリアス。夢見るような笑顔。いきなり抱きついてきた。

　エリアスの体温を全身に感じつつ、ぼくの視線の先にはキョトンとしたクラスメイトの顔、顔。そして、コトリのなんとも淋さびしそうな顔が見えた。ぼくはとにかく、なぜか大きくなってしまったエリアスを連れて教室をでようとするのに、エリアスは話し始める。

「まえにね、夜中にきた時と雰囲気違っていて迷っちゃったよ。あははっ」

　まえにというのは、ダルマさまの時だろう。それにしてもエリアスは、まるで楽しくて仕方ないというように身体からだを揺らして笑っている。

「エリアス、いいからいこう。ねえ」

「はーい、春はる男おと向かいあって話せるなんて、あはっなんかうれしーな……あっ」

　頷うなずくエリアスが、ぼくの隣りの席の女子を見た。

「なーに、この子。なんでわたしの春男とこんなに机近づけてるの？　ヤダヤダッ離す！」

　机は優に30センチは離される。ぼくの隣りの女子の机は、通路を挟んで隣りの男子の机のほうが近いくらいだ。

「エリアスいいから、ほら」

　ぼくはエリアスの腕を強引に掴つかんで、教室の扉に向かう。今のエリアスはぼくよりも背が高い。真横を見るとエリアスの胸元と、きめ細かい肌ののどもとが見える。

「いやん、春男に掴まれちゃった。もう、強引なんだから」

　教室は金縛りにあったままだ。この状態を引き起こした張本人のエリアスはなぜかほんのり頬ほおを上気させ、踊るように身振り手振りで話している。なにかに恥ずかしがっているみたいにテンションが高い。



    

  
    
      



    

  
    
      「あはっ、ゴメンねー。着るものがなくて部屋にあった春はる男おのパジャマ着てきちゃった。でも胸がきつくて、でちゃいそうだよ」

　この要注意下ネタドールを即刻教室からだすことが先決だ。20センチだったエリアスが約８・５倍の１７０センチくらいになったのだ。下ネタも８・５倍増しに強烈に聞こえる。

　いつまでも辿たどり着かないんじゃないかという無言の机のなかを辿って、教室前方の扉にきた。いまさら気づいた。なんで後方の扉のほうにいかなかったのか。前方の扉のまえにはコトリがいる。その大きな瞳ひとみに疑問符が浮かんでいる。なんていえばいいのだろうと悩むぼくの代わりに、エリアスがコトリに向かっていう。

「ねえ、コトリでしょ。わたしも春男のこと好きなの。わたしは別に三人でも構わないけど、それが嫌なら、恋こい敵がたきってわけなの。よろしくねー。あはは」

　ぼくは中学生の精神衛生上よろしくない下ネタ娘を廊下に突きだした。

「コトリさん。あの、その、今の子。親しん戚せきの子なんだ。あんまり日本語の意味とか、わかってなくて、だいじょぶだから」

　なにがだいじょぶなのか、いってる自分もわからなかった。

「うん、わかったぁ」

　コトリがなにを理解してくれたのかわからない。ただ、クエスチョンマークが顔中にでている同級生達たちとは違い、コトリの表情は眉まゆを顰しかめてなにかに耐えているような顔だった。コトリに納得してもらえるような説明から逃げるぼくはやっぱり、ダメな奴やつだと思う。

「フネ」

　突然ぼくに呼ばれて、フネが「おう」と唸うなった。

「母方の祖父の外国に住んでいる妹の孫娘が日本に遊びにきていて、突然学校にきちゃったから帰るって、新しん藤どう先生に伝えてくれ」

「おお」とフネの妙に力の入らない声を聞きつつ、ぼくは廊下へ。直後、背中に教室内の騒ぐ声がぶつかる。中学校の教室に突然金髪美女がくる。目立ち過ぎるよな。

　生徒玄関の隅で来客用の新品みたいな茶色のスリッパを拝借した。エリアスはマボチューまで裸足はだしできていたのだ。パジャマにスリッパ。入院患者みたいな組みあわせだ。

『教室中がギャルゴと謎なぞの金髪美女の話題で持ちきりだぜ。明日説明しろよ』と、校門をでたところでフネからメール。校門ではエリアスの変へん貌ぼうぶりに、冷静沈着のドーベルマンのかま子こだって、驚いて吠ほえたくらいだ。びっくりするのも無理はないよ。



「このまえライムに、最強になれるジュース預かったじゃない。それ飲んじゃったんだー」

　今日の天気の話をするような軽い調子でエリアスがいう。語尾を伸ばしたいいかたをするのはエリアスにしては珍しい。ライムから、処分するようにいわれて渡されたジュース。いろんなことが月曜から立て続けに起こっていて、もう解決した地伝のジュースのことは大して気にしていなかった。

「なんで、勝手に飲んだんだよ」

　つい口調が少しだけ強くなった。ぼくは気になっている。エリアスらしくないんだ。なんで勝手にジュースを飲んだんだろう？

「ごめんね、なんとなく。ううん、どうしても飲んでみたかったの」

　ぼくと目があうともじもじと身体からだをくねらせて、エリアスはあっけらかんという。

「身体のどこか痛かったり、つらかったりしないか？」

「全然ダイジョブ。いい感じ。このジュースって飲むと身体が大きくなるだけじゃなくて、超テンション高くなるじゃない。だから、その効果がわたしにもあるみたいでさー。今すごく気分がいいの」

　エリアスが学校に現れた時から感じていた違和感の答えだった。大きくなったから、気分が盛り上がってるにしても明るすぎる理由。頬ほおが赤いのもおそらくジュースのせいだろう。ぼくはつぎの瞬間にスキップでもし始めそうなエリアスと見慣れた通学路を歩いた。

「ねえ大きくなっていいことあるんだよ。ほら、おっぱいがこんなに大きくなったの。ここ外だけど、春はる男おちょっとだけだったら触っていいよ」

　通学路の真ん中でおどけるエリアス。ぼくに腕を絡めようとする。反射的に腕を払った。

「えっ」

　終始にこやかだったエリアスの顔に小さな驚きが生まれる。

「エリアスどうしちゃったんだよ？　突然ジュース飲んじゃうなんて、やっぱり変だよ。ジュースのせいでテンション高くなってるだろうけど、ちょっと落ち着いてくれよ」

「別にわたしは変じゃないよ……ホントの理由は地伝の影響を受けるってどういうものなのか、自分の身体をつかって試したかっただけなの」

「ほんとにそれが理由なのか？」

「そうだよー。わたしは地伝解決チームの一員だから、地伝についてもっと詳しくなろうと思ってさ」

　ときたま道路横をゆっくりと通り過ぎる一般車両。軽自動車の走行音にかき消されそうなエリアスの呟つぶやき。ぼくはなんて声をかけていいのかわからずにいた。エリアスが喜びと楽しさがちょうど半分ずつ入った、実にいい笑顔でぼくを見た。

「あはっ、わたし、春男を困らしちゃってるみたいだね。せっかく大きくなれたんだし、自分の足で外を自由に歩いてくるよー。念願の散歩をしてくる。じゃあね」

　通行人なんてほとんどいない平日の午後の真ま幌ぼろ市住宅街。エリアスはぼくが止める間も、「じゃあな」をいわせる余韻も残さず、歩みだす。背中にたまらず声をぶつけた。

「待って、エリアス」

　ぼくは自分が着ていた制服の上を脱ぎ、リュックから、体育で着たから洗おうと思って持って帰ってきていたジャージの下を、制服の上と一緒にエリアスに向かって投げる。

　ほんとは止めたいんだけど、素直にいえない。

「そのジャージちょっと臭におうかもしれないけど着ろよ。パジャマだけじゃ風か邪ぜひく。ってエリアスは風邪ひかないかもしれないけど、そんな格好じゃ目立ちすぎる」

　エリアスは胸に受けとめたジャージに鼻を近づける。

「これ春はる男おの匂においがする。ヤダな。ホントヤダ」

　ヤダといいながら、エリアスはその場でパジャマの上から着ていく。文句をいっておきながらも素直に従うのは、ジュースがもたらした多幸感に包まれる効果のせいかな。学年指定の紺のジャージ。上は男子の制服のまえを開いて羽織っている。

「ねえ、これなんかヘンテコな組みあわせになってない？」

「パジャマのままよりいいだろ」

「制服はいいよ。これは春男が着てて、ねえ、そのかわりジャージの上も貸して」

　ぼくはエリアスにジャージの上も渡した。

「ホントありがと。おかげで楽しく散歩いけそー」

「一人で散歩でもなんでもいってこいよ。もう、勝手だな」

　ちょっとやけくそ気味でいった。言外に一緒に家に帰ろうぜという意味を込めた。

「うん、いってきまーすー」

　意味は伝わってなかった。

「春男。七時に近所のあやかし神社まで迎えにきて。地伝になったダルマのいたとこ」

　十月下旬の空の下にぼくを置き去りにして、エリアスは闊かつ歩ぽしていく。点滅する信号に向かって長い足で飛ぶように駆けていく。七時まであと三時間半。ぼくが立ち止まっているのに気づいてかエリアスが振り返る。人気のなかった歩道に小学生の群れ。ランニングをしている野球少年の一団と思わしき子ども達たちが、ぼくとエリアスの間をひどくゆっくりとした風のように通り過ぎようとした時、エリアスはご機嫌な声でいった。

「借りた服のお礼は身体からだで返すからー。わたしが帰ってくるの楽しみにしててね。あはは」

　ぼくより小学生の反応のほうが早かった。「すげえ」といって去っていく。

　困った顔をしているぼくを楽しむかのように笑顔を見せて、エリアスはスリッパを履いて歩いていく。ずっとおとなしくついてきているかま子こもそのエリアスを見送る。

　50メートル離れても、エリアスの背中が見えることが不思議だった。



　エリアスは50メートル先からＵターンして戻ってきた。

「もう、フツー一緒に帰ろうっていうでしょ。わたしみたいな美女を一人でほったらかして、もし、エッチな人にナンパされてあんなことやこんなことをされたらどうするの？」

　ぼくの反応を楽しんでいるような口調。とにかくご機嫌のエリアス。ジャージ姿の金髪美女と歩いているのは目立ちすぎる。とりあえずサイズのあう服がエリアスに必要。

「わかったよエリアス。とにかく、これからどうするか家に帰ってから話そう。今はとにかく服を買わなくちゃ」

「え、春男が買ってくれるの？」

「ああ、お小遣いでたばかりだけど、あんまりいい服は無理だぜ」

「ありがと。大好きっ」

　エリアスが市街の往来のなかで、人の目を気にせず抱きついてくる。通行人の好奇の視線が注がれるのがなんともつらい。ぼくの足下ではかま子こも太ふと腿ももに抱きついてきていた。



　市内では屈指の大型ショッピングセンター『サミー』に到着。食品や生活雑貨を低価格で買える。学校から歩いたら三十分はかかる。雑貨や衣料品、家具やメガネや薬局などのテナントも入っている。中学生にとっては、ゲームやマンガの高額買取と激安販売を売りにしている全国チェーン店が人気だ。

　真ま幌ぼろ市ではお年寄りから子どもまで買いものにこられる商業施設。

「えーここ？　こんなとこにＣａｎＣａｍやｎｏｎ－｜ｎｏに載っているような服あるの？」

「馬ば鹿かそんなのあるわけないだろ。っていうかもし売っていても多分買えるお金がないよ」

「そっかゴメンね。でも、春はる男おがわたしのために服買ってくれるんだから。感謝感謝。さあ、安くてかわいい服探そー」

「ああ、とびっきり安いの頼む」

　苦笑するぼくの手を引っ張って、はじめて遊園地にきた幼女のような笑顔を見せるエリアス。お利口なかま子は黙って、店舗の外で待てのポーズ。

「値切り交渉の時のためにかま子も連れてく？」

「それは値切るんじゃなくて、店員を脅す気だろ」

「あはっ、そうだね。春男がグミのお土産買ってくるから、待っててねかま子」

　かま子はワンの一声。エリアスとぼくはかま子の頭を撫なでて、サミーに入店した。

　ところでかま子へのグミも当然ぼくが買うんだよね？　貰もらったばかりの一カ月のお小遣いが一日でなくなりそうな不運な中学生のぼく。



　アパレルのテナントが並ぶ一角には、市内のショッピングセンターにしては、おしゃれな印象を受ける女の子の服を扱う店があった。まあ、ぼくは女の子のファッションの善し悪あしなんて、全然わかってないんだけどね。

「どの店で買おうか？」

　女の子の服なんて、当然買ったことないぼくとしては、さっさと済ませたい気分。エリアスは楽しげに視線をあたりに配ってる。不意にその視線が止まった。お店の入口近くのマネキンの着ている服に注がれている。でも、興味をなくしたようにぼくの顔を見て微笑ほほえむエリアス。そのマネキンの着ていた服は確かにかわいくて、値段も高そうだった。



「安さ」だけが売りのアパレル界のファーストフードみたいな店でエリアスの上下を揃そろえた。モデルがいいせいだろう。ぼくは試着室からでてきたその姿に見とれてしまった。胸を強調する淡い黄色のニット。ブラックのスキニーデニムは丈詰め不要。すらりとした足をこれまた主張する。シンプルゆえにエリアスの持つ魅力が服と共に輝いている。

「さあ、いきましょ」

　あれよあれよという間に、レジで財布の紙幣を全すべてつかい果たした。

「ねえ、春はる男お、ちょっと待ってて」

　エリアスは、店のおじさんとなにやら話し込んでいる。女性の買い物につきあったことがないぼくは、店の出口で所在なく棒立ちである。ぼくの左手には脱いだパジャマとジャージが店の紙袋に入れられている。やがて、話し終えたエリアスにぼくは腕を引かれる。平日の午後のショッピングセンターでは、たとえジャージ姿でなくなったとしてもエリアスは目立つ。行き交う人達たちがぼく達を振り返っていく。

　いつのまにか身近にカツンカツンという聞き慣れない音がして、エリアスの足下を見るとシルバーのメッシュのパンプスを履いていた。

「どうしたんだ。その靴？」

「あっ、うん。わたしに似合うと思うから、さっきのお店の店長に頂ちよう戴だいっていったの。この店の靴だって紹介するからさって冗談でいったら、ホントにくれたの。あはははっ、いい人だよね」

　エリアスはぼくと腕を組みながら、スキップするように弾む。カツンカツンとリズミカルに細かい傷の目立つリノリウムの床を、踏みならす。エリアスの心を表しているかのように楽しげな音だ。多分、周りの客には迷惑だろうけどね。エリアスの視線がとある店を通る時、横に流れた。注がれた視線は、さっき見ていたマネキンだった気がする。カツンカツン。再びリズミカルに歩き始める。エリアスから渡された今の服屋の紙袋に、学校のスリッパが入っていた。みなさん学校の備品は大切に。



　サミーには木のベンチと軽食のテナントが並んだフロアがある。もっぱら買いものに疲れて休憩している客や、家族を連れてきて一人だけ休んでいるお父さんがいる場所だ。そこには、不定期開催の素人しろうとカラオケ大会の告知の立て看板が置かれていた。いよいよ明日。

　腰の高さほどの特設ステージと簡単な音響機材の設置されたフロアのまえをエリアスと通りかかった。面白そうなことを巡視艇のごとく探していたエリアスは案の定反応した。

「これなにやってるの？」

「ん、明日ここで素人カラオケ大会がおこなわれるんだ。その準備だろ」

「へえー、そうなんだ。ねえ、わたしもでたい」

　目立つことこの上ない異国の美少女然としたエリアスを、早く家に匿かくまわなければと思案しているぼくを余よ所そに人前に好んででようとする。ぼくより目線の高いエリアスが少し屈かがんで、頬ほおをぼくの肩につける。怯おびえたような顔の上目遣いで「お願い、だして」といってくる。降参だ。この顔をしている時のエリアスを諦あきらめさせるのは無理だ。

「いいよ。明日こよう」

「ありがと！　すっごい頑張るね」

　エリアスは「申し込んでくるね」といい、受付カウンターに向かって、大おお股またで歩いていく。途中で一度こちらに振り返る。金色の髪がなびいて、とびっきりの笑顔。そして、投げキッス。こんな仕草が似合うやつをぼくはエリアスしか知らない。

　お願いする時のあの弱々しい顔は、どうせわざとかわいく見せるためにしてみせたのだ。まあ、気づいていても、今のエリアスにはかなわない。エリアスはホントにご機嫌だ。

　一方、サミーをでたところでぼくの胸に飛びかかってきたかま子こは、どうやらご機嫌ななめだ。思いだした。グミを買ってきてない。グミを待っていたかま子にふくらはぎを噛かまれ、ぼくはサミーの入口で絶叫した。ぼくのデニムや綿パン、とにかく全部のポケットのついた服に今度から事前にいくつかのグミを入れておこう。痛みから生まれた教訓は忘れない。



　サミーから家に向かう途中。メールがきた。コトリから。

『今日の歌の練習は春はる男おくんこれないよね？』

　というもの。放課後の待ちあわせ時間にもうさしかかっていた。ケータイを返信メール作成画面に切り替える。今のエリアスは放ほうっておけない。『コトリごめん！　いけそうにない』の『に』を打ち終わったところで、隣りを歩くエリアスが一人ごとのようにいった。

「今度こそ一人で散歩してこようかなー。ねえ、かま子も一緒にきてくれる？」

「ワン」

「よーし、いこいこ。ってことだからじゃあね春男ー」

　エリアスは自分の足下に寄ってきたかま子に微笑ほほえみかけると、ぼくが荷物持ちしていたさっきの店の紙袋を持っていく。ひらひらと手を振った。

「この紙袋、バッグの代わりにしよー」

「おい、エリアス。かま子まで。なにを勝手なことを……」

　かま子と並んでもう歩みだしていたエリアス。

「七時にあやかし神社に迎えにいくからな。いろよ。無理するなよ。気をつけろよ」

「ふふっもう、はじめてのおつかいじゃないのよ」

　そして、二人は背中を見せたまま、散歩にいってしまった。

　ぼくはコトリとの約束を果たすべく、学校に引き返すことにした。

　ぼくがコトリと会いにいくのに女の子の服のブランドである店の紙袋を持っているのは、コトリに変に思われるだろうから、エリアスは持っていったのかもしれないと、気づいた。



『ごめんすぐいく。今どこにいるの？』とメール送信。実際はこの文章から句点の部分を取って、慣れない顔文字をつかった。総画数六画の焦った顔。性別は不明。「？」マークは風に揺れるチューリップのような動く絵文字を選択。選んだ基準は意味よりもかわいさ重視。調子に乗って、結局文字の数に負けないくらい絵文字を多用した。やたらカラフルになったメール本文の絵文字の量は、コトリに対する申し訳ない気持ちと比例している。

　絵文字のつかいかたのセンスがないなんてきみに笑われそうなメールを送信してから、ほんの一分くらい。コトリから『教室で待ってるね』とメール受信。

　いつもなら、ケータイの３インチほどの画面からこぼれだすほどの愛らしいコトリのメールが素っ気ない。『ね』のあとに普段だったら、ロケットとか温泉のマークとか文章に全く関係のない絵文字がついているのに。



　サミーからマボチューまでの中距離走。有あり馬ま記念の出走馬だったら、二分半くらいで駆け抜ける２・５キロを心臓の悲鳴を聞きながら走った。個人的には超ハイペースの大逃げ。校内に入って、教室に向かう最後の直線で荒い息を整えた。

「ごめん待たせて。それとさっき教室にきた子がコトリに失礼なこといってごめんね」

　教室にコトリと二人だけ。コトリの顔がゆっくりと上げられる。女の子のことなんて全然わからないぼくでもわかる。声をかけてから、ゆっくりと顔を上げる女の子は危険だ。まばたきすらしないで無表情すれすれの顔で目をあわせる女の子は、さらに危険だ。

「本当にごめん。実はさ、さっきの子は」

　エリアスが教室に現れた時に、クラスのみんなに聞かせるようにしていった親しん戚せきの女の子が遊びにきているという話を、コトリの反応を確かめるように説明した。親戚の子だと嘘うそをいうたびに当然うしろめたさはあるが、エリアスの正体をバラすわけにはいかない。

「ってことなんだ。ごめんねコトリ」

「謝ってばかりだね。春はる男おくん」

「え、いや、その」

　コトリは席を立ち、机の横にかけられたランドセルを掴つかむ。

　演劇部の荷物が多い時、ランドセルを背負って登校するコトリ。マボチューで唯一のランドセルユーザー。

「そうだ、歌の練習はどこにいこうか？」

「春男くん。親戚の女の人、エリアスさんがせっかく遊びにきているんだったら、一緒にいてあげてよぉ。私はいいから」

　ＨＭＶのロゴみたいに鮮やかなピンクのランドセルの背中。コトリとこのまま別れてしまうのが嫌だった。コトリとの今日の会話がこれで終わるのが嫌だった。とっさに掴む。コトリを止めるためにランドセルから頭をだしているリコーダーを握った。

「ちょ、ちょっと春男くんっ」

「コトリやっぱり変だよ。ねえ、そういえば昨日の放課後、どうして泣いていたの？」

　ライムがぼくのことを希代の女ったらしだとコトリに伝えた時の話だ。

「それはね……春男くんのことをこんなに気にしてる女の子がもう一人いたんだなと思って……そのことを知らなかったから悲しくなっちゃったのぉ」

　コトリは両手でランドセルの肩ベルトの上を掴んだまま振り返る。ぼくが握ったリコーダーを軸にコトリはまわったので、びっくりするほど、近くにコトリの顔がきた。

「さっきエリアスさんが教室にきて、私に春はる男おくんのことを話しかけてくれたから……怒ってるわけじゃないの。エリアスさんが春男くんの家に遊びにきているってことを知らなかったからなの」

　話がおかしな方向に進んでいるのだけはわかった。

「ごめん。エリアスは遠い親しん戚せきで、今回突然こっちに遊びにくるまで名前すらも知らない子だったから、最近はじめましてっていったばかりだったんだ」

「エリアスさんは春男くんのこと、とっても大切な人を見るような目で見ていたよ。私怒ってたんじゃないの。私以外にも春男くんのことをあんな瞳ひとみで見る女の子がいて、悲しかったの。ふふっ、なんで春男くんのこととなるとこんな気持ちになっちゃうんだろうね？」

　間抜けにも未いまだに握っていたリコーダーを離した。コトリはぼくの言葉を待たずに廊下へと歩きだした。背中のランドセルの反射鋲びようが、窓の外の夕ゆう陽ひを跳ね返す。廊下まであと半歩でコトリが立ち止まって、いう。

「優勝するから。観客席に春男くんはいてね……私負けないから」

　教室に一人取り残されたぼく。

　コトリが負けないといったのは、素人しろうとカラオケ大会の参加者一同に対してなのか、それ以外のなにかについてなのか、まるでわからなかった。



　心の重さと足取りの重さは比例する。

　このまま家に帰っても、きっと再放送のアニメもドラマも楽しめない。心と頭が悩みで埋め尽くされていてはどんな娯楽だって、表面を掠かする程度にしか届かない。

　マボチューからだったら家に向かうより近いタニザキに足を運んだ。理由はエリアスとの待ちあわせまでまだ時間があったから、雑誌の立ち読みでもしたかったのかもしれないね、ぼくは。

　一つ一つまわりに起こっていることを整理したかったのかも。まずライムのことだ。



　タニザキの住居は店の二階のようだ。とりあえず店のほうへ。

　店内に、ホームセキュリティのセコムからヘッドハンティングされそうなドーベルマンの姿はなかった。警備犬かま子こはまだエリアスと散歩中なのだろう。

　雑誌コーナーを横目にレジへ。レジの前には、スタンドに差し込まれたスポーツ新聞が何紙もあった。見出しはどの新聞もセレブな芸能人の婚約発表。縁も興味もない一面。レジカウンター内でスポーツ新聞を広げている女の人に声をかける。新聞を読んではいるが、店員のはずだ。

「あの、谷たに崎ざきライムさんはいらっしゃいますか？」

　女の人が屈かがんだ上体を上げる。フライパンの底のように凹凸のない丸い顔。亀かめの子たわしみたいな、茶色に染めたごわごわと硬そうな髪。表情には中年の女性の威圧感がある。睨にらめっこしましょ笑っちゃだめよあっぷっぷなんてしたら、失禁するかもしれない。

「待ってな……おーいライト！」

　おばさんは店の奥に叫んだ。うん？　名前が一文字違ってたような。

　生あくびを噛かみ殺しながら、カウンターに金髪の若い男がやってくる。いわずと知れたタニザキの長男じゃないか。相変わらず勤労意欲の欠片かけらもない顔。おばさんが長男にいう。

「あんたいつから中学生みたいな子と遊ぶようになったの？」

　話が噛みあってない。ぼくは慌てておばさんに聞いた。

「あの谷たに崎ざきライムさんは？」

「あぁ、ライムちゃんのお友達かい。あ、そう、ごめんなさいね。ほら、あんたはあっちで在庫の整理してなさい」

　長男は虚うつろな足取りで店の奥へと消えた。生命力を全く感じない。タニザキの女性店員とぼくにしか見えない浮遊霊だといわれても信じられる。

「あ、あの」

　なぜ、長男がここにきてしまったのかという意味で言葉を続けようとしたら、おばさんは「あらヤダ」と豪快に笑いだした。騒音のような笑い声。

「息子はライトっていうのよ」

　おばさんの短い説明のなかにツッコミどころが満載だ。あの無気力で穴ぼこみたいな暗い目をした青年の名がライトで目前のおばさんがライムの母親だというのか。ＤＮＡの謎なぞ。

「うちのライムちゃんは、今日はソフトボール部の練習がないっていってたもんだから、バッティングセンターにでもいったんじゃないかしらねえ」

「ああ、そうですか。ありがとうございます。バッティングセンターいってみます」

　白球を追いかける青春。つっぱり棒を持って、物干し竿ざお使いに勝負を挑む日々より遙はるかに素晴らしい。

「ところで、おまえさんさ」

　おばさんが、カウンターから身を寄せてきた。誰だれかにおまえさんなんて呼ばれたのははじめてだ。ライムはぼくのことをあなたと呼ぶ。親子揃そろって、人の呼び方が変わってる。

「ライムちゃんのなんなんだい？」

　おばさんは、ひどく面白いことをいったみたいに顔を綻ほころばせている。唖あ然ぜんとするぼくを余よ所そにおばさんはさらにいう。

「ライムちゃん最近ねえ、生き甲が斐いを見つけたみたいに生き生きしてるのよ。ソフト部のエースでキャプテン候補だから、まえから元気なことは元気なんだけどねえ。あの輝きかたはそれとは違うんだわ。恋をしてるんじゃないかね。どう思うよおまえさん？」

「あ、いやーぼくは」

　わかりませんと続けようとしたら、おばさんはなにかに気づいたようにハッとした表情を見せる。

「おまえさん、もしかして名前春はる男おっていうんじゃないの？」

「あ、はい。そうですけど」

　いきなり名前を呼ばれて驚いた。素直に肯定してしまう。これが間違いだった。

「ライムちゃんねえ。親ばかなのかもしれないんだけど、すごくかわいい子だと思うのよ。うーん、だけどねえ、どうやら男の子と話すのがとにかく苦手みたいで。それなのにね、ちょっとおまえさんここからを特にしっかり聞いておくれよ。昨日はじめて門限を破ったライムちゃんがいうわけなのよ。野球が得意な男の子とバッティングセンターで意気投合しちゃって話し込んでいるうちに、時間が経たつのも忘れちゃったっていうのよお。うちのお父さんも娘がかわいいもんだから、最初はどこの野郎だって、目くじら立てて怒ったんだけどね。お父さんも内心では、あまりに男性不信の娘を心配してたんだろうねえ。今度家に呼びなさいなんていっちゃっていたわけなのよお。で、あたしはライムちゃんが心を許した男の名前がどーしても気になっちゃったもんだから、聞いたのよ。そしたら、小さな声で春はる男おさんって教えてくれたわけなのよお」

　門限を破る責任を取ってもらうわといっていたライムが、思い返させられる。こういうことだったのか。おばさんが笑みに目を細めて、話を繋つなぐ。

「へえー、おまえさんが春男さんかい。ところで好きな球団はどこなんだい？」

　初対面であるライムのおばさんの好感度を上げる可能性と下げる可能性を秘めた魔の十二択。当然正解は一つで、それ以外は全すべて不正解なのだろう。真ま幌ぼろ市はその土地柄、どの球団を贔ひい屓きしている野球好きかは全く予想が立たない。ぼくは、好感度の上げ下げに影響しないだろう球団名を挙げた。

「カンザスシティー・ロイヤルズですね」

　ア・リーグ中地区のチーム名。大リーグのなかでも日本人に比較的馴な染じみのない球団だろうと思って答えた。これなら、無駄な争いを避けることができただろう。ぼくの作戦は的中した。おばさんは、「あら、その年でＭＬＢとはやるわねえ。日本球界も見てよ。よろしく頼むわよほんとに」と呟つぶやいて、この話は終わった。ロイヤルズに在籍していた唯一の日本人選手であるマック鈴すず木きのトークには、ならないようだ。

「で、話を戻すけど、どうなの？　おまえさんはライムちゃんをどう思ってるの？　かわいいでしょあの子」

「いえ、その、昨日会ったばかりですし。あ、でも、よいお友達になれそうです」

　かわいいかどうかという質問からは、逃げた。

「まずお友達から始めましょうってわけねえ。ライムちゃんをよろしく頼むわよほんとに」

　日本球界への応援依頼と同じいいかたで、ライムのことを頼まれた。

「はい。こちらこそ」

　努めて笑顔でいうぼくに、おばさんはこのあと、谷たに崎ざき家の兄妹きようだいの名前の由来について、話し始めた。由来の説明として１９５２年のアメリカ映画『ライムライト』のストーリーからしゃべり始める。おばさんは店のジュースを持ってきて、ぼくに振る舞ってくれる。名前の由来の話から映画は素晴らしいという話に飛躍し、映画館によくお父さんといったわという若き日の思い出話に辿たどりつく。話はそのままかま子こを飼い始めるようになった頃ころの家族話になったところで客がレジにきて、ぼくは「それではまた」と会釈して、レジを離れた。

　ライムのおふくろさんこと谷たに崎ざき民たみ子こさん。息子と娘にライトとライムと命名し、ドーベルマンにキャンディとつけたネーミングの感性はただごとじゃない。タニザキの出口に立つぼくに、客が捌さばけたレジから、おばさんが声を張り上げる。スポーツ新聞を掲げていう。

「おまえさん、さっきいい忘れてたけどロイヤルズにいたマック鈴すず木きだけどさ」

　ぼくは、聞こえなかったフリをしてタニザキをあとにした。



　六丁目ベイブ・ルースへライムに会いにいった。

　どこにいるかすぐわかった。上級者向けのブースで快音を響かせる女子中学生なんてライムしかいない。つっぱり棒を持ってなくても目立つ女。百円分ちょうど球が出尽くしたところで声をかけた。

「よお、ライム。よくくるのか？」

　愚問だった。ネットの向こうのライムが金属バットの先で鉄骨剥むき出だしの壁を指す。ホームラン番付の掛け札。いつぞやの草そう一いちの別名ベイブ・ザンギが60本で年間ホームラン王単独首位。二位は55本で追走している。名前は谷崎ライム。驚いてネットのなかのライムを見る。もう、こっちを向いちゃいなかった。いつのまにかもう百円投入済み。小さい身体からだの内に力を溜ためるように構え、鋭いスウィングの瞬間、爆発させたように身体を開く。高速で飛んでくるゴムのボールを、金属のバットで叩たたくとなんでこんなにいい音がするんだろ。高くて、澄んでいて、とにかく速い音。



    

  
    
      



    

  
    
      　ブースまえの緑のベンチに座って待つ。ペンキが剥はがれて老朽化しているそれは座り心地はよくはない。ただタニザキで立ち話をし過ぎていたためか、座れるだけで充分かな。ライムはぼくが見ている間でも長打コースの当たりを何十本も打ち、ホームランを１本打って見せた。打った瞬間に確信していたみたいに、弾道を見ないで、振り返ってベンチに座るぼくにピースサインをした。人差し指と中指のつけ根に小さなタコ。ぼくが見た女の子のピースのなかで一番強そうなピースだった。

　ブースからでてきたまや女子ソフト部のエースに声をかける。自販機で買ったアクエリアスを渡す。ライムにはスポーツドリンクがよく似合う。

「すごいバッティングだな」

　５００のペットボトルを一飲みで半分近く飲んだ。長男の分も気力漲みなぎる妹。

「ジュースありがと。あたし、部では四番だから」

　エースで四番。あのバッティングのあとでなら、将来の夢はプロ野球選手といわれても、「ライムはいつかドラフトで指名されるよ」といいたくなる。

「ライム。おふくろさんに会ったら、ぼくはカンザスシティー・ロイヤルズファンってことになってるから、話をあわせといてくれ」

「なにそれ？　あ、お母さんに会ったの？」

「ああ、ライムちゃんがバッティングセンターで意気投合して、時間を経たつのも忘れさせた男になってたぜ。当分タニザキで買い物をするのが大変になりそうだ。門限破りの責任取れってああいうことだったんだな」

「そうよ。ふー、さあ、いい汗かいた」

　ライムがバット用ケースを開ける。シルバーの輝き。ステンレス製のつっぱり棒もバットと一緒に入っていた。どこでも戦闘可能な状態。

「ライム、ちょっと見てもらいものがあるんだ」

　ぼくは今日机に入れられていた着物女の手紙をライムに渡した。

『田た中なか春はる男お様

　明日ショッピングセンターサミーで催される素人しろうとカラオケ大会の会場にいきます。捕まえにきてください』

　手紙から顔を上げたライム。

「そっか、りょーかい。ってことは、明日サミーのカラオケ大会の会場に集合ね。じゃあ今日は解散」

『通算本塁打56本』の札が掛けられたホームラン番付のまえを、ライムがバットケースを抱えて颯さつ爽そうと去っていく。

「サミーが最終決戦ね。必ずつぎこそは衣装拝借魔を捕まえるわ。それであなたよりあたしのほうが地伝を解決するのに必要な能力が遙はるかに優れていることを証明する。あなたには負けないわ」



　ライムとの一戦は明日サミーにて交じえると決定。

　衣装拝借魔のことを考えているうちにエリアスとの待ちあわせの時間。あやかし神社で合流。自分勝手に散歩にいったエリアスは、歩き疲れた様子もなく元気だ。どこにいったのか聞いたけどエリアスは笑いながら、「かま子こと散歩しただけ」といって、この話は流れた。

「ねえ、わたしさー、公園で野宿でもする？」

　家に帰る途中、エリアスがそんなことをいった。言葉のわりに声がとても明るい。ジュースの効果でまだテンションが高いままなのだろう。

「なんで？」

「だってさ、さすがに今のわたしが春はる男おの部屋にいるのまずくない？　あはっ、バレちゃうかも」

　バレることが、それはそれで楽しいかもというようにエリアスは、面白がっていった。

「じゃあ、バレなきゃいいだろ」

「なんか、いい方法あるのー。あ、ねえー、手を繋つなごうよ」

　空はすっかり日が沈み、冷えこんでくる身体からだで、右手だけがホッカイロのように温かい。

「わたしが春男と手を繋いで歩いているなんて、変なのー。でも面白いわね」

　風車のように繋いだ手をぶるんぶるん振るエリアス。ぼくは同居人を部屋に匿かくまう方法を考えていた。

「いい方法なんだけどさ、静かにしてるっていうのはどうかな？」

「もうー」

　エリアスは息を吐きだすように笑った。ぼくと繋いだ手を引っ張る。なにがきっかけだったのかわからないが、エリアスがスキップを始める。この瞬間が最高に楽しくて仕方ないって顔をして、冷えこんだアスファルトの通学路を、まるでお花畑にでもいるように駆けてみせる。もちろん引っ張られたままのぼくも駆けだすことになっちゃってる。



　エリアスが大きくなったことで今までだったらなんでもなかったことが、一つ一つ大きな問題になった。

　まずエリアスの着替えだ。

　なんとかぼくの部屋までは家族にバレることなく戻ってこられた。問題は、服を早速着替えたいというエリアス。

「ぼくがいるのにどうして着替えようとするんだよ？」

「あはっ春男照れてるの？　いっつも、春男があっちむいている間にしてるじゃない。なんで今日はダメなの？」

「ぼくが風ふ呂ろいってる間とかにしてくれよ。そんなにすぐ着替えたいなら、部屋でてくよ」

　わざと苛いら立だったような口調でいった。いつものエリアスなら、これで怒り始めるはず。

「ふふふ、そんな怒らないでー。わたしはいてほしいのよ。着替える時って無防備だから春はる男おには、すぐ側にね」

　怒り始めるどころか笑い始めるエリアス。鼻歌を歌いながら、一番最初に着ていたパジャマを畳んでいるエリアスのご機嫌な背中にいった。

「なんかエリアス、あれだな」

「うん、なーに？」

　テンションが高いというより、別人みたいだなといおうと思ったけど、やめた。ジュースの効果はおそらく長くはないはず。

「ううん、なんでもない。それより変態かよ、着替える時にいてほしいなんて。ぼくがいる時に母さんが部屋に入ってきたらどう説明するんだよ？　裸の金髪少女とぼく。説明のしようがないよ」

「あははっ、それだったら春男がいなくたって、部屋に裸のわたしが一人いるのをお母さんに見られただけで説明のしようがないわよ」

　確かにそうだ。

　いってる側から、エリアスはニットの裾すそを掴つかんで、たくし上げようとしている。真っ白いお腹なかのおへそがチラッと見える。慌てて、背をむける。

「わかったごめん。やっぱりあっち向いているだけでは、その、駄目だから、部屋からでてる。じゃあ、五分くらいで戻ってくるから」

　ぼくはそのまま、退室した。

「えー、なにがダメなのー？」

　エリアスの甘い声が扉の向こうから聞こえたが、気にせず、階段を降りた。

　ぼくの部屋には、14インチのブラウン管があって、電源を点つけていないと当然その真っ暗な画面に明るい室内が反射して映る。エリアスが20センチの時は机の上で着替えていても見えないから、安心なんだけど、今はもろに見えてしまう。

　あのタイミングでテレビをつけるのもなんか変だし。

　目を固く閉じればいいじゃないかという、きみにいっておきたい。

　衣きぬ擦ずれの音を聞きながら、目を瞑つぶり続けられる自信がなかったんだよぼくは。



　雑念は湯水と共に流そうと風ふ呂ろに入る。

　ぼくは大きくなったエリアスと、このあと部屋で睡眠を取らなければいけないんだ。

　眠れるだろうか。湯船の水面を見ながら、思い返す。

　教室に突如やってきたエリアス。サミーで買い物をするエリアス。

　なんか思いだしてるうちに思わず笑顔になる。思い返す分には楽しい思い出。



　のんきにもぼくは、湯船でウトウトしていたようだ。母さんの声が半分夢のなかで聞こえる。

「春はる男お。明日燃えるゴミの日だから」

「……うん」

「部屋のゴミを玄関の袋に入れておきなさいっていっておいたでしょ」

「うん」

「もう、まだゴミ箱部屋でしょ。しょうがないわね、ゴミ集めてきてあげるわ」

　頭から固体に変わる直前の水をぶっかけられたみたいに、目が覚めた。

　ぼくの部屋はまずい！　エリアスがいる！

　湯船から裸で飛びだす。手て拭ぬぐい一つを持って浴室をあとにする。

　濡ぬれた身体からだのまま、階段を駆けあがる。濡れた足が滑るのを気をつけながらの全力走。

　学校の時のように「親しん戚せきの子です」とは家で、通用するわけない。



　ぼくが階段を登りきった時。

　部屋から母さんが、市指定の半透明ビニール袋にゴミを移してでてきたところだった。

「なにやってるの。そんな格好で？」

「あ、ああ。いや」

　間の抜けた返事しかできない。エリアスと会わなかったのか？

「もうビショビショじゃないの。階段も」

　母さんは怒りを眉み間けんの皺しわに込める。怖い顔。

　ぼくは、とりあえず謝って、ぶつくさいいながら階段を降りていく母さんを見送った。



　手拭いで局所を隠して、部屋に入った。小学校入学時からつかっている学習机。ブラウン管とローボードのテレビ台。ホームセンターで量産されてる折りたたみのテーブル。どこにでもあるカラーボックス。木枠のベッド。いつものぼくの部屋だ。エリアスがいない。

　ぼくは半裸で情けない顔をして、立ち尽くしていたのだろう。部屋のクローゼットの扉がなかからゆっくり開けられる。笑い声がしだいに聞こえてくる。

「あははっ」

　最高のギャグを聞いた直後みたいな笑顔のエリアス。涙まで流して笑ってる。

「なんで、そんなところに？」

「もう、なんて格好してるのよ……階段あがってくる春男の足音、いっつも聞いてるからわかるんだよ。簡単だよ。お母さんがきたら、大きくなるまえだって、机の陰とかに隠れてたしー」

「そっか、そうだったんだ」

「なに、そんなに心配だった？」

「うん、それはそうだよ」

「だよねー。中学生の息子が、部屋にこんな美女を匿かくまっているなんて知ったら。うふふ」

　エリアスはクローゼットのなかで座りながら、首を傾げてこちらを見る。美女の部分を強調するあたりがなんともエリアスらしい。否定する気はないけどね。

「ふざけてないで、でてこいよ。とにかくムチャクチャ焦ったんだからな」

　立ち上がって、ファッションショーのモデルのような歩き方で、狭い部屋のベッドまでくる。エリアスの目線がやけに下。ぼくの胸のあたり。

「ふざけてるのは春はる男おでしょ」

　冗談っぽい声のあとに、エリアスが両手の人指し指でぼくの乳首を突っついた。

　その痛みとも、こそばゆいともいえぬ感じに、思わず乳首を両手で守る。だから手て拭ぬぐいを落とした。

「いやーん」

　わざと色っぽい声を上げてふざけるエリアス。まえからぼくはエリアスにはいいように尻しりに敷かれていたが、今のエリアスの８・５倍大きくなった尻からは逃れられないようだ。

　ぼくは「エリアスの馬ば鹿か」と負け犬然としたいい草を残して、大慌てで手拭いを拾って部屋をでた。濡ぬれた足と濡れた床はぼくの身体からだを数瞬宙に浮かせた。そして身体のあちこちを階段にぶつけ、転がり落ちる。臼うすで捏こねられてつかれる餅もちになった気分。本当に痛い。

　ああ。四日連続、身体を痛めていると気づいた。



　長い一日もようやく消灯時間。エリアスはベッドに。ぼくは押し入れ臭い寝袋に。

「えっ、春男。どうしたの？　一緒にベッドで寝ようよ」

「いや、いい。ぼくはなんか無性に寝袋で寝たい気分なんだ。ほっといてくれ」

「なによその気分。ははーん、わたしとベッドに入っちゃったら、ドキドキして眠れないとかでしょ。そうなんでしょー」

　ご明察。大正解。でも、そんなことをエリアスにいったら、調子に乗るからいわない。階段から落ちてできた青あざを、笑いながら突つつかれた恨みはでかい。

「いいから寝ろよ。明日サミーで歌うんだろ」

　部屋の灯あかりを消す。朝日が入るようにカーテンは開けて寝るから、家の近くの街灯のピンボケしたようなわずかな灯りが部屋に入ってくる。ぼくは床の寝袋に入った。ベッドの上から、エリアスの足がはみでているのが見える。ただ外の灯りに照らされて、神々しいまでに輝くふとももから足首までのライン。エリアスは眠ったのかな？　そう思っていたら、不意打ちのように、重大なことをいってきた。

「ねえ。わたし、衣装を拝借しちゃったりしてた着物女の正体わかっちゃったよ」

「え、エリアスなに？　着物女の正体わかったって？」

　寝袋から起き上がった。エリアスはベッドの上で、身体をくねらせる。

「春男はまだわからないの？」

「いや、わからないもなにも、どこに着物女の手がかりなんてあるんだよ？」

「もう、しょうがないなー、春男は」

「でもエリアスがわかったのならよかった。さすがだよ。どこのどんなやつなんだい？」

　ベッドの上のエリアスはそこでぼくの顔を真正面に見つめる。唇の端だけで笑う。

「ダメ。教えない」

「……どういうこと？」

　冗談をいっているのではないようだ。

「着物女の気持ちを考えたら、わたしから春はる男おにはいえない。春男自身で着物女のことをわかってあげて」

　どういうことだろう？　ジュースの効果のせいでエリアスは適当なことをいっているのだろうか？　いや、地伝に関することでそんないいかたをするエリアスではないはず。

「春男じゃなきゃダメなの。早く捕まえないと、本当に心中されちゃうよ。あははっ」

　テンションの高いエリアス。ただ、冗談には聞こえない。このあとなにを聞いても、「もう寝るね」といったエリアスは、なにも答えてくれなかった。

　大きくなったエリアスがすぐそこで寝ているかと思うと、なんか落ち着かない気持ちになってくるだけでなく、突然の着物女の正体わかった発言。いたずら好きのエリアスがぼくが眠るまえにわざと謎なぞを残していったみたい。

　エスプレッソコーヒー二杯分より遙はるかに目覚まし効果があるよ。全く。



    

  
    
      


五日目　歌姫対決！





　これほど、学校にいくのが億おつ劫くうだった日が未いまだかつてあっただろうか。昨日のＨＲの最中にぼくは突然教室に現れたエリアスに抱きしめられて、エリアスはコトリに恋の宣戦布告ともとれる発言を残し、そのまま教室をでていったのだ。ちなみにそのエリアスを部屋に残しておくなんて、心配でたまらないから、登校するぼくと一緒に家族にバレないように家をでてきた。エリアスにはブラブラしてもらうしかない。足どりが重い。リュックも重い。気持ちも重い。

　コトリと待ちあわせ。会話は少なめ。そして、生徒玄関から教室までの道のりは、クラスメイトにでくわさなかったので通常通り。でも教室に入ってから矢継ぎ早の質問の嵐あらし。

「ギャルゴ！　昨日の子は誰だれだ？」「詳細を希望」「紹介してくれ！」「なんでギャルゴのパジャマを着てたんだ？」「ギャルゴの家にいるのか？」「ギャルゴのこと好きっていってただろう」「今日はギャルゴの家で恋愛シミュレーションゲームをさせてくれ」「おまえは恋愛シミュレーションゲームじゃなく、いつのまにリアルな恋愛をしていたんだ」

　質問が避ける暇ひまなくぼくに飛んでくる。

「よお、ギャルゴ、朝から大変だな」

　のんきな顔して席についているフネ。教室の入口から窓際の最後方の席につくまで、グラウンド二周するくらいの時間がかかった。

「ああ、疲れたよ。早退していいか？」

「まあ待てよ。これ読んでからにしろ。憎きデマ新の最新号だ」

　戸板みたいに広い背中で振り返り、ぼくの机越しに菓子パンを食っているフネ。変わったやつだ。今日のぼくに昨日のエリアスのことや恋愛ネタを聞いてこない男子生徒は、クラス中でフネだけだ。こいつは元来色いろ恋こい沙ざ汰たに興味がない。恋愛に関心のない中学生なんて、増税に関心を持っていない主婦より稀き少しようだ。

　壁新聞の縮尺版を受け取る。噂うわさの楽しい味方デマ新。囲い記事全すべてがフィクション。これだけデマばかりだと清すが々すがしいくらいだ。

「新聞なのに、つくり話でいいのかよ」

「だから、おれは好きじゃないんだ。でも、人気なんだよ。ほら」

　フネがクラスの、五、六人の女子の輪をあごで指す。キャッキャッアッハハハ。ゴールデンタイムのバラエティ番組のひな壇より騒がしい。女の子に生まれると、そんなにやかましい声ではしゃぎたくなるほど楽しいことが待ってるのだろうか。彼女達たちはそこそこしか楽しくないことをかなり楽しいことに見せる天才だ。



　帰りのＨＲが終了してすぐメールがあった。送信者『谷たに崎ざきライム』。その下には『男の子に初めてメールしました。こんにちは』。こんなにぎこちないタイトルをはじめて見た。笑った。内容は『今日であなたとの決着がつくと思うとうれしいです。それに緊張してきます。だから、一緒にサミーにいきませんか？　たとえばもう衣装拝借魔がサミーにいて、先に着いたほうがあっさり解決しちゃったら、あっけないと思いますし。返信待ってます』

　タイトルに負けないくらい硬い文章だった。敬語のメールを打っているライムを想像して、また笑いそうになった。エリアスは一人で散歩しながらサミーにいくといっていた。ぼくが『オッケー。一緒にいこう』と返信文を作成している時、コトリがぼくの席までやってきた。

「ねえ、春はる男おくん、今日一緒にサミーいこうよ。いいよね？」

「ごめん、コトリさん。ちょっと用があってさ」

　いつもなら残念そうな顔で、またねといってバイバイするコトリなのに今日は動かない。俯うつむいたまま、なにか考えている。まんまるな瞳ひとみに小さな炎が見える。気のせいか、その瞳が赤信号みたいだ。

「その用って、エリアスさんと関係あるのっ？」

「いや、エリアスは関係ないよ。別の人なんだ」

　捨てられた子猫のような目でぼくを見るコトリ。めずらしく質問を重ねる。

「別の人？　もしかして女の人ですか？」

「うん、まあ、でもすぐ用事終わらせるから、サミーで会おうよ」

「そっか、そっかぁ……そっかっ」

　最初のそっかは落胆を含んだ音。つぎのそっかはなにかを理解したみたいな響き。最後のそっかは決意の表れのような声だった。

「ねーえ、春はる男おくん」

　一歩ぼくに歩みよるコトリ。顔が30センチより近くにある。ドキドキするというより、ちょっとだけ怖かった。だって、声のトーンが低いんだ。

「なんだい？」

「私ね、やきもち焼きだよ。ごめんなさいっ、わがままいいますぅ。お願い私も連れていって」

　コトリの必死さが溶けた言葉。教室にまだ残っている生徒に聞こえないような小さな声。でもぼくの耳と記憶中枢にしっかりと残る。なにもいえないぼくと、決死の表情のコトリ。下校の準備をして、生徒達たちが帰っていく教室で、この一角だけ世界が違うみたいに無言で見つめあうぼく達。なんでもいいから話さなきゃ。

　そこで、ぼくとコトリの半径数メートルの真剣な世界に闖ちん入にゆう者達。

「田た中なか。まや女子にいくぞ。前回のリベンジだ！」と桑くわ島しま。

「ギャルゴくんごめんね。桑島くん落ち着きなよ、酸素缶吸ってもらうよ」と草そう一いち。

「おお、ギャルゴ、地伝のネタ探しに街につきあってくれないか？」とフネ。

　ぼくのまえにコトリがいることに三人は気づいていたようだが、コトリが振り返った途端、三人は立ち止まった。ちょっと涙ぐんでいるコトリの顔。

　驚くことと怯おびえることと戸惑うことに関しては、喜劇役者のように感情表現豊かな草一が、驚いた顔のまま無言になったのは当然。

　女の涙なんて、ハンバーガーに入っているピクルスほども気にしないフネですら、なにがあったかわからず、それでもお邪魔だったかという顔でぼくを見る。

　ぼくと草一とフネが目を見張る言葉がこのあと、桑島から飛びだした。

「小鳥遊たかなしスマンよ。浮気心ってわけじゃないんだ。もちろん小鳥遊ほどいい女はいないと思ってる。まや女子にいくっていうのは、魔が差しただけなんだ。信じてくれ、俺おれがほんとに好きなのはお嬢様達じゃなくて小鳥遊ただ一人だ」

　コトリが涙ぐんだ理由が、自分にあると思った桑島。彼は中間テストや期末テストでぼくのうしろに必ずいてくれる劣等生。ライムには結局、『一緒にサミーにいけないスマン』と短い返信メールをした。



　なぜか、コトリと桑島と草一とフネとかま子こで下校することになった。

　思いもよらないメンバーで下校することになったのは、青春における七不思議の一つ。

　無言のコトリ。桑島の付き添いでおどおどとしている草一。下校していく女子生徒に笑顔を振りまいて手を振っている桑島。フネが味のいい外食産業の話を延々してくれていることが唯一の救いだった。かま子こは尻尾しつぽを揺らしながら先頭をいく。

「春はる男おくん」

　コトリが話しかけてくれる。ぼく以外の男子三人もコトリの話を聞く姿勢になった。ランチタイムはワンコインでステーキが食えるというフネの耳よりな話はどっかに流れた。

「なんだい？」

「私ね。今度遊びにいってみたいところがあるの……春男くんちにいってみたいなっ」

　食いしん坊以外の男三人、間抜けにもビクッとした。この手の話には全く関心のないフネはリュックから煎餅せんべいの大袋をだしてボリボリ食い始めている。コトリはまるでまわりにぼく以外の人が見えていないんじゃないかというほど、二人っきり用のトークを続ける。

「いや、コトリさん。その、ぼくの部屋になんかきてもなにもないよっていうか。なにも面白くないよ」

「ううん、でもでもね、春男くんは私の部屋にきてくれたし」

　ダルマさまの地伝の時、確かにコトリの部屋にいった。フネ以外の二人の顔には変化が。桑くわ島しまは微苦笑を浮かべ、草そう一いちは自分のことのように赤い顔をして、ゆっくりと遅れて歩いている。このままぼくとコトリから自然に離れようとしている。気のきかせかたが草一らしい。

「私はね。思うの。春男くんと一緒にね、部屋にいるだけで……うれしいから……ね」

　コトリは晴れやかにいった。こんな言葉をまわりに誰だれがいようと気にせずいってしまうコトリってすごい。フネ、頼むぼくにも煎餅をくれ。どう答えればいいかわからないんだ。ぼくが話す代わりにあの低知能指数の色男がいってくれた。

「小鳥遊たかなしっ、うぅ、そ、そうだったか、そこまで田た中なかのことが好きだったのか。そうか、俺おれは、俺は、まや女子の女の子達たちのことも好きだったが、小鳥遊のことも、いっそみんな。俺のものにしたいくらい好きだった。クソー。恋の馬ば鹿か野郎」

　通学路を疾走する桑島。馬鹿はおまえだよ桑島。



　ぼくとコトリとフネと草一とかま子で歩く。背後から誰かが駆けてくる音。桑島だった。

「この通学路は迷路だったのか!?　なぜ同じところに戻ってきたんだろう？」

　歩行にもカーナビを持たせたほうがいい美男子に、草一が優しく説明してあげる。右折を四回するともとの場所に戻るという話。こうしてぼく達の珍道中ともいえる下校はまだ続く。なんとまだ校門をでて五分と経たっていない。

　そして、道路の向こうに、エリアスが見えた。ぼく達の視線に気づいて、スキップでもするようにエリアスがやってくる。ぼくは隣りのコトリの顔が見られない。

　エリアスはもうすぐそこ。

「そっか、春男、友達多いんだねー」

　エリアスは、ぼく達に視線を順々に流しながら微笑ほほえんだ。

「はじめましてエリアスです。はじめましてじゃない人もいるけど」

　エリアスのウインカーみたいな素早い視線が草そう一いちに当たった。草一は覚えていない。ジュースを飲んでマッチョになった時、小さいエリアスに出会っていることを。ぼくはこれ以上エリアスが冗談をいわないように睨にらんだ。エリアスはぼくのその視線を微笑ほほえみながら真っ正面で受け止める。

「コトリに渡したいものがあって」

　エリアスは手に紙袋を持っていた。あれ？　昨日のサミーでの買い物でもらった紙袋だ。それをコトリに突きだした。なんだろう？

「エリアスさんこれは？」

「その一番上に手紙があるからあとで読んでみて……ねえ、春はる男お」

　エリアスは身体からだをぐっとぼくに近づける、顔はすぐそこ。ほっぺたにタンポポの綿毛が触れたような感触。エリアスがぼくの頬ほおにキスをしたのだ。フネ以外の全員が息を飲む気配。フネは煎餅せんべいを嚥えん下かする気配。

「じゃあね」

　エリアスはそれだけいうと、ぼく達たちにおともしていたかま子こを連れて去っていった。いや、一度かま子だけが戻ってきて、エリアスにキスされたぼくのほっぺたの反対側がわにジャンプして、頭突きのようなキスをした。それで満足したのか、尻尾しつぽを千切れるように振って、エリアスのあとを追っていった。

　残されたのは沈黙の四人と煎餅を食う巨漢。

　ぼくは慌ててコトリにいった。

「彼女、外国の人で、ずっとあっちで暮らしていたから、これはその、挨あい拶さつみたいなものなんだ」

　コトリはぼくをまっすぐに見る。

「……私も挨拶していいかな？」

　その言葉の意味は、雷の速度でぼくの身体を貫いた。エリアスのキスとコトリのこの言葉に草一は赤い顔して、その場に崩れ落ちた。

　ぼくも許されるなら崩れ落ちたい。

　フネの煎餅を食べる音だけがまわりに響いた。桑くわ島しまが遠ざかっていくエリアスの背中に声を張り上げる。

「はじめまして俺おれは桑島マサヤっていいます！」

　馬ば鹿かみたいな自己紹介。桑島は輝くように白い歯を見せながら、ぼくにいった。

「田た中なか。やっと出で逢あえたぜ。彼女は地上の天使だ。真実の愛の謎なぞを俺に教えてくれるエンジェルちゃんだぜ」

　大盛り上がりの桑島。崩れ落ちて起きない草一。煎餅を食べ尽くしスナック菓子をリュックのなかから探しているフネ。ぼくを黙って見つめるコトリ。

　頭が痛くなってきた。コトリよ。挨拶はいつかきっとね。



　コトリはエリアスに渡された紙袋の手紙を開いた。手紙を開く前に、紙袋のなかに着物が入っていることに気づいて驚いた。手紙は新聞の切り抜きだった。

『演劇部の皆様方へ

　今まで着物を勝手に拝借して、申し訳ございませんでした。着物をお返しします』

　コトリは手紙から顔を上げた。

「春はる男おくんすごい！　ほんとに解決しちゃったよ」

　いや、すごいのはエリアスなんだ。っていうよりどういうこと？　展開に置いてけぼり。

「おいおい、演劇部の衣装ってなんの話だ？　マボチュー内の事件か？」

　ぼくは新聞部員が唸うなるのを止めるのでやっとだ。なにはともあれ、ほんとにエリアスは着物女が何者なのかわかっているらしい。そして、衣装を拝借することをやめる手紙を預かってきたということ。ぼくが学校にいってる間に着物女に接触していたのだろうか。

　ただ、ぼくはちっとも着物女の正体はわからないし、エリアスがなんで着物女の正体をわかっているのかもわからない。なにより、なぜ、エリアスがぼくに着物女のことを教えてくれないのかがわからない。ぼくがいろいろわかっていないということは、とりあえずわかったよ。

　ライムには、サミーでの着物女捕獲戦中止の連絡をしなくては。



　そのあとぼく達たちは、それぞれの自宅方向に別れる交差点で「じゃあ」といいあった。サミーに集合の約束。素人しろうとカラオケ大会は約一時間後の午後五時には始まる。五人が別れる時、コトリからほんの少し目配せ。意味はわかりやすかった。

　そして、みんなと別れたあと、目配せの意味の確認に交差点に戻ってくるぼく。やっぱりコトリがいた。

「えへへっ、一緒にいこうよって合図ちゃんと伝わってたんだね」

「ああ、わかりやすかったよ」

　コトリの家によってからサミーに向かうことになる。

「家によってもらってごめんね。春男くんはリュックを家に置いてこなくて、いいのっ？」

「ああ、だいじょぶ。教科書なんてほとんど入ってないしさ」

　ぼくの言葉にコトリは小さく首をかしげる。コトリの視線がリュックに向けられている。ぼくはコトリの傾いた首をもとに戻す。

「えへへっ、ありがと」

「さあ、コトリの家にいこう」

　重みを感じるリュックを背負ったまま、コトリの家経由でいざサミーへ。



　サミーの素人カラオケ大会の特設会場のまわりは、食料品のタイムセールをおこなっている特売会場より人口密度が上回っていた。まだ開会もしてないのに。

　集客効果絶大の大きな原因は、デマ地伝「両想おもいラブソング」を信じてやってきたマボチューの生徒達たち。男女比は１対９で女子が圧倒。

「うちの学校の女の子達、いっぱいいるね」

　コトリが会場を見まわしていった。

　受付でエントリーしたあとは、クジで順番を決め、自分の歌う曲を開催事務局に伝えれば、会場のどこかで待つのみ。コトリはサミーに着いてすぐ、ぼくがトイレに入ってる間に面倒な手続きをさっさと済ませていた。しっかりした一面と天然な発言の見事な緩急。かなりの数の男子がそのギャップにやられている。

「コトリさんは、順番は何番目？」

　マボチューの生徒が多いのでさんづけ。コトリが手元の番号札を見る。バスの整理券みたいな紙。予算低そう。

「41番目かな」

　一人あたりの持ち時間が四分だったとしても、４×41は？　一体何時間何分後にコトリの出番がくるのだろう？　マボチューの生徒多すぎ。

　開会まであと二十分はある。



　コトリとステージまえの観客席にいると、ライムが会場の隅っこというより、サミーの食料品売り場のほうにチラッと見えた気がして、コトリのもとを離れた。コトリはこれから歌うにあたって、かなり集中してきているようだったし。

　食料品売り場の青物野菜売り場のワゴンのまえで、おびえるような顔のライム。

「よう、ライム。ん、どうした？　腹痛か？　トイレならあっちだぞ」

　ライムはぼくの顔を見て、安心したように眉み間けんの皺しわを緩ゆるめた。ぼくは続けていう。

「そういえば、一緒にサミーにこれなくてごめんな」

「ううん、いいよ」

　迷子になった子犬が飼い主にしがみつくように、ぼくの制服の裾すそをライムが掴つかむ。どうしたんだろ？　このあとに胸もとを掴まれて、柔道の体落としをくらわないように気をつけながら、ぼくは元気のない少女に声をかけた。

「どうしたライム？　色仕掛けならきかないぞ。あいにく連日ものすごい色仕掛けをしてくるやつが近くにいて、鍛えられているんだ」

「……そんなんじゃ……ないよ」

　話のテンポがライムらしくない。黙っていると俯うつむいたライムが、いう。

「……あれ、あの人達が」

　ライムが細い指で会場の人だかりのなかを指す。六丁目ベイブ・ルースで見た時のバットを力強くグリップする指とは別の指のように、白くて頼りなかった。

　ライムの指す先に、男子の輪。

　離れているから顔がなんとなくしか見えないけど、マボチューの二年生だと思う。同級生だけど、話したことはない。多分恋愛シミュレーションゲームに興味のない男子達だ。残念なのか名誉なのかわからないが、マボチューのギャルゲーユーザーなら、みんなぼくのもとにやってきている。どいつもこいつも顔見知りだ。

「あいつらがどうかしたのか？」

　ぼくの上着の裾すそを強く掴つかむライム。俯うつむいたまま。さらに強く引かれて制服のポケットから、キーが落ちる。最近のぼくのお守り。ライムが渡してくれた真ま魅みばあちゃんのハーレーのエンジンキー。ライムがいち早くかがんでキーをとり、ぼくに渡してくれる。そして、小さく頷うなずいたかと思うと、なにかを振り払うように首を振った。ツインテールが肩口を撫なでる。

「……ううん、ごめんなさい」

　なにに対しての謝罪かわからない。

「なんでもないの。うん、今日決着つけましょ。衣装拝借魔を先に捕まえたほうが勝ち」

　なんでもないわけがなかったのに、ぼくはいつもの調子に戻ったライムの力強い声を聞いて安心してしまった。疑問に思ったことを聞きだすのはやめた。あの男達たちがどうかしたのか？

　この時点で聞いてあげることができていたなら、ライムが無む闇やみに傷つくことを回避してあげられたんじゃないだろうか。

「ライム、衣装拝借魔こと着物女はもう現れないらしいぞ」

　ぼくは驚くライムに、今日エリアスが持ってきた手紙を渡した。



　サミーに入ってくるエリアスが見えた。合流して受付へ。

「春はる男おはコトリの側にいてあげなよ。わたしはだいじょぶだから、うふふ、受付くらいできるんだよ」

　不意にエリアスの具合がよくないんじゃないかと思った。表情も声もジュースの効果でいつも以上に明るいんだけど、エントリーした昨日に比べて全然足音がしないのだ。シルバーのメッシュのパンプスのカツンカツンという弾むような音がしない。店内のタイルの上を引きずっている足。元気のない擦れるような足音なのだ。その足音の異変に気づいた時には、エリアスはもう当日受付をし終えていた。

「これで、コトリとわたしのどっちが歌が上う手まいか決定するね」



　受付を離れたぼくとエリアスに誰だれよりも先に話しかけてきたのは、まや女子へのナンパを先送りにした桑くわ島しまだった。うしろには無理矢理ここに連れてこられたのだろう草そう一いち。

「桑島マサヤです。俺おれは今日、貴女あなたのために歌いたいと思います。俺が勝ったらつきあっていただけませんか？」

　桑島のかしこまった口調なんてはじめて聞いた。初対面のつぎの挨あい拶さつで交際を申し込むやつもはじめて見た。

　エリアスはニヤニヤしながら、どうするの？　と視線をぼくに飛ばしてくる。ぼくに、交際を賭かけて歌うのはやめてくれ、などといわれるのを望んでいるのが窺うかがい知れる。

　エリアスがぼくにいってほしい言葉がわかるだけに簡単にはいいたくなかった。だから、代わりの言葉をエリアスの耳元で囁ささやいてみた。

「どうせ負けないだろ？」

　エリアスは当然というふうに大きく胸を張った。そしてエリアスは桑くわ島しまにいう。

「いいよ。わたしが負けたらつきあってあげる。でもわたしはかなりわがままでエッチだから、この春はる男おくらいしかわたしとつきあえないと思うけどなー」

　エリアスの発言で草そう一いちの顔は瞬間湯沸かし器のように赤くなり、ぼくは頭を抱えた。そんなぼくと草一を余よ所そに、桑島は「貴女あなたの隣りの負け犬じみた男とは、比較にならないほど包容力のあるメンズがいることを教えてあげるよ」と自信満々。

　誰だれが負け犬じみた男だ。仲よくなったというのにひどいことをいうやつだ。きっと桑島にとっては友情よりも一ひと目め惚ぼれのエリアスのほうが大事なのだろう。

「それじゃー、またねエンジェルちゃん」

　桑島は、男子からすれば消化不良を起こしかねない甘ったるい笑みを残して、去っていった。草一はまだ呆ほうけたような赤い顔で、右手右足、左手左足を交互にだすという大変古典的な動揺の仕方を見せ、桑島のあとを追っていった。その様子を見つめていたエリアスがいう。

「春男のまわりって、変なやつが多いよね」

　エリアスも変なやつの一人だと思っているとは、いわないほうが身のためだ。



　集中するから一人にしてというエリアスのもとを離れ、コトリのもとに戻った。

　しばらくして、やたらテンションの高いＭＣが素人しろうとカラオケ大会の開会を宣言した。ショッピングセンター主催のイベント。始まりは拍子抜けするほどさっぱりとしたものだった。小学校の学芸会のほうがまだ厳かに始まる。ただ今年は、予想以上に参加者がいるみたいだから、サミーのオーナーによる開会の挨あい拶さつが終わった時には、轟ごう音おんのような拍手。口でヒューヒューと吹く輩やからまでいる。お祭りだね。マボチュー生徒盛り上がり過ぎ。とりあえずコトリとぼくは、特設ステージ脇わきのパーテーションで区切られた一角に移動した。フネの身体からだぐらいでかいアンプのうしろ。人が通る道でもないから、そこまで騒がしくはない。

　開会式が始まってから、一言も話さなくなったコトリの横顔を見る。緊張しているのではないようだ。まん丸な瞳ひとみが演劇部の舞台開演直前の時のように真剣な光を帯びている。歌姫の充電完了間近。



　エリアスとコトリのエントリー番号を確認した。出番までにはまだまだ時間があるようだ。エリアスが歌いだすまでに七人はいる。コトリはさらにあとだ。ぼくのほうが緊張してきた。トイレにいこうと歩き始めたら、聞き覚えのあるあだ名が聞こえた。ギャルゴ以上にひどい呼称。

「あれ？　おまえ、エロ長じゃん」

　三人の中学生男子に囲まれているツインテールの少女。ライムだった。

「なになに？　それあだ名？」

「小学校で一緒のクラスだったんだよ。エロ本ばっかり売ってるタニザキっていうコンビニもどきの店を知ってるだろ？　あそこの長女なんだよ、だから略してエロ長」

　ライムは、黙って俯うつむいていた。今まで特に意識していなかったけど、ライムは１５０センチくらいしかない本当に小柄な女の子なのだ。

「エロ長って確かさー、まや女子にいったんでしょ」

　ライムが答える代わりに馬ば鹿かな誰だれかが声を上げる。

「マジ!?　まや女子ってお嬢様ガッコーでしょ。っていうか、このエロ長って結構かわいいねー。俺おれに紹介してくれよ」

「なあエロ長、知らないやつのために自己紹介してくれよ。なあ」

　ライムは顔を下げたまま。

「あ、それと売れ残りのエロ本でいいから頂ちよう戴だいよ。じゃないとタニザキに万引きしにいっちゃうよ」

　思いだした。こいつら草そう一いちのクラスのやつだ。万引きが上う手まくいったことを誇らしげに自慢している愚かな中学生ども。

　男のなかの一人が、ライムの細い肩に触れようとした。そいつの手首をぼくは掴つかんだ。こちらに顔を向ける馬鹿たれ。まだぼくがきたことに気づいていないライムは、床を見つめたまま、震えている。

「なんだおまえ？」

　不穏な空気に変わったのをライムが察したのか、顔を上げた。可哀想かわいそうに。いつもぼくを睨にらみつける大きくて切れ長の目の端には涙が浮かんでいた。ライムにだけわかるように「だいじょぶ」と口を動かした。

「彼女、嫌がってるじゃないか。男がよってたかって女の子をからかうなよ」

　男に絡まれている女性を助けに入った男の言葉として、どこかのマンガで読んだような気がするセリフをいった。模範的。

「なんだおまえ？」

　ドラクエの村人のように同じセリフを繰り返す男Ａ。

　女性を傷つける男を決して許せない紳士こと田た中なか春はる男おですとでも答えたほうがいいのだろうか？

　男達たちの輪のなかで、もう一人が「あ！」と声を上げる。いちいちうるさいやつら。

「こいつ、うちの学校のギャルゴじゃねえか！　おいおい、俺達のことなんだからギャルゴは関係ないだろうが。てめえは家に帰ってギャルゲーでもしてろよ」

　ひどいことをいうやつだ。同性に心ない言葉をぶつけられたのは久しぶり。

「関係なくはないよ。ライムをからかうやつは見逃せないね」

　本当ならこの言葉のあとに『ぼくとライムは地伝の解決役をかけて、競いあっているんだから邪魔するな』と続けたかったが、事情を知らないやつらに地伝のことはいえない。そのせいだろうか。男の一人が勘違いをした声を上げる。

「なんだよ。ライムって、下の名前呼び捨てかよ。なになに、もしかしてギャルゴとエロ長って、なんかあるの？」

　ライムはキレるかと思ったが、小さな身体からだを震わせたままだった。ライムの手はいつのまにかぼくの制服の裾すそを握っていた。

「おいギャルゴ。ここじゃ目立ち過ぎっから、ちょっとつきあえよ」

　男Ａが歩きだす。ＢとＣも。もちろんぼくも。

「ライム。手を離してくれないか？」

　ぼくの制服の裾を握ったまま、顔を上げるライム。手はゆっくりと離されていく。

「ちょ、ちょっと。待ってあなた」

　言葉だけ聞いたら、単身赴任にいく旦だん那なに、駅でお弁当を手渡すためにホームに駆け込む良妻賢母みたい。間違っても物干し竿ざおとつっぱり棒で白黒つけようぜといっている女のセリフには聞こえない。

　こうして、ぼくはエリアスとコトリが歌い始めるまえに、むさい男達たちとコンテナの並ぶサミーの店舗裏駐車場にまわった。



    

  
    
      



    

  
    
      　サミーの入口のところで、一人でくるフネが見えた。ぼくの姿には気づいていないみたい。加勢してよってフネに声をかけるタイミングは逸していた。



　サミー裏駐車場の脇わきにぼくを含めて男四人。右手は商品在庫を抱えたコンテナ群。左手はサミーの外壁。奥は搬入シャッターが閉まっている。人数が揃そろっているから麻雀まーじやんでもしようということにはならないだろうな。

「おいギャルゴ。おまえはキモイんだからおとなしくしてればいいんだよ」

　男の一人が、ふざけた調子でぼくの頭を叩たたいた。ダウンタウンの松まっちゃんにツッコミを入れる浜はまちゃんよりは幾分優しい平手打ち。それでもこんなことをされて頭にこないぼくじゃない。

「正当防衛成立だ」

　ぼくは体温の輻ふく射しやを感じるほど近くに寄ってきた男達たちを押しのけた。

「なめんな。ギャルゴ」

　大振りなパンチ。ぼくはパンチングマシーンじゃない。そんなのくらうか。腕を突きだしたやつの胸に頭突きをくらわすように突っこむ。抱きあうような姿勢になった。密着した姿勢のまま、右みぎ膝ひざを力一杯上げる。考えなんてなし。ただ膝ひざが抱きあったやつの股こ間かんにめり込む。崩れ落ちる前方の男。痛そうだね。残すはあと二人。ただ、ぼくの威勢がよかったのはここまで。相手は悪ぶった中学生三人だけど、こっちだってただの帰宅部だ。雑魚対雑魚は、人数が多いほうが勝つ。簡単な算数。

　前方の一人を倒すことに神経を注いでいたぼくの背中は、当然がら空きだった。そこに残り二人の芸のない蹴けりやパンチが何発か入れられた。馬ば鹿かな誰だれかのパンチが背負ったリュックにヒット。リュックのなかでプラスチックがぶつかりあうような音。気がついたら目のまえは地面だった。ただ背中の重いリュックを腹の下に。これの中身は守らなくてはいけない。防戦一方。弱い男でスマン。

「あぁ？　なに見てるんだよ？」

「おい、人がきたらまずいぜ」

「やばいよ。いこうぜ」

　なにか様子が変だ。ぼくの尻しりや背中や腹を蹴っていたやつらの動きが止まる。誰かがきたのだろうか？　男達は「やべえ」とかいいながら足早に去っていく。来訪者とすれ違うように。ぼくは仰あお向むけになって、あごを上げる。逆さになった世界に見えたのは、ジャージを着た女が一人。うん？　あれはマボチュー指定の二年生の紺ジャージ。ぼくがなにかいうまえに、ジャージを着た女がぼくの身体からだを抱きかかえた。いつのまにか膝ひざ枕まくらの状態。ぼくはその顔を見上げる。

　驚いた。着物女だったからだ。着物は着ていないが、今度はジャージの上下。

「あっ」

　思わず声がでた。ジャージの左胸。名前が刺し繍しゆうされているところに「２・２　田た中なか」とある。それ、ぼくのジャージじゃないか。

「なんで衣装拝借魔からジャージ拝借魔になってるんだ？」

　涙が零こぼれ落ちる瞬間のような顔をして、元着物女で現ジャージ女は無言のまま。

「なんで泣いてるんだよ？　……ぼくはおまえを捕まえようとしていたんだぞ、それなのに捕まえてなんていう手紙は寄越すし。なんで、いつもそっちから寄ってくるんだよ？」

　ぼくの三つのなんでに答える気はないようだ。ジャージ女はぼくにケガがないかどうか確かめるように身体からだ全体を撫なでてくる。終始無言だ。

「どうやって、ぼくのジャージを手に入れられたんだよ？」

「……」

「どうして、人の着ているものを持っていくんだよ？」

「……」

　ジャージ女はなにもいわない。ぼくはいつまでもジャージ女の膝ひざ枕まくらの上にいるわけにはいかないのでのろのろと立ち上がった。相変わらず微み塵じんの敵意もない。衣装拝借魔事件は解決したが、なにかの地伝は解決していないみたいだった。ジャージ女は地面に座ったまま。反応は期待できなかったけど、ぼくは話し始めた。

「ぼくの知りあいに地伝がおこっているかいないかわかる子がいるんだけど、その子は地伝が今起こってるといってるんだ」

　サミーの店舗のほうから、こもったような歌声が遠くに聞こえてくる。さほど上う手まくもない歌は、そこそこ邪魔なＢＧＭ。気にせず話し続けた。

「でも、ぼくはさ。きみのこと、まあ、勝手に衣装拝借魔って呼んでるんだけど……あ、でも今からジャージ拝借魔か。どっちでもいいや。とにかくきみは絶対地伝に関かかわっていると思ってるんだ。どうしてきみは噂うわさになってないんだろうな？」

　拝借魔は笑いもしないし、困った顔もしない。

「悪いけど、ぼくの知りあいがこれから歌うからいってくる。きてくれて助かったよ、ありがとう。じゃあ」

　ぼくが立ち去ろうとした時、視界の両端。ぼくの両肩の上にうしろからなにかが伸びてきた。それはジャージの袖そでだった。ジャージ女に背中から抱きつかれた。

「おい、なんだ？」

「……」

　小さな吐息。一言も発しない。連続秒針の時計より静かなジャージ女。ふと演劇部の次回公演『恋れん哀あい』の心中シーンのことを思った。確かヒロインの姫様は心中する時、愛する町人の男の家に、誰だれにも気づかれずにいけるように、慣れ親しんだ華やかな着物姿ではなく、あえて綻ほころびの目立つ地味な着物を着て、向かったのだ。着物姿からジャージ姿へ。これは衣装拝借魔事件は終わったが、心中の線はまだ残っているということか。心中へのリーチ。ぼくは絶望的な発想を振り払うようにありったけの力で無理にでも腕を解こうとした。その時。

「こらー！　田た中なか春はる男おくんから離れて！」

　刺さるような女の声。どこのどなたがぼくをフルネームで呼ぶのかと声のしたコンテナの上を見ると、いた。まや女子の制服姿にキャッチャーマスク。真ま幌ぼろ市産の和製大砲。

「ライム！」

「ちょ、せっかくマスクしてるのに名前呼ぶな。ばか。あなたの加勢にきたら、まさか衣装拝借魔がいるなんて。あれっ、でもあなたさっき、もう解決したっていってなかったっけ。どういうこと？」

「衣装拝借魔はジャージ拝借魔になったんだ！　とにかくなにかの地伝には関かかわっているはずなんだ」

「なんかよくわかんないけど、戦ったほうがよさそうね」

　ライムがコンテナから跳躍。ただライムの手には、つっぱり棒が握られていない。どうするのかとジャージ女とぼくが見つめるなか、ライムは開かれたコンテナの中から、値札のついたつっぱり棚をだす。ぼくを背中から抱きしめるジャージ女の腕の力が増す。ライムの動きは速かった。幅60センチほどのつっぱり棚を四つ五つ抱えると、店舗の壁とコンテナの間に突っ張る。複数あわさった棚の高さは２メートルを優に超えてる。

　四方が塞ふさがれた。まるで牢ろうのなか。これにはジャージ女の顔にもはじめて焦りの色が走る。ただ、ほんの一瞬だったけど。

「さあ、逃げられないわよ。田中春男くんから離れなさい」

　第三者がいる際は、ぼくのことをライムはフルネームで呼ぶようだ。新たな発見。

　ジャージ女はぼくの耳に一度顔をこすりつけてから、棚に向かって駆け始める。ほんの二、三歩で驚きのトップスピード。

「ちょ、ちょっと」

　余裕を持っていたライムの焦った声。つっぱり棚の牢の内うち側がわにいるライムの頭上をジャージ女は大ジャンプ。人が宙を歩くように飛ぶ姿を初めて見た。しかもジャージ姿。スポーツブランドのＰＶのワンシーンみたい。

　つっぱり棚の向こうに降り立ったジャージ女がこちらを振り返る。いい笑顔だった。

　そうしてジャージ女は一陣の風のように消えていった。



　ぼくはライムとつっぱり棚の檻おりのなかに取り残された。間抜けな地伝解決ヒーロー候補。

「……あなた、さ、さっきはありがとうね」

　ジャージ女がいなくなった宙を眺めたまま、ライムがらしくない弱々しい声で呟つぶやいた。

「さっきって、ぼくがなにかしたか？」

「してくれたよ。あたしのことを助けてくれたよ」

　つっぱり棚の牢を開放しないライム。キャッチャーマスクをはずす。ツインテールが揺れてライムの顔が目のまえに。熱でもあるのかほんのり赤味を帯びてる気がする。

「ああ、助けたってあのムカツク男子どものことか。あいつらは最低なやつらだから、気にするなよ。あんなやつらのせいで男に対して嫌なイメージばっかりになったと思うけど、世の中には、いい男だっていっぱいいるからなライム」

　人が真剣に話しているのに、ライムはトイレにでもいきたいのかもじもじとして、視線を逸そらす。

「……うん、わかったよ」

　店舗から聞こえてくるどっかの誰だれかのバラードに、かき消されてしまいそうなくらい小さな声のライム。やっぱり熱でもあるのだろうか？

「じゃあライム、ぼくはどうしても歌う姿を見なきゃいけない子がいるから、いくよ」

　ライムの横を抜けるように歩くと、

「そ、その子って、その、ああ、な、なんていうのかな？」

「どうしたライム？　噛かみまくってるぞ」

「その子は……お、女の子なの？」

「ああ、そうだけど」

「……い、いかないで」

　うん？　ライムが俯うつむいてなにかをいった気がした。

「ごめん、聞こえなかった。なんだい？」

「いか」

「イカ？」

「ない」

　確かにここは漁場でもスーパーの鮮魚売り場でもないのでイカはいない。うん？　なんでイカの話だ。ライムが泣きだしそうな小さな声で続ける。

「こ、ここにいてよ」

　コンテナと店舗の壁とシャッターとつっぱり棚に囲まれた空間。

　こんなとこにいてどうする？　イカの話は終わったのか。

「ライムどうした？　すまんがいくぞ」

「あのね、す、少し、もうちょっとだけでいいからあたしと話さない？　ほら、衣装拝借魔がジャージ拝借魔になっちゃったからそれを捕まえる計画練ったり、よく練ったり、二人で練ったり、しようよ」

「いや、練りすぎだろ？　それにぼくとライムはどっちが先に捕まえられるか競いあっていたんじゃないか？　一緒に計画練ってどうするんだよ？」

　ぼくを見るライムの瞳ひとみに意志の強い炎が宿る。

「こ、ここは通さないから……絶対開けないからね……つっぱり棚どかさないから」

　ぼくは開かれたコンテナのなかに物干し竿ざおを見つけた。それを掴つかむ。ライムは気づいていないだろうけど、駐車場の一角の隅にジャージ女は隠れている。どういうわけだかわからないがこっちの様子を窺うかがっているみたいだ。物干し竿を強く握る。やっぱりジャージ女が地伝と関かかわっている存在なのは間違いない。なら物干し竿を持つぼくの身体能力は漲みなぎるように上昇しているはず。竿さおを握っているぼくがなにをするかわからず不安げな視線を寄越すライム。Ｇショックを見ると、エリアスの出番がもうすぐそこまで迫っている。ぼくは、物干し竿ざおに力を込めて、つっぱり棚に一撃をくわえた。やっぱり、ぼくの力は増幅されていた。竿の強烈な一撃をくらったつっぱり棚は、その力を失ったように地面にがらがらと落ちた。ぼくの背中にライムの震えた声がぶつけられる。

「な、なんで？　あたしのつっぱり棚のつっぱりを解くことなんて、あたし以外できないはずなのに……たとえトラックが突っこんできたって突っ張ったままを維持できるのに」

　ぼくは、物干し竿を地面に転がした。背中越しに小さく「悪いな」といって、ぼくはサミーの正面に走った。ジャージ女は駐車場の陰から、ぼくを見て、安心したようにその場を去っていった。そして、ぼくはサミーの正面入口に駆け込んだ。



　会場に戻るとエントリーナンバー８のエリアスがステージに向かう直前だった。

　ぼくを見つけて、パンプスの足音を響かせてやってくる。カツンカツン。

「ねえ春はる男お。この大会はわたしとコトリの戦いだと思うんだよね。それにしてもね、邪魔な参加者が多いから、ここはいっちょ蹴け散ちらしてくるわ」

「おい、エリアス。まさか暴力沙ざ汰たで参加者を」

　店舗裏から走ってきたばかりのぼくは荒い息とともに、いった。

「確かにかま子こをつかえば、それもできるかもしれないけど。もっと簡単な方法だよ」

　エリアスが背中を向ける。至急エリアスに確認しなきゃいけないことがあった。

「おい、待てよ。エリアス、衣装拝借魔こと着物女がぼくのジャージを着て、さっきやってきたんだ。エリアスならなんか知ってるんだろ？　教えてくれよ」

「ダメだよ春男。わたしもうそろそろだから」

　ぼくを見て、胸で小さく手を振るエリアス。ステージではエントリーナンバー７が歌い終わっているようだ。ご機嫌のＭＣの声がする。

「エントリーナンバー８　エリアス！」

　エリアスはステージに向かっていく。



　ステージにはモデルのような金髪美女エリアス。なにかやってくれそうという期待にも似た感情が観客席に充満していく。前奏が流れ始める。エリアスは期待を裏切らない。

　買い物帰りの主婦が立ち止まって聞き惚ほれる圧倒的な歌唱力が響く。エリアスの声のまえで心が動かないなんてことは無理な話。無視できない歌声。避難勧告の発令されている台風のなか、傘もささず、スウェットの上下だけで立たされているようなもの。心と脳に歌がやってきて、好き勝手に感動とか喜びとか癒いやしとか感情を刺激するだけ刺激して、身体からだを暴風雨のように突き抜けていく。選曲は誰だれもが知ってる愛することの切なさをささやかな喜びで歌った日本の名曲。パワフルな声がびっくりするほど丁寧にメロディをなぞる。

　エリアスの外見で日本の歌を歌っていることに少し驚いている観客もなかにはいたが、元々エリアスは日本製のフィギュア。日本語にのみ対応だ。

　中学生達たちの間でも、エリアスの稲妻のような歌声にその場で跪ひざまずいてしまうやつもいた。エリアスと歌で競いあうなんて到底無理だと考えたやつは多かったのだろう。エリアスが蹴け散ちらしてくるといった意味がわかった。歌い終わったあと、参加者の数はいきなり五分の一になった。優勝を狙ねらっていたボーイ＆ガールはものわかりが早い。観客の大半はいつのまにか総立ちで、当然のようにスタンディングオベーション。

　ぼくははじめて聴くエリアスの歌声に鳥肌が立つほど感動した。

　エリアスがステージ上でパンプスを脱いで、高々と掲げた。

「このパンプスは、そこのおじさんの店のなのー。よろしくね」

　突然のピーアール。エリアスは、昨日店長にした約束をちゃんと守ったのだ。観客席のうしろにいた店長は、照れながらも大きく手を振って喜んでいる。

　そのあと群衆のなかから真まっ直すぐにぼくを見るエリアスと目があった。視線が痛いくらいに絡みあう。特設会場の低い階段を降りながら、それでもエリアスはずっとぼくを見ている。群衆のなかの平凡な村人を優しく見つめる裸足はだしのプリンセス。



　エリアスの登場で俄が然ぜんテンションが上がっているＭＣが割れるような声で叫んだ。

「エントゥリーナンバァ――！　フォーティーン!!　マサヤ桑くわ島しま」

　14番の桑島。８番目に歌ったエリアスのあとの参加者は次々に辞退していて、桑島までの間には一人歌っただけだった。桑島はエリアスへの気持ちから舞台に向かう。

　パイプ剥むき出だしの簡素な特設ステージ。ステージが目映まばゆいばかりのスポットを浴びている。そこに美男子。勢いよくマイクを掴つかむ。

　ただ、やる気だけでは歌の上う手まさはどうにもならない。桑島の十人並みの歌に、部分的に強烈な拍手が起こって終わった。桑島のことが好きな女生徒達が張り切って手を打ったのだろう。



　コトリの出番まであと少し。

　着物女のことをおそらく知っているエリアスに、彼女がジャージ女となって現れた理由を聞きたかった。演劇部の衣装が持ち去られる事件は終わっても地伝は終わってない。

　エリアスに聞こうと思ったら、コトリがいる参加者待機席にエリアスはいた。コトリと話しているわけではなさそうだが、コトリと二人して丸まる椅い子すに座って俯うつむいていた。静かなところにいたいのかもしれない。確かにエリアスは、今のサミーで目立つ存在だ。さっきから、まわりの客がひそひそと話している。「あー、さっきものすごい上手かった人だ」「すっごい綺き麗れいな人」「もう一回歌が聴きたい」ひそひその中身はそんな感じ。エリアスがぼくのもとを離れていくとひそひそは聞こえなくなった。

「おお、ギャルゴ。おまえの親しん戚せきのエリアス嬢すごいな」

　渋いうなり声。親戚のおじさんにでも話しかけられたのかと思った。いくらなんでも親類縁者にまでギャルゴのあだ名は浸透していないはず。

「お、フネじゃないか。サミーに入ってくるとこ見たぜ」

「いやいやサミーの素人しろうとカラオケ大会は憎きデマ新の噂うわさにもなってるからな。両足が折れようとも、ほふく前進してでもくるよ。はははっ」

　あながち冗談には聞こえないフネの取材意欲。首から提げたカメラのレンズカバーは当然外されており、レンズは獲物を狙ねらうイヌワシのように鋭い輝きを見せている。

「ほふく前進してまでくるなんて、フネは戦場カメラマンになれるかもな」

　フネの話にあわせたのに、フネは自身の取材に対する意欲の話はもういいようだ。別の話題を始める。

「にしてもエリアス嬢の歌声はすごかったぜ。おれは最初から聞いてるけど、歌のパワーみたいなものが全然違うもんな、エリアス嬢と他ほかの参加者の歌とでは。近海物の最高級タラバ蟹がにとカニかまぼこぐらい違うぜ」

　でた。フネの食べ物のたとえ。わかりやすいんだか、わかりにくいんだか。

「とにかくエリアス嬢は優勝候補筆頭だな。ギャルゴはもちろんあの歌声聞いたんだろ？」

「ああ、ちょっと用があって、一時サミーをでていたんだけどエリアスが歌うギリギリには間にあったよ」

「おお。そうだったのか。ならクラス一の美少女に礼をいったほうがいいかもしれないな」

「うん？　どういうことだよ」

　フネは豊満な胸のまえで腕を組み、「それがよ」と唸うなり始めた。

「エントリナンバー７。だから順番でいうとエリアス嬢の一人まえの参加者だったわけなんだけどよ。なかなか歌い始めなかったんだよ。あれだぜ、別に音響のトラブルとかじゃないぜ。クラス一の美少女はステージに上がってから、会場を見渡していたんだ。まるで誰だれかを探しているみたいだったな。もしかして誰か好きな人でもいたりしてな。で、ＭＣが痺しびれを切らして、歌い始めてくれなきゃ失格にするよっていったら、落胆した顔で渋々歌ってたな。なにを探していたんだろうな、あの子は。まあ、そのおかげでエリアス嬢の出番が遅くなって、ギャルゴは歌っているところを聴けたんだよな」

　フネと二人して首をかしげていると、

「ネクストボーカリスト！　ゆかり小鳥遊たかなし！　カモンッ」

　ションピングセンターサミーにつくづく似合わないテンションのＭＣの声が響く。語尾の「カモン」の発音が悪いせいか「家紋」に聞こえた。エリアスが歌ってから、十数分後。いよいよコトリの出番だ。待ちわびたコトリの歌。控え席に一人きりになったエリアス。コトリの歌が聴きたい。ジャージ女の地伝のことをエリアスに聞かなきゃ。

「ギャルゴ、いよいよコトリの番だな。さあ応援しようぜ」

　なにか知っていそうなエリアスにジャージ女のことを絶対聞かなくてはいけないが今すぐ聞かなくてはいけないわけじゃない。ぼくは舞台上のコトリの応援に専念することにした。

　あ、名前入りうちわをつくるの忘れてた。



　制服姿のコトリがステージに上がると、会場に漂う緊張感が増した。マボチューの生徒の間では、コトリが歌の神様に愛されたかのように上う手まいのは周知の事実だ。

　ステージの両りよう脇わきにあるスピーカーから、バラードの前奏が流れだす。ヘボな音響担当がボリュームを絞り込みすぎたのだろう。スピーカーからの音がやけに小さかった。でも、コトリが歌い始めたらそんなの気にするやつはいなくなった。コトリの声が会場を包む。スピーカーからの粗悪な音が彼女の声を邪魔しなかったのだから、これでよかったのだ。老若男女の上に、真夏の通り雨のように分け隔てなく気持ちよく注がれるコトリの声。ステージ上のコトリを感じつつ、目を閉じた。歌が身体からだを満たしていくのがわかる。こんなショッピングセンターの一角の仮設ステージでも、歌い手がよければ、ぼく達たちはいくらでも感動できるのだ。身体が音楽をいれた容器のようになった時、コトリの歌は終わった。夢のような四分間をくれた歌姫は舞台上で謙虚に微笑ほほえんだ。そのあと観客たちの爆発するような大拍手。



　コトリの歌ったあとに十数人だけ残っていた参加者の何人かは、マボチュー演劇部の至宝の歌声を聞いて辞退した。参加者達は気持ちよく人前で歌うことを主な目的にはしていなかったのだ。皆優勝を狙ねらっていたので、勝ち目がないとやめておく。賢くて諦あきらめのいいマボチュー生徒一同。ちなみに我が校の校訓は「賢くて諦めない生徒」。半分校訓通りの生徒達。惜しい。エントリーナンバー何十番目かの歌が続いてる。多分あと二、三人歌えば、優勝者の発表に移るだろう。

　歌い終えて、極度の集中から解放されたコトリとパーテーションで区切られた一角にぼくはいた。エリアスはいつのまにか観客席をぶらぶらしていた。

「春はる男おくん。緊張したよぉ」

「コトリさん、すごい上手かったよ」

「えへへっ、すごい嬉うれしいっ」

　表情も声も柔らかくて優しいいつものコトリ。その時、観客席のどこかからエリアスがぼくとコトリを見つけて、歩いてくる。

「コトリはやっぱ歌上手いね」

　エリアスは、一瞬ぼくにウインク。お世辞ではなく、本心からコトリの歌声を賞賛している。まあ、エリアスはもともとお世辞なんていわないんだけどね。コトリがエリアスを真まっ直すぐに見つめる。

「エリアスさんすっごくいい声でした。聞き惚ほれました……でもでもね負けたくないです」

　珍しいコトリ。勝ちとか負けとか気にしているのをはじめて見た気がする。

「ふふふっ。ライバル心燃やしてもらってうれしいよ。勝負だね、っていっても、もう結果待ちなんだけど」

「はい、勝負です。負けませんっ」

「あはは、すごいやる気ね。どうしても優勝したい理由でもあるの？　たしか景品は、健康ランドの年間パスポートだっけ。豪華なのかケチくさいのかわかんないねー」

「エリアスさんが歌ったのはラブソングでしたね」

　コトリの瞳ひとみの奥が、光を当てられた氷山のように強く輝く。

「そうだよ。だって、わたしラブソング好きだし」

　エリアスが楽しげにいう。コトリはほんの少し俯うつむいて小さく息を吐く。再び上げられた顔が真正面にエリアスを捉とらえる。

「春はる男おくんっ、耳塞ふさいでほしいっ」

　いきなり話題がぼくに振られて、焦る。とりあえず今のコトリのいうことにはすぐさま従いたくなる必死さがある。両手を耳に被かぶせる。ぼくのその様子を確認したコトリがエリアスにいう。

「……エリアスさんの好きな人は……その……えっと……春男くんですか？」

　意味ねえ。コトリはこの質問をすぐ横にいるぼくに聞かせたくなくて、耳を塞がせたのだろうけど、ばっちり聞こえちゃってる。ぼくの手は遮音性能の高いイヤーマフではない。ただ、咳せき払ばらいすらできないような真剣な空気。聞こえてますけど、とはいいにくいな。

「そうだよ。コトリもそうなんでしょ？」

　いいにくそうに聞いたコトリとは対照的に、エリアスはまるで今の時刻を聞かれたみたいにあっさりと答えた。悩むまでもないといった様子。

「えっ、あっ、その、いや」

　コトリはしどろもどろ。ぼくはいい加減、聞こえてないフリをするのを止やめた。

「ごめん。二人の会話聞こえてる」

「ええっ!?」

　椅い子すから飛び上がって驚くコトリ。エリアスが明るい一言。

「あはっ、知ってたよ」

　エリアスはぼくとコトリを優しい目で見つめて去ろうとする。その背中にコトリがいう。

「エリアスさんが春男くんのことが好きで、しかもラブソングを歌ったのですから私は負けません。負けたくないですっ。どうしても健康ランドのパスポートが必要なんです」

「どうして、そんなにムキになってるの？　ふふっ面白くていいけどさ。コトリがそんなに健康ランド好きとは思わなかったわ」

　コトリがエリアスの耳元まで歩み寄り、なにやらひそひそと話す。

「なるほどね。そういうことだったんだ。じゃあ、わたしも負けない。ねえ春男、こんなにかわいい子とこんなにグラマーな美女に取りあいされる男の気持ちはどう？」

　えっ、どういう意味？

　コトリを見るとぷるんとした唇が真横にきゅっと結ばれている。再び張り詰める空気。

　そうこうしているうちに優勝者発表の時間が近づく。ぼくはコトリの側にもいて、エリアスの側にもいる。おそらくコトリかエリアスのどっちかが優勝だろう。ぼく達たち三人はＭＣの声を待った。どっちか勝つ瞬間に側にいるということは、どっちかが負けた瞬間にも側にいるということだ。

　そして、結果発表を待つ参加者と帰らない辞退者と観客が爆発したように湧わく発表の瞬間が訪れた。

「お待たせだぜー！　いよいよ結果発表だ！」

　ＭＣの声が完全に裏返ってる。ジャパネットたかたの社長がおすすめの大型液晶テレビの値段を発表するみたいに、さらに裏返った絶叫でＭＣは続けた。

「エントリーナンバー８、エリアス！　エントリーナンバー41、小鳥遊たかなしゆかり！」

　二人の名が呼ばれてどよめく会場。優勝者の発表じゃないのか？

「審査員の先生方の選考は大いに難航しました！　そしてこの二人のどちらを優勝にするか決められませんでした！　これから優勝決定戦をおこないます！」

　エリアスとコトリだけで優勝決定戦。もう一曲歌ってくださいとＭＣが血管の千切れそうな声で叫んだ。会場は大騒ぎ。マボチューの生徒が引き金となって叫んだあとは、一般客まで手を打ってる。

　最初の一曲を聴いた人になら、全米オリコンチャートを騒がす歌姫が極秘で来日してるんですといっても信じてもらえそうなエリアスと、二度の演劇部の公演にて舞台上で会場を包み込む美声を披露しているマボチュー最強のボーカリスト・コトリ。

　真ま幌ぼろ市ナンバー１歌姫決定戦と銘打っても、どこからも文句はあるまい。

　観客席から隠れたこの一角では、早くもエリアスとコトリが火花を散らしている。パーテーションに引火して、サミーが全焼しても不思議ではないほど、強い視線の攻防。



　エリアスとコトリが歌うまで、ほんの小休止。優勝決定戦ではエリアスとコトリはさっきとは違う歌を歌う。そして、待機中のこの一角に、続々といつものメンバーが揃そろってくる。だから、またエリアスにジャージ女のことを訊きけない。

「おお。すごいじゃないか。コトリとエリアス嬢おめでとう。あーいやいや優勝決定戦はこれからだったな。とにかくマボ新はこの素人しろうとカラオケ大会の特集記事を書くから、おれに任せといてくれ」

「俺おれのエンジェルちゃん、すごい歌声だったよ。痺しびれたぜ。ますます惚ほれた。あっ、小鳥遊のことも変わらず好きだからな安心してくれ。俺はどの女性のものにもならない。全女性の共有物なんだ」

「桑くわ島しまくん、落ち着いて！　はい、酸素缶。ああ、ギャルゴくんカラオケ大会楽しいね。小鳥遊さんとエリアスさんの歌声をもう一度聴けるなんて楽しみだよ」

　誰だれがきたって、集中し始めているコトリとエリアスには、声が届かないようだった。二人の邪魔をする気がない男三人は、そのあとは話をぼくに振ってくる。馬ば鹿かな桑島は、漢字が読めなくても、たまに空気くらいは読むらしい。ただコトリとエリアスが唯一反応してしまう人物がこちらにやってきた。別名世界最小の悪女。

「あれー、ハルじゃないの？　ねえねえ、ちょっと食品売り場でアイス買ってきてよー」

　観客席からやってきた妹ナナコは、さっそくぼくをパシリにしようとする。ただ、ぼくのまわりに友人がいるのに気づくと、心根の優しい七歳児に変わった。

「あ、ハルお兄ちゃんのお友達の皆さんこんにちわ。わたち、妹のナナコですー」

　妹の一人称がいつから「わたち」になったのだろうか？　轍わだちの聞き間違えではないようだ。突如として現れて、いきなり話しかたを変えた妹。一同が黙ってしまったのも無理はない。エリアス以外、ナナコとは初対面だ。ナナコは続けた。

「ごめんなさいです。実は今、学芸会でシンデレラの嫌みなお姉さんの役を練習してて。それでハルお兄ちゃんが、普段から話し言葉を嫌なお姉ちゃんのようにしろっていうから、あんなこといっちゃったんです。びっくりさせて、ごめんなちゃい」

　なにがごめんなちゃいだとツッコミを入れようと思ったら、まわりの男三人が眩まぶしいものを見るかのように細い目をして、ナナコを見ている。

「こんなところに、リトルエンジェルちゃんがいたとは、田た中なかを兄に持つとはなんて可哀想かわいそうで健けな気げな少女だ」

「いやいや、びっくりしたぜ。嫌なお姉さん役が上手だね。これは小学校の学芸会も取材にいくべきかな」

　桑くわ島しまとフネが、顔を緩ゆるませながらナナコの側に。草そう一いちはクラスの女子と対面した時と同じようにもじもじと俯うつむいている。草一から見れば七歳児に対しても、初対面ではなにを話しかけていいのかわからないようだ。椅い子すに座っていたコトリが立ち上がる。

「わぁー。春はる男おくんの妹さんはじめてだね。かわいいっ。よろしくねナナコちゃん」

　コトリが腰を折って、ナナコと目の高さをあわせる。かわいいものを目の当たりにしたコトリの本心からの笑顔。ナナコは小さな口の端を緩やかに上げる。ぼくだけがわかる、自分をかわいく見せる術すべを知っているナナコの偽りの笑顔だ。

「うわぁー。お姉ちゃんこそとってもかわいくて、綺き麗れいですー。ハルお兄ちゃん、わたちもこんなお姉ちゃん欲しいよ」

　この発言の意味を深読みするのは、ナナコの本性を知っているぼくとエリアスくらいか。他ほかのみんなは微笑ほほえましく聞いているだけだ。ただ、いつのまにかコトリの爆弾発言の導火線に火が点ついていたようだ。

「ふふっありがとうナナコちゃん。私もね一人っ子だから、こんなにかわいい妹欲しいな。春男くんどうすればいいかな？」

　問題です。コトリがナナコのお姉ちゃんになって、ナナコがコトリの妹になる方法はなんでしょう？　この場にいた馬ば鹿かな桑島以外の全員が一つの可能性を導きだした。フネは「いやいやいや」と苦笑し、草一は赤い顔をしてあごの先を鎖骨につけるように俯いた。ナナコは無邪気なフリをして微笑んでるだけ。コトリは特に意味なんて考えないでいったのだろうけど、ぼくは当然動揺した。でも、ぼくの心拍数を揺れるように上げたコトリのこの発言のあとに、ナナコからもっと動揺させてくれる言葉がきた。

「ねえねえ、ハルお兄ちゃん。そちらのとっても綺き麗れいな金色の髪のお姉さんも知りあいなの？　どこかで見たことがある気がするんだけどなあ」

　焦るぼく。「うん？」という言葉が顔に浮かんでるフネと草そう一いち。桑くわ島しまはわかってないようだ。

「あれっ、エリアスさんは春はる男おくんの遠い親しん戚せきで、今春男くんの家にいるんだよね？」

　桑島以外がこの場で感じた疑問をコトリが代表していった。

　おそらくナナコがきた時点で、この事態が起こることをいち早く察し、恐れていたはずであろうエリアス。存在感を消すように無言だったわけだ。座っていた椅い子すなんか、気づかれないように離れるべく、いつのまにか50センチほど後退していた。

「ナナコちゃんは、エリアス嬢のこと知らないのかい？」

　フネが追撃の如ごとく質問。いい芸能リポーターになれそうだ。ぼくの顔を脂汗が流れる。火気厳禁。顔に着火しそう。エリアスが親戚の子だという嘘うそがバレる寸前。

「ナナコちゃん。さあ一緒に歌って踊るわよ」

　エリアスがなんのことをいったのか、ぼくはわからなかった。ただ、ナナコが演技ではなく、実年齢通りの純真無む垢くな幼女の笑みを浮かべ、祈るように胸のまえに両手をあわせて、クルッとその場で一回転したのを見て、思いだした。一昨日おとついの夕食でのナナコお気に入りのアニメ。エリアスの記憶力に舌を巻く。ぼくが話した暴君の無邪気なエピソードを覚えていたんだ。さらにエリアスの度胸にもあっぱれ。

「はぁい、お姉ちゃん。いつものように一緒に歌って踊りまぁす！　エリエリー」

　ばっちりアニメのセリフを決めるナナコ。聞き間違いか草一も小声で「エリエリー」といった気がする。エリアスはほとんど強引にナナコの手を取って、

「ナナコちゃんと、踊ってくるね」

　といい残して、いってしまった。上う手まくいったことに心のなかで拍手。

「あ、ナナコちゃんはエリアスさんといつも歌や踊りをしているんだねっ、いいなぁ」

　コトリの羨うらやましがるような声。とりあえずこれでコトリとフネと草一の目はごまかせた。

　桑島には、ごまかす必要すらなかった。

　ぼくはみんなの輪を離れたエリアスを追いかける。ジャージ女のことを聞きたかったのだ。でも思いっきり見失った。あんなに目立つ容姿をしているのだからさらに探せば見つかりそうだったが、ぼくはサミーで是非買っておきたいものがあった。優勝決定戦まで時間がある。重いリュックを背負ったまま、ゲームショップにいった。



　優勝決定戦が始まった。みんなに見送られて先攻はエリアス。ナナコちゃんはもう帰ったとエリアスはいっていたが、先ほどのナナコ登場の影響はでていないか心配だった。心なしか足取りが重そうだった。緊張なんかしていないと思うけど。

　ステージに上がった時のエリアスの様子がおかしいことに気づいていたのは、ぼくだけじゃないと思う。明らかに体調が優れないようだ。ぼくはパイプ椅い子すの観客席後方に座っていたが、胸騒ぎがして、なるべくステージの近くにいった。なにかしてあげれるわけじゃなくても、これから歌うエリアスの側にいてあげたかった。

　スピーカーからアップテンポのダンスミュージックが流れだす。一曲目はバラードをしっかりと聴かせるように歌っていたが、優勝決定戦である二曲目はダンスの振りも交えて歌うようだ。前奏から激しく踊るエリアス。セクシーな腰振り。前奏が終わったあと、パワフルな歌声がフロアを突き抜ける。ステージには、この瞬間を最高に楽しんでいるエリアスの笑顔。具合が悪そうに見えたのは気のせいだったのか？　照明の光の粒子に照らされてエリアスはますます輝くようだ。こっちまで自然と身体からだを動かしたくなるような軽快なダンスミュージック。最高のパフォーマンスと暴風雨のような歌唱の破壊力。まわりの観客達たちの顔も輝いている。優れたものを目の当たりにした時、それを見てる人間の目もやっぱり輝くというのはよくあることなんだ。あっというまに歌詞の一番が終わり、二番へと続く間奏。

　ぼくの隣りにいる桑くわ島しまが頭のてっぺんから弾けた声をだす。

「エンジェルちゃんーサイコー！」

　ステージ上に視線を戻すと不意にエリアスと目があった。顔は笑っているのに、とても力の抜けた瞳ひとみ。つぎの瞬間にも瞳を閉じてしまいそうに見えた。危ない！　と思った時には、ステージ上のエリアスの下に向かって、人混みを分けて走っていた。

　エリアスは微笑ほほえみながら、糸の切れたマリオネットのようにおとなの腰の高さほどのステージから、客席に倒れてくる。

　スポットライトの明かりも見えなくなって、スピーカーからの爆音も聞こえなくなって、ひどくシンプルになった世界で、ぼくの感覚はエリアスだけを捉とらえていた。



　エリアスが倒れて、観客は静まり返った。

　エリアスはぼくの腕のなかで、瞳を閉じている。ステージから落ちてきたエリアスを地面にぶつかるまえに両腕でキャッチしたのだ。コトリが近くにいるためにぼくの身体能力が著しく上昇していたおかげだ。

　ぼくの腕のなかで荒い息を繰り返すエリアス。うるさいＭＣですら黙って、ぼくとエリアスの様子を見ている。観客はざわざわし始める。誰だれかが「大丈夫なのか？」みたいなことをぼくに話しかけた気がしたが、誰かが「救急車を呼んで」と声を上げたのを聞いて、エリアスを抱えたまま走りだした。人形のエリアス。病院で診みてもらうわけにはいかない。フロアから離れようとして気づく、コトリがすぐ側にいた。心配そうに揺れる瞳。ぼくは頷うなずいただけで彼女のまえを離れる。倒れたエリアスをそのまま運びだそうとするぼくにうしろから、呼び止める声や、追いかけてくる人がいた。



　サミーをでたところで、よりにもよってジャージ女がいた。うしろからはやじ馬のように追いかけてくるやつらがいる。まえにはぼくと心中しようとしている女。

　ジャージ女が距離を詰めるようにゆっくりと歩みよってくる。ジャージ女に対する怯おびえを一瞬だけ封じ込めて、ぼくはいった。ジャージ女の望みは心中。問題はタイミングだ。

「おまえの望みはきいてやるから、この子を助けるまで見逃してくれ」

　エリアスをこの子といったのははじめて。すごい違和感。ジャージ女にぼくの言葉が届いたかどうか不明。ただ、ジャージ女の歩みが駆け足になってる。エリアスを守るように身体からだを傾けた。だが、ぼくのことを無視するかのようにジャージ女は、エリアスを抱えたぼくの脇わきを駆け抜けていった。サミーからでてきたやじ馬の集団のまえで、ジャージ女は両手を広げて、立ち尽くす。まるでここから先はいっちゃダメといってるような姿だった。

　腕のなかでエリアスが笑う。具合が相当悪いのか力のない掠かすれた声だった。

「ふふっ、心中しようなんて思ってないよあの子は。ふふっ春はる男おバカね。でも、ちょっとカッコ良かった」

　えっ、ジャージ女はぼくと心中する気はないのか？

　ぼくはそのあと、再び意識を失ったように腕のなかでぐったりとしているエリアスを、必死に励ましながら、家までの静かになった道のりを進んだ。ジャージ女が足止めをしているためか、サミーから誰だれも追ってこない。エリアスにそのことを聞きたいのだけど、答える余裕はエリアスにはなさそうだ。



　サミーの駐車場をでてすぐ、

「待てよ。ギャルゴ」

　敵意を含む尖とがった声が背後でした。嫌な予感を覚えつつ、立ち止まった。

　うしろにいたのは、ライムにからんでいた賢くなくて、諦あきらめの悪いマボチューの馬ば鹿かな男子三人。桑くわ島しまの馬鹿とは質が違う。桑島は馬鹿でいいやつだが、こいつらは馬鹿でヤなやつらだ。

「よお、三人揃そろってどうした？」

　ぼくに急所を蹴けり上げられた男がまえにでてくる。男ＡかＢかＣのどれか。エリアスのことが心配だ。こんなやつらにかまっている場合じゃない。

「っていうか待てよ。さっきはよくもやってくれたな」

　ぼくを脅すように無理して低い声をだしているような響き。Ｖシネマの悪役のようなフネの唸うなり声を普段から聞いてるぼくだ。こんな万引き自慢の悪ぶっている中学生なんて、ジャマくさいだけ。夕食ににんじんがでた時の実妹ナナコのほうがよっぽど恐ろしい。

「ぼくのほうが、おまえらにあっちこっち蹴られたじゃないか。ぼくのほうがよくもやってくれたなっていいたいよ。しつこいやつらだな。ジャマだから、どっかいけよ」

　ギャルゴであるぼくに、ジャマ呼ばわりされたことがやつらの怒りを増幅させたようだ。短気なやつら。カルシウムを摂とってくれ。

「ふざけんなよ。こら」

　相手にしている場合じゃない。ぼくは振り返って、家までの道のりを歩き始める。うしろからぼくの肩を掴つかむ馬ば鹿か三人のうちの誰だれか。

「あんまりなめてると、その女もただじゃおかないぜ」

　馬鹿どもが、ぼくの腕に抱えられたエリアスに視線を向ける。エリアスは静かな息を繰り返しながら、瞳ひとみを閉じていた。

「彼女は関係ないだろ。それぐらい馬鹿なおまえらでもわかるだろ？　エリアスに手をだしたら、許さないぞ」

　勢いよくいってはみたものの、エリアスを抱えた状態で三人は相手にできないだろう。腹が立つけど逃げるしかないか。っていうか逃げられるか？　などと悩んでいたところ、思わぬ助っ人が男達たちのうしろからやってきた。まや女子の制服に、キャッチャーマスク。誇らしげに持ったつっぱり棒。ぼくの視線が自分達のうしろに流れていることに気づいたのだろう。男達は振り返って、異様な格好をした人物がやってくるのを見て驚いているようだ。キャッチャーマスクの下がライムとは気づいていない。

　ライムは男達の横を抜けて、ぼくの顔にキャッチャーマスクを寄せて囁ささやいた。

「早くいって。ここはあたしに任せて。もうばかな男なんかに負けないから、ばかな男になにいわれても傷ついたりしないから。あたしの小六の時に受けた悔しさを、こいつらにぶつけなきゃいけないわ」

　そういうとライムは、男達に歩み寄っていった。呆ほうけた顔をした男達に向けて、三本のつっぱり棒を一人一人に銃口のように向ける。男達とライムとの間合いは、剣道でも届かない三メートル強。自分達に向けられたつっぱり棒を、顔に笑みを浮かべながら、ヘラヘラと見ている三人はつぎの瞬間、胃液が上がるような苦しみを伴うボディへの攻撃をくらうこととなった。三本のつっぱり棒が弾丸のように、連中の腹を突く。

　地面に倒れた三人の男。ライムが男前の声でいった。

「田た中なか春はる男お……ううん、やっぱりあなたって呼ぶほうがいいな。例の勝負は終わりにしよう。さっき、あたしのつっぱり棚の檻おりをあなたがぶっ壊した時にわかったの。今まで手加減してくれていたんだね。あーあ、つっぱり棚の檻はあたしの自信の技だったんだけどな。あなたの勝ちよ」

　マスクの下でライムが微笑ほほえんだのがわかった。ぼくはエリアスを抱えたまま、この場をあとにした。手加減してたわけじゃなく、その時はその時で本気だったんだけどさ。



　家まであと半分。エリアスが無理してつくったような笑顔でいう。

「ホントに、願いが叶かなっちゃったな」

「願いってなんのこと？」

「春男にお姫様抱っこしてもらいたいってこと。春男と並んで歩けるくらいの身体からだで」

　腕のなかのエリアスが頬ほおをぼくの肩に押しつける。幸せそうな顔。

「ねえ、もう、ダイジョブ。降ろしていいよ。重いでしょ」

「ううん、降ろさない。このまま家までいくぞ。エリアスも抱きかかえられたままの姿勢だと、つらいかもしれないけど我慢しろ」

「えっ、でも、今の春はる男おは、地方都市伝説の元凶が側にいるわけじゃないから、普段の貧弱な春男でしょ、いいの？」

　たしかに、ジュースを飲んだエリアスと身体からだが触れているのに、能力は普段のままだ。エリアスが飲んだジュースは以前草そう一いちが飲んだものとなにか違っているのだろうか？

「貧弱で悪かったな。だいじょぶなものはだいじょぶだ。よかったら寝ててくれ。目が覚めたらぼくの部屋に着いてる」

「あはっ、ありがと」

　腕はしびれるように痛くなっていたが、エリアスの身体の重さが心地良かった。同じ重さでもこれが鉛の塊だったら、とても抱えてなんかいられない。

「ありがとうね春男。カッコ良かった」

「うん？　カッコ良かったってなんのこと？」

「エリアスに手をだしたら、許さないぞ……あはっ」

　エリアスが先ほどのぼくの口マネをして、幸せそうに笑いだす。

　恥ずかしくなってきたぼくは、なにもいい返せない。

　エリアスが腕のなかで、ぼくを真まっ直すぐに見上げる。

「春男のくせにカッコイイじゃない」

　そりゃどうも。



　午後七時、部屋にエリアスを運んで、ベッドに寝かせる。母さんもナナコも居間でテレビに夢中。それにしてもぼくに関心を持っていない家族だ。今は助かるが少し淋さびしい。不意にコトリは今いま頃ごろ歌ってるのかなと思った。いや、もう歌い終わってるよな。エリアスも同じことを思ったのかもしれない。コトリのことを話しだす。

「コトリも歌うはずだったのに、途中で春男を奪っちゃったな。それに残念。優勝できたらムフフだったのに」

　甘えた声をだせるくらいには元気はあるようだ。でも、エリアスの顔に水滴が浮いているのが気にかかる。

「優勝できたら、ムフフってなんだよ」

「春男とずっと一緒にいられるおまじないみたいなもの」

「うん？　なんだよそれ」

「なんでもない」

「そんなのなくても、エリアスとぼくはずっと一緒にいるだろ」

　地伝を解決していくメンバーなんだからと、続けようとしたら、階下から夕飯のお呼びがかかる。

「春男いってきて。ご飯だよ」

「メシなんて食べてる場合じゃないよ」

「ダメ。春はる男おがご飯にいかないと、お母さんが不審がってここにきちゃうよ。ねえ、いってきて」

「……ごめん。すぐ戻ってくるから」

「春男、あはっ、もう一回いって」

　なにをもう一回いえといっているのかすぐわかった。だから、あえてボケてやろうかと思ったけど、それもめんどくさいから素直にいった。照れるのも恥ずかしいから、挨あい拶さつするように自然に。

「エリアスとぼくはずっと一緒にいるだろ」

「きゃはっ、春男かわいい」

　エリアスは一片の雲もない青空のような笑顔。ぼくはムッとしたフリをするくらいしか抵抗できず、そのまま部屋をでた。



　五分も食事に時間はかけなかったと思う。

　それでも部屋に戻ってきた時、エリアスの容態は先ほどとは打って変わって悪化していた。顔はつらそうに歪ゆがめられている。

「熱いよ。やばい、身体からだ熱いよ」

　どうすればいいのか、おろおろするぼく。ベッドの上で悶もだえるエリアス。

「電池が熱い、電池、外してぇえ」

　エリアスがかけ布ぶ団とんもタオルケットもベッドの下に落として、うつ伏せになる。

「脱がして、背中の電池取ってー春男」

　エリアスが春男と呼ぶ声が苦しそうで「はるうお」に聞こえる。このままエリアスの身に取り返しのつかないことが起きたらと思うと怖くて身体がすくんだ。いわれたとおり、上着をたくし上げる。エリアスも身体をくねらせて上着を脱ぐ。真っ白い透き通るような背中の肌が現れる。熱を持った背中に両手をかざす。なかからドロッとした液体で濡ぬれた単五乾電池の姿が見え始める。電池は８倍強巨大化している。これを取ればいいのだろう。

　あと少しで上う手まくいく時に、思わぬ事態が起こるってなんでなんだろう。よっぽど運命の神様は、いたずら好きのようだ。絶体絶命の事態を招く階下からの声。

「春男ー。クラスメイトの小鳥遊たかなしさんがきてくれたわよ」

　どうぞ、汚い部屋だけどごゆっくりとコトリを促す母さんの声。

　ジーンズをふとももまで下げ、お尻しり丸出しで上半身裸のうつ伏せのエリアスと、そのエリアスの背中の電池を取るために肌に触れているぼく。大ピンチとはこのことだ。

　しかも電池を取ろうとしても、ドロッとした液体のせいで手が離れない。

　コトリの階段を上ってくる音は、彼女の性格みたいなのんびりとしたかわいらしい音。戦せん慄りつしながら聞いていたけどね。



　コトリが部屋の扉をノックする。せめて落ち着いた声をだそう。「はい」

「春はる男おくん、お邪魔するね」

　制服姿のままのコトリが部屋に入ってくる。

　コトリの視線は案の定、ベッドに注がれる。それは当然だ。エリアスの丸めた身体からだに覆いかぶさったかけ布ぶ団とんは、小山のように盛り上がっている。しかもぼくは、手がエリアスの背中から離せないでいるから、両手ともベッドに突っ込んだままだ。振り返って、扉の側にいるコトリを見ている。明らかにおかしい。

「エリアスさん、大丈夫ですか？」

　コトリはベッドのなかでエリアスが寝ていると思ったのだろう。抑えられた声だった。

「うん、だいじょぶ。わざわざきてくれてありがと」

「玄関でね。春男くんのお母さんにエリアスさん大丈夫ですか？　って聞こうと思ったんだけど、玄関にエリアスさんの靴がなかったからぁ、病院にいってるのかと思って聞かなかったんだっ」

　ベッドのなかでエリアスが、手を触れているぼくだけがわかるくらいもぞもぞと動いた。肝を冷やしたのは、ぼくだけじゃないようだ。コトリは相変わらず、変なところだけ鋭い。

　せっかくコトリがぼくの部屋にはじめてきてくれてこの上なく喜ばしいことのはずなのに、状況が状況なだけに居心地が悪い。ぎこちない間が空いたあと、コトリがいう。

「エリアスさんが寝ているなら、私帰ったほうがいいね」

　コトリには悪いが、確かに帰って頂くにかぎる。コトリにエリアスのあられもない姿を目撃される不安もあるし、それ以上に、エリアスの正体だってバレる可能性がある。コトリに救急車を呼びましょうっていわれたら、どうしようもない。

「うんごめん、悪いけど、そうしてくれるかな」

　コトリは、手に提げた小さな紙袋から熨の斗し袋ぶくろをだした。めでたい紅白の水引。

「私、優勝したの。エリアスさんが途中棄権だったから。でもでもね、私も歌うのやめちゃった。二人とも棄権したから、私とエリアスさんのダブル優勝なんだぁ。春男くんにこれをプレゼントしたかったから、よかった」

　コトリは机に熨斗袋を置いて帰ろうとする。その時、背中に手を置き続けていることでエリアスは、かゆかったのか、こらえられず寝返りをうった。

「あれっ、エリアスさん起きたの？　どうしてもいいたいことがあるんです。歌、とってもよかったです」

　コトリはおもむろにベッドまでくると、かけ布団をゆっくりと上げた。両手を取られているぼくは唖あ然ぜんとするばかりだ。



　布団のなかで、エリアスは忽こつ然ぜんと消えていた。ぼくの手には、指の付け根の間に小さな単五乾電池があるだけ。通常の大きさの電池。

「あれ、エリアスさん、やっぱり病院だったの？」

　状況が飲み込めていないぼくは、ガクガクと頷うなずくばかりだ。コトリがぼくのまえに屈かがんで、顔をのぞき込んでくる。目と目の間は20センチ。エリアスみたいに積極的なコトリ。

「ねえ、ダブル優勝でも、両想おもいラブソング叶かなうと思いますか？」

　コトリの顔が近い。柔らかい声。甘い匂におい。言葉の意味が一瞬わからなくなる。いつぞやのロッカー内と同じく頭が一時的に機能を停止したみたい。なんとなく頷いてみる。ノーといえないダメな日本人。

「えっ、えへへ。うれしい」

　コトリが顔をぼくの胸に押しつける。ぼくの心臓がスペインの闘牛よりも暴れまくっている音をコトリに聞かれたかも。ベッドの端、丸まったタオルケットの塊から金色の髪が流れ、端正な顔がこちらを感情なく見つめていた。エリアスだ。ただ電池がぼくの手にあるから、電源の入ってない20センチのエリアス。ジュースの効き目が切れたのだ。もし、エリアスに意識があれば、コトリがいるにもかかわらず、その20センチの身体からだで「なに、やってるのよ」と蹴けりを入れてくるだろうから、電源オフで助かった。



　コトリが帰ったあとの午後八時。ぼくの部屋。コトリからのプレゼント「あやかし健康ランド一年間無料パスポート」は大事に机にしまった。

「ふー、死ぬかと思ったわよ」

　20センチに戻ったエリアスが机の上に寝そべって、柔軟をしている。



    

  
    
      



    

  
    
      「まったく、ぼくだって死にそうなほど焦ったよ」

「ごめんね春はる男お。ホント迷惑かけたね」

　上体だけ起こし、両手を腰のうしろで組み、肘ひじを伸ばすエリアス。胸の先が攻撃的に突きでている。

「どうせジュースの効果のせいで、大きくなっていた時のことあんまり覚えてないんだろ」

「……うーん、まあね」

　つぎの柔軟に移っている。京扇子より開いた左右の足。関節の可動域は１８０度だ。

「ねえ、大きくなったわたしってどんな感じだった？」

「うーん、そうだな。歌がメチャクチャ上う手まくて、元気いっぱいだったぜ。まあ、テンション高かったのはジュースの効果だろうけどな」

「わたし、楽しそうだった？」

　変な質問。でも大きくなった時のことをあまりよく覚えてないみたいだったので、思いだせるかぎりのことを伝えた。エリアスは他人の近況報告を聞くみたいに、ぼくの話にでてくる自分のことを聞いていた。

「そっか、教えてくれてありがと。わたし楽しそうだったんだね、ジュースを飲む直前のことはしっかり覚えているんだけど。ねえ、わたしが大きくなっていた一日ちょっとの時間は、春男にとっては楽しかったの？」

　うつ伏せの姿勢から上半身をのけぞるように反らせるエリアス。ぼくの返答を聞くのを待っていられないのか、ヒーヒーフーと独特の呼吸法を実践している。忙しい同居人。

「ああ、楽しかったよ。とっても」

　ヒーヒーでエリアスの呼吸法が停止する。吸った息を吐きだしながら、いう。

「そう、よかったわね。大きくなったわたしと楽しかったんなら」

　まるで他ひ人と事ごとのようにいうエリアス。ぼくは、なにげない気持ちでつけくわえた。

「でも、エリアスといるのは、いっつも楽しいぜ」

　フーフーフー。

「エ、エリアス。息、吐いてばかりだぞ。どうした？」

「ヒー、ダイジョブよ。うるさいわね。誰だれもいつも楽しいかどうかなんて聞いてないわよ」

「あ、そうかい。悪かったな」

　お互いケンカ腰みたいになってる。柔軟に励むエリアスを放ほうっておいて、マンガを読み始めたぼくはほんの些さ細さいなことに気づいた。

　フーフーヒー。エリアスの呼吸法が逆になっていること。そして、もう一つ。

　机の端においてあるシルバーメッシュのパンプスとニットとデニムをエリアスが見つめていることに。記憶がぼやけたとしても、忘れていないこともあるのだろうか？　ぼくの部屋に女性ものの靴や服があったら、すぐにツッコんできそうだが。まだ病み上がりだからかな。

「……もう……れないのかな」

「え？　なんかいったエリアス」

「ううん、なんでもない。あれっ、ちょっとだけ部屋の掃除とかしたの？」

「うん？　なんで？」

「だって、なんか部屋がこざっぱりしてない？」

「いや、そんなことないよ」

「えー、あるよ……あっ、わかった！　あれっ、ゲームが何本もなくなってるんだ」

「ああ、それは友達に貸したんだ」

「ふーん、そうなの」

　ぼくはサミーでずっと聞きたかったことを聞いた。

「なあ、大きくなっていた時のエリアスは着物女の正体がわかったっていっていたんだ。それでエリアスが、着物女による衣装拝借魔事件が無事解決したんだけどさ。その着物女がジャージ女になってぼくのまえに現れたんだ」

　下手な説明でぼくはエリアスに伝えた。でも答えは予想通りだった。

「ごめん。そうだったの？　わたし記憶がぼやけちゃって、全然わからないんだ」

　エリアスの身体からだが小さくなってしまって、エリアスの一日半の記憶がなくなって、エリアスの頭のなかだけにあった着物女の真相はどこかにいってしまった。

　話は終わっていない。地伝は起きている。ジャージ女（旧着物女）は地伝のオーラを纏まとったままなのだから。なのになにが地伝なのかも未いまだにわからない。

　サミーではぼくを守ってくれたが、人のいないところを狙ねらってジャージ女はやっぱりぼくと心中するつもりなんじゃないだろうか。きっとそんな地伝があるはず。夜道の一人歩きは気をつけよう。



　風ふ呂ろから戻ってきた部屋で、桑くわ島しまからケータイに電話がきた。

「はい、もしもし」

「エンジェルちゃんは無事だったか？」

　ぼくと挨あい拶さつをする気はないようだ。ぼくはエリアスの容態が心配で、今の今まで近所の寺社でお百度参りをしていたという桑島に、エリアスの体調は回復したと伝えた。桑島がどこで百度参りを知ったのかというのが、この一週間の上位クラスの謎なぞだ。エリアスは軽い貧血だったというと、桑島は自分のことのように涙の滲にじんだ声で喜んだ。そんな桑島に、残念なことを伝えなくてはいけない。１７０センチのエリアスがまだぼくの部屋にいると思っていては、桑島は間違いなく遊びにくるだろうから。

「あのな桑島。エリアスだけどな」

「ああ、エンジェルちゃんがどうしたんだ？」

「ついさっき故郷の国に帰っていった」

「えっ？」

　ぼくはこのあと、「嘘うそだろ」とうわごとのように繰り返す桑島に「嘘ではないんだ」と伝え続けた。



　十分後。

「わかったよ。贈りたいプレゼントがあったのに残念だ。うっうう」

　桑くわ島しまの涙声は続いていた。

「贈りたいものってなんだよ？」

「図書カード千円分だよ」

　なんの入学祝いだ。

「なんでエリアスに全国共通図書カードを贈与しようと思ったんだ？」

「占いだよ。意中の人には図書カードを贈れば吉っていってたんだ」

　その占いは日本図書普及株式会社と業務提携でもしているのだろうか。

「図書カードを自分で買ったのか？」

「いいや、草くさ野のにもらった」

「おいおい、なんで草そう一いちが桑島に図書カードをあげるんだよ？」

「田た中なかはデマ地伝って知ってるだろ？」

「ああ、わかるぜ」

「あれの一回目の審査員特別賞に選ばれた、俺おれの第三ボタンがどうのこうのっていう噂うわさを考えたのは草野なんだ。それで、草野は副賞として、新聞部から図書カード二千円もらったらしくて、半分くれた」

　そういうことか。

「桑島、その図書カードをエリアスに贈っておいてあげるから、今度寄越せ」

「マジか！　ありがとう」

　桑島との電話はそれで終了した。図書カード千円分。エリアスは喜ぶだろう。



　草一に電話してみた。デマ地伝の受賞の秘ひ訣けつを聞いてみたくなったのだ。きまぐれ。繋つながった瞬間、電話の向こうががやがやしているのが伝わってくる。草一は塾の帰りでタニザキに寄っているとのこと。お疲れ様です。かま子こによろしく伝えてくれ。草一との電話の最中にかま子の名前がでて、エリアスはぼくを見る。送話口を塞ふさいで「タニザキ」と短く伝える。で、話題はあっさり流れて、草一もやはりエリアスの心配を声にする。エリアスが全然平気だということと、もう真ま幌ぼろ市にいないということを伝えると、桑島のように嬉うれしそうな声と残念そうな声を交互にだした。さっそくデマ地伝についての話題。

「草一、デマ地伝受賞おめでとう」

「ああ、第一回の審査員特別賞になったあれかい。ははは、ギャルゴくん恥ずかしいよ」

　デマ地伝を冗談で考えて応募した草一は、まさかそれが受賞するとは思わなくて、恐縮している様子だった。デマ地伝は受賞者の発表をいつまで経たってもしていなかった。草一は目立ちたくなくて、ぼくにも話さなかったとのこと。終始照れた様子の草一。

　そろそろ電話を切ろうとした時、草そう一いちがぼそっといった。

「そういえばね、ギャルゴくんのクラスに、ソンチョウってあだ名の子いないよね？」

　はじめ、草一がなにをいったのか、わからなかった。

「ソンチョウってなんだい？」

　草一と話している電話で、ぼくの口からソンチョウの名がでて、テレビを見ていたエリアスが驚いた顔でこちらを見る。それでやっとソンチョウが噂そん長ちように頭のなかで変換される。草一がいう。

「僕がね。新聞部に審査員特別賞の図書カードをもらいにいった時、新聞部の人が困っていたんだ。第一回のデマ地伝の佳作の『変身トンネル』って噂うわさを応募してきたのは、二年二組、ギャルゴくんと同じクラスの生徒らしいんだけど。本名が応募用紙に書いてなかったらしくて、カタカナでソンチョウって書いてあっただけなんだって。でもソンチョウなんてニックネームの子いないよね？」

「ああ、そうだな」

　ぼくは内心の動揺を隠しながら、なんでもないようにいった。

「おかしいよね。ちゃんと名前書いていれば、図書カードもらえたのにさ」

　草一は、図書カードをもらえていない誰だれかを馬ば鹿かにするように楽しげに笑った。

「もったいないなー」

　最後に同情するような声でいった。すっかり頭のなかをソンチョウの言葉で埋め尽くされ、ぼくは気のない返事をいくつか続けて、電話はいつのまにか終わっていた。

　

　ぼくはライムに電話した。ソンチョウのニックネーム、変身トンネル。たった今草一から聞いた情報をそのまま垂れ流し。ヤフーのトップページのトピックスより早いニュースソース。ライムはかなり驚いていた。じゃあ、明日早くいかなきゃね。ライムの家には門限がある。まあ、門限のないうちだって、真夜中まであとほんの少しのこの時間に家を自由にでられる中学生はいないだろう。ライム悪い、ぼくは夜中にいくよ、いち早く解決したいんだ。そう伝えた。

　ぼくはリュックにエリアスを入れて、夜遅く家族が寝静まった頃を見計らって家を抜けだした。ライムには『トンネルにこれからいく。これたらきてくれ』とメールを送った。

　ところできみは五日連続で身体からだ中をあちこち負傷したぼくを、同情してくれるだろうか。



    

  
    
      


六日目　真実現る！





「エリアス着いたよ」

　真夜中のさらに隅に取り残されたように暗い穴ぼこのトンネル。人が三人も並んで歩いたら、肩が触れそうになるくらいの幅。天井の高さは、教室といい勝負。トンネル内の広さがわかるくらいには光量があった。

「うわっ、肝試しね」

　エリアスがいうのも頷うなずける。ぼくはエリアスが肩にいるのを心強いと思いながら、トンネル内部へ。全長１００メートルほど。その中程でエリアスが反応する。

「これだわ。地伝のオーラが強い」

　やっぱり第一回創作デマ地伝佳作は、本物の地伝のようだった。このトンネルの地伝の力を秘めた心臓部。それはトンネル内の真ん中にある照明だった。橙だいだい色の光は本当に弱々しい。

「この照明を物干し竿ざおで叩たたけば、この地伝は解決ね」

「ああ。でも、たとえ放ほうっておいても、このトンネルの地伝の影響を受けられるやつはいないだろうな」

　己の肉体だけでここを時速１００キロで通過できるやつはいない。

　ぼくは物干し竿を構え、照明に打ちつける。コツン。ほんのわずかな力で。でも、照明は突如寿命を迎えたかのように消えた。あっけない。

「解決ね」

　エリアスはこのトンネルに地伝のオーラを感じなくなったようだ。トンネルの真ん中。出口に向かおうとすると、トンネル全体に亀き裂れつが走る。

　げんこつほどの石のかたまりがエリアスの乗っていない肩のうしろ、リュックのベルトの上に落ちてくる。背中に広がる鈍い痛み。

　トンネルが崩れる!?

　気がついたら、走っていた。でも、踏みだしたほんの数歩先。地面を蹴ける足にコンクリートの固まりが落ちる。我慢できない痛みではなかった。困ったのはそのあとの一歩で、足を挫くじいたことだった。地面に上体から倒れる。肩にいるエリアスを手で支えたまま。

「春はる男おっ」

　天井のところどころが大きな固まりとなって落ちてくる。

　倒れた姿勢のまま出口に目をやる。トンネル付近の街灯によって溢こぼれる光のカーテン。その光を上から下へ瞬間遮っていく、黒い固まりの大小。

「春男っ、崩れちゃうよ」

「エリアス！　リュックのなかに入れ！」

　背中を這はって、エリアスがリュックのなかに入っていく。ぼくはリュックを腹のまえに持ってきて、うずくまるように抱えた。自分を抱きしめるように身体からだを小さくして、リュックを包む。ぼくの背中に、ぱらぱらと小さい土石が当たる。決死のほふく前進を始めた頃ころ、前方に人の影。揺れるツインテール。長い棒。地と天をつっぱる棒。その使い手。

「……ライム！」

　その時、ぼくの頭上で天井の悲鳴のような音。つけもの石のようなコンクリの固まりが落ちてくる瞬間。ダメだと思った。目を閉じてしまう。

「間にあってよかった」

　ぼくのまえに、まや女子ソフトボール部キャプテン候補がきた。頭上からはなにも落ちてきてはいない。頼りになるのは得点圏打率だけではなかった。



「ふう、厳しい状況ね」

　足を挫くじいて、倒れていたぼくのまえで何本ものつっぱり棒をつかって、トンネル崩落を支えているライム。ぼくの位置から、出口までまだ四十メートルほど。五メートル間隔でつっぱり棒が天井を支えている。ライムがきてくれた反対側がわの出口は、もう塞ふさがっていた。トンネル内の照明が全滅していないのが、わずかな救い。

「早く逃げて」

　ライムが余裕のない声。

「一緒に逃げるぞ」

「あたしはだめ。ちょうどこのつっぱり棒を放せないし。ここの一カ所の崩落はもう耐えられないくらいなの。だからあたしが直接つっぱり棒に力を注いでいなきゃとても支えられないの。もう一本余分につっぱり棒があればよかったんだけど。悔しいわ」

　放したらアウト。ぼくはライムを置いて逃げる気なんてない。リュックのなかから顔をだしたエリアスもそれは同じだった。

「助かったわライム」

　ライムはエリアスを見つめた。そういえば二人は初対面。

「え、え、えええ！　なにこれ！　あなた地伝解決する場になにを持ってきているの？　無類の女ったらしってだけじゃなく、人形遊びも好きなの？　あなたもしかして変態？」

　忘れてた。ライムはぼくのあだ名ギャルゴを、ギャルゲットゴッドと勘違いしているままだった。このまま、トンネルに生き埋めになったら、その誤解は永遠に解けないまま。ぼくが純情で一いち途ずな青年だと、誰だれかライムに教えてあげてくれ。

「かなり失礼ねわたしは――」

　ぼくは、話し始めるとややこしくなるエリアスの口を一いつ旦たん塞いでからライムにいった。

「ライム。彼女はエリアスっていって、は地伝を解決するためのぼくの仲間なんだよ」

　ぼくの指をのけてから、エリアスがいう。

「あんただって、地伝を春はる男おのばあちゃんのもとで見たりしてたんでしょ。これくらいのことでびびらないでよ。動いて、しゃべる人形なんて、突然トンネルが崩壊するより驚くことじゃないでしょ」

　いや、エリアス。人形のほうが驚くだろう。

「嘘うそでしょ？　こんな不思議なことがあるの？　ちょっと、このトンネルから無事にでたら、出で逢あいからくわしく聞かせてもらうわよ。もう、どうなってるのかわからないけど、あたしの自己紹介は短めに済ませるわ。名前はライム。聞いたことある？」

　いつかのサンデー大工でぼくに名乗った時と同じいいかただった。

「春男から聞いてるわ。わたしはエリアス、よろしくね」

　ギリギリな状態での短い自己紹介は終わった。真ま魅みばあちゃんのもとで地伝の不思議な現象の経験があるライムでも、エリアスの存在はビビるよな。今もライムはエリアスをしげしげと眺めている。

「そんな仲間までいるんなら……早くいってよ。ああ、思いだしたわ。真魅先生はあなたにちっちゃな仲間ができる運命だっていっていたもの。あなた達たちさえ助かれば真ま幌ぼろ市は地伝から守れるもんね」

「おいライム。おまえを置いていけるかよ。なんだ元気ないな。らしくないぞ」

　ぼくは痛む足に力を入れて、立ち上がり、物干し竿ざおで天井を押さえた。ほんの少しでもこれでライムの負担が軽くなればいいと思う。

「へへっ、あたしのこの力でも、役に立てることがあってうれしいよ。悔しいな。あと一本つっぱり棒があれば、崩落を止められると思うのに」

「ぼくが買いにいってくる。わりと近くにサンデー大工があったはずだ」

「バカ春男、今は真夜中よ。営業してないわ」

「それにあなた足挫くじいているんでしょ。どっちみち営業しててもここからなら結構かかるわよ。往復二十分くらい。そんなに耐えられないし」

　足を挫いたぼく。人形のエリアス。手を放せないライム。

　万事休すなのか。



　じりじりと力を奪われながら一分が経過。ライムに話しかけた。気を紛らわせたかった。

「そういえばライム、よく家からでてこれたな。こないと思ってたよ」

「それは、あなたのメールを見せたら、警備中のキャンディちゃんが店から突然でていったからよ。マボチューのほうにいくのが見えたの、でも見失ったわ。このあたりを探しているうちにトンネル内から声が聞こえてきて、覗のぞいたらあなたがいたってわけ」

　苦しい声でライムが返す。エリアスが静かな声でいった。

「ねえ、春男のメールを見せたらってどんなメールだっけ？」

「え、えーと。『トンネルにこれからいく。これたらきてくれ』みたいな内容だったと思うけど、なに、それがどうかした？」

「かま子こがタニザキからマボチューのほうへ向かったのね？」

「そうよ」

　その時、遠い出口付近から小石が転がる音。視界にジャージ女が猛スピードで駆けてくる姿が飛び込んでくる。

　走りながらぼく達たちを見つめている。呆ぼう然ぜんとするライムとぼくを余よ所そにエリアスが叫んだ。

「春はる男お、ライム、この近くにつっぱり棒がある場所ない？」

「え、え、え？」

　まともに反応できないぼくに代わって、ライムがいう。

「えーと、どっかで見たな。衣装拝借魔を追うためにはじめてあたしがこの学校にきた時……あ、あそこの部屋。衣装のあった」

「演劇部の部室だ。ああ、そうだ。あそこにハンガー掛けにしてるつっぱり棒があった」

　エリアスが声に喜びを含ませて、矢のようにジャージ女に向かっていう。

「お願い取ってきて、場所はあなたがこのまえ三階から飛び降りたあそこよ」

　ジャージ女は振り返ると、世界陸上百メートル女子決勝にでてもおかしくないほど、メチャクチャ速い足でトンネルの出口にロケットのように駆けていった。



　ライムもぼくも状況がよくわからなかった。ただ、ジャージ女はつっぱり棒を持ってきてくれるだろうとだけ、なんとなくわかった。

「あと数分、頑張れるわ。気が紛れるから、もっとなんか話そうよ」

　ライムが無理に明るい声でいった。

「ねえ、春男。リュックに入った時からさ、なんか気になってたんだけど」

　エリアスが探るような声で続ける。

「リュックのなかにプレゼント包装されたような袋があるんだけど、なにこれ？」

　忘れていた。昨日サミーで買い物して、リュックに入れたままだったんだ。軽いものだから、気づかずにそのまま背負ってきてしまった。

「ああ、それ、なんだけどさ」

　ぼくは素直にいうことにした。

「エリアスの服だよ」

「えっ？　服？」

「もし、エリアスがまだまだ大きくなったままだったらさ。必要になるだろうと思って。一応サミーで買った服だけじゃ着まわしができなくて大変だろうと思ったんだ。それにエリアスは覚えてないと思うけど、エリアスはその服を着たマネキンを真剣な目で見つめていた気がしたんだ。ほんとはその服が欲しかったんじゃないかなと思って」

「え、で、でも。どこにそんなお金あったの？　春男お金ないっていってたじゃん」

　ぼくが黙ると、エリアスはなにかに気づいたように「あ」といった。

「ゲーム売ったんだね。部屋にあるゲームディスクを売って、服買ってくれたの？」

　さすがに緊急時でも頭がまわる。鋭いエリアスをごまかせないようだ。

「……まあ、そんなとこだ。ごめんな。もっと早くに買ってれば、着れたのにな」

「もうバカッ、バカ……ありがとう。わたしみたいなわがままでダメな子のために」

　エリアスが泣きそうな声でいった。

「どうしたんだよエリアス？　なにいってるんだよ」

「だってわたし春はる男おの役に立ちたくて。ねえ、わたしのこと知ってくれてるの春男しかいないじゃない。わたしが普段、おしゃべりするの春男だけなんだよ。たまにね、春男に必要とされなくなったら怖いって思うの。好きっていってもらえないと安心できないの。それなのに春男、今回は一人で戦うっていうから……わたしだって大きくなれればもっと戦える。大きくなれれば、歌が上う手まいのだってわかってもらえる。春男にもっと好きだって思ってもらえると思ったんだよ。思っちゃったんだよ。ごめん」

　エリアスの言葉がぼくの胸に届いた。泣きだしそうなエリアスの頭を指先で撫なでた。

　ここまで二人だけで話していたせいで、気が紛れるから話そうよといいだしたにもかかわらず、会話に入ってこれなかったライムがいう。

「大きくなったって？」

「ああ、すまん実は」

　ぼくはライムから渡されていたジュースをエリアスが飲んだと話した。

「え、あたしが渡したジュースをこのエリエリが飲んじゃったの？」

　ライムのなかでエリアスは、エリエリになったようだ。この緊急事態に似合わないあだ名。ライムが続ける。

「でもあのジュースさ。底に効果賞味期限が書いてあって、それ過ぎてたでしょ。身体からだは大きくなったかもしれないけど、記憶はぼやけたり、テンションが上がったりしなかったんじゃない？　エリエリはどうだったの？」

　効果賞味期限？　ぼくもたまらずエリアスに聞いた。

「エリアス、確かすごいテンション高かったよな。それに記憶もぼやけているって」

　エリアスは弱々しい声でいう。

「ごめん、嘘うそなの。記憶しっかりあるの」

「えっ、でもテンションは？」

「あれは、テンション上がってる陽気なふりをしてたの」

「なんでそんなことしたんだいエリアス？」

「だって、大きくなったら春男のことをなんか変に意識しちゃって、どうやって楽しくおしゃべりすればいいかわかんなくて……それでジュースの効果のせいにして、元気いっぱいでいようと思って」

「なんで、ぼくとどうやって話すかわからなくなるんだよ」

　なんかよくわからないエリアスの理由に笑いながら、さらに聞いた。すごい答えが返ってきた。エリアスの頬ほおは涙に濡ぬれていた。

「だって、普段のサイズのわたしから見たら、春はる男おはカッコイイ巨人なのにさ。わたしのほうが背が高くなっちゃって、向かいあったり、並んで歩いたら、まるでわたし達たち恋人同士でもおかしくないよなと思ったら、照れちゃったんだよ。なによ悪い？」



　エリアスの言葉にうかつにも照れてしまったぼくは沈黙。代わりにライムが世間話をする。必死の気の紛らわし。ぼくとエリエリとの出で逢あい話は、あとでの楽しみだといってる。

「エリエリは普段どーしてるの？　どこにいるの？」

「春男の部屋に同居、ううん同どう棲せいしてるわ」

「え、そうなんだ。ふーん。あたしんちだったら、仲間にエリエリみたいなのができても匿かくまえないな。うちのお母さん、部屋にずかずか勝手に入ってきちゃうから。うぅ、腕がいよいよきつくなってきちゃったな」

　ライムの鍛え上げられた上腕が震えている。とっくに限界はきているのかもしれないがつっぱり棒に力を込め続ける。六丁目ベイブ・ルースの年間ＨＲ王になるライムの姿が不意に浮かぶ。こんなところでコンクリートの下敷きになってる場合じゃない。

「這はいつくばるくらいできるでしょ。もういいから、エリエリを連れてトンネルをでなよ。あなたがいなくなったら、誰だれが地伝を解決するの」

「ライムをここで見殺しにしなきゃ生き残れないヒーローなら、失格だよ」

「もう、頑固ね。真ま魅み先生そっくりだわ。一度いったら絶対考えを曲げないところ」

「うるせい」

　悲鳴をあげる天井。トンネルの寿命は、もうそこまできてる。ライムが薄く笑った。もう力は込められない。小さくそう呟つぶやいたふうに聞こえたのと、ジャージ女がトンネルに、息も切らさずトップスピードで駆けてきたのはほぼ同時だった。つっぱり棒を受け取ったライム。両手につっぱり棒。天井を支える柱。間にあった。助かった。気づくと、ジャージ女が、中腰の姿勢で背中をこちらに向けている。この姿勢はおんぶだろうか。ぼくは這いつくばってジャージ女の背に倒れかかった。なぜ、なんの警戒心もなくぼくはおんぶされているんだろう。ジャージ女からは、はじめて会った時から今の今までずっと、ほんのわずかの敵意も感じられないからだろう。おんぶされたままトンネルを脱出。

「ありがと」

　ジャージ女はいつもの優しい無言。ライムが続いて脱出。トンネルはつっぱり棒の支えをなくし、真夜中のグラウンドに崩落の豪音が響く。噴きだした砂塵が夜空の星を隠した。

　星の輝きが再び見えるようになった頃ころ、エリアスが困った声をあげた。

「トンネル崩落しちゃったし、その姿のままはまずいよね」

　ん？　なんのことだろう。

「どうやって、もとに戻せばいいんだろ。うーん」

　悩んでいるエリアス。

「春男、許してあげてね。わたしが大きくなった時にさ、春男とは別行動で散歩にいったことあったでしょ。その時に聞いたんだけど、この子も結構やきもち焼いちゃってたみたいなの。だって春はる男おが台本を見ながら『コトリがかわいい』なんていうからいけないんだよ。そういえばね、トンネルの地伝を知ったのは『デマ新』なんだって。ただ“〝デマ”〟の部分が千切れた新聞だったから、この子は本当の地伝だと思っちゃったみたいなの。だからね、サミーに現れたのも両想おもいラブソングを本当の地伝だと思って、春男と一緒に地伝を解決したくって予告状をだしたんだって。それなのに地伝解決に誘ってもらえていないと思って、いじけちゃってたのね。でもさ、それでも春男にはどうしても自分をアピールしたかったんだよ、この子。ただアピールの仕方がわからなくって、台本に書いてあるお姫様と同じことをして春男に迫ってたのよね。だってね、この子はまさかあの台本のラストで愛しあう二人が心中しちゃう物語だなんて思ってなかったから。恋愛の教科書みたいに読んでたんだよ。あははっ、着物を借りてまで必死に春男にアピールしてたんだよ」

「エリアス、いったいどういうこと？」

「もう、春男はすぐ気づくかと思ったよ。春男は知らなかっただろうけど、この子が着物姿ではじめて春男の家のまえで見たあの電柱の下はさ。いつも春男の部屋を見るポイントなの。この子が一日で一番楽しい時間をすごしたあと、その好きな人と別れたあとにね。それだけじゃなくて、春男に気づいてもらうサインをいっぱいだしてたでしょ？」

　ジャージ女がぼくのまえに現れた日から、いや、ぼくのまえに現れるその前日からのいろんなことが頭に浮かんだ。衣装拝借魔を追っかけていた時、ロッカーやダンボールにいたぼくがいきなりでてきても驚かなかったこと。放課後の教室でぼくの机を見ていたこと。なんでぼくの机だってわかったのか？　彼女は鼻がとてもきくのだ。夜の校舎にいきなり裸で現れたのだって、彼女は普段から服なんてきてないから、それは普通のことなんだ。サミーのカラオケ大会でライムのつくったつっぱり棚の檻おりから抜けだしたのに、駐車場の隅にいたのだって、ぼくとライムの様子が気になっただけじゃなく、地伝の影響を受けた自分が駐車場の隅にいれば、物干し竿ざおを持つぼくの身体能力が上がるのを知っているからだ。ぼくをライムのつっぱり棚の檻から、抜けださせるためだ。スポーツ新聞の切り抜き文字だって家のゴミから持ってきたのだろう。ジャージだってエリアスから手に入れられた。

　ぼくはおんぶされたまま、旧農道トンネルの硬い砂の道を、時速１００キロで走ることができる動物がこの真ま幌ぼろ市にいたことを思いだした。

　彼女は小鼻をくんくんとさせ、おんぶしたぼくのふともものつけ根に顔を近づける。ぼくはポケットをまさぐって、グミをだした。彼女はぼくの手のひらのグミを舐なめ取った。柔らかい舌が触れた。

「マスカットグミでよかったかい？」

　やきもち焼きの彼女は、その姿ではじめて声をだした。

「ワン！」



―おわり―



    

  
    
      


あとがき

25行一本勝負『妄想水すい滸こ伝でん～脳内彼女１０８人～』敗者復活戦



　どーも、比ひ嘉が智とも康やすです。まず今回二巻を書くにあたっての話を少し読者の皆様にお伝えしたいと思います。とりあえず本作の主人公、物干し竿使いの春はる男お（ギャルゴ）にライバルをだそうと思いました。さてライバルの武器はなににしようかな？　そんなことを考えていると、うちの母がホームセンターからつっぱり棒を買ってきていました。武器決定の瞬間です。ということで馬ば鹿かみたいにあっさりつっぱり棒使いの少女と決まりました。単純すぎで申し訳ないです。

　読者の皆様、そんなギャルゴの二巻を手にとっていただいてありがとうございます。

　感謝感謝の読者様に、さらにいきなり聞いてほしいことがあります！　残念ながら一身上の都合によりボツにした地方都市伝説をここにお伝えしたいのです。

　まずタイトルなんですが、ずばり『妄想水滸伝～脳内彼女１０８人～』です！

　どんな不思議なことが起こる地伝かといいますと！　とある図書館にある水滸伝（１０８人の豪傑が登場する中国の有名な小説です）を読むと、突如として脳内に彼女が１０８人誕生するというものです。びっくりするほど突拍子もない話!?

　きっとわたくし比嘉のナイスな相棒の河かわ原はら恵けい様なら１０８人分の女性を、描いてくれます！　皆様どうでしょうか？　もし興味のある方がいらっしゃいましたら、本書に挟まれておりますＭＦ文庫Ｊの愛読者アンケートハガキに「妄想水滸伝を読みたい」と記入の上、投函をよろしくお願いいたします。皆様の清き一票が、奇跡を起こす……ハズです。

　ふふふっ、もうすでに１０８人分のキャラクターの名前を考えてあることは、ここだけの秘密です。あっ、読者の皆様から白い目で見られている気が……。

　そういえば肝心のストーリーですが、地方都市伝説の影響を受け脳内彼女１０８人との会話を楽しむ男の愉快な日常です。心休まるコミュニケーションの日々を延々と綴つづります。そして、最後は１０８人の彼女との悲しい別れです。ラストシーンで全員の名前を呼ぶだけで何ページ使うか、考えるだけで恐ろしい。ううっ、いろんな意味で涙は欠かせません。

（ちなみに本作の主人公・ギャルゴは全く登場しません）

　ここからはお礼です。

　ギャルゴを置いてくださる本屋さんありがとうございます。書店員さんにとても感謝。

　河原恵様、可愛かわいくて綺き麗れいでセクシーなイラスト描いていただいてうれしいです！　表紙のコトリさんの髪の毛の可愛さにクラッときちゃいました！

　担当の児こ玉だま様、いつもご迷惑かけてすみません。そしてありがとうございます！

　読者の皆様、どうぞ本作ギャルゴをよろしくお願いいたします。すでに読んでくださった方は本当にありがとうございます!!　また、三巻で会えることを楽しみにしています！　追伸：‥『アストロノト！』の赤あか松まつ中ちゆう学がく先生より、うまい棒で戦う子をだしてくださいという素敵過ぎるアイディアをもらったので、つぎも頑張っていきまーす。

　打ち合わせでボツ地伝を話したあとの担当様の反応をいつも怖がっている二月の比嘉。



    

  
    
      

　著者

　比嘉智康（ひが・ともやす）

　　１９８４年生まれ。北海道在住。

　　本シリーズの一作目『ギャルゴ！！！！！　地方都市伝説大全』で、第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧優秀賞＞∨受賞。

　　家の向かいがゴミ屋敷で、隣家に騒音おばさんがいても執筆できる集中力がほしいと願う今日この頃。



　イラスト

　河原恵（かわはら・けい）
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　　http://kobe.cool.ne.jp/riverboa/
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          あとがき
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